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ぴにおん！

樋口　司



    

  
    
      口絵・本文イラスト●タカハル



    

  
    
      

　ＰＩＮＩＯＮ！　もくじ



１　嘘と超能力

２　恋文と超能力

３　夢と超能力

４　密林と超能力

終　ジャンクパーツ
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『無人島に何か一つだけ持っていけるとしたら？』

　よくある質問だが、ちょいと考えてほしい。

　ロープか？　梯はし子ごってのもあるな。ナイフとかヤリとか銛もりとか釣り具なんかを思いついたのなら、サバイバルに向いているかもな。携帯電話や無線機器の類たぐいを想像したのなら、ちょっと反則っぽいけど、賢いな。船とか飛行機は賢すぎて冷めるぞ。水とか食糧とかは思いついても言わない方がいい。しらける。

　まあ、色々とあるだろうが、俺おれの答えは一つだ。

　それさえあればどこでだって生きていける。それは無人島に限らず、ごく普通の生活の中でも大切なものだ。逆に言えば、それがなければ人生なんてつまらない。

　と、偉そうなことを言ったが、今の俺は「それ」を持っていない。

　だから、これから手に入れようと思う。

　これはそういう物語だ。

　ちょっと言いすぎたな。俺の言いたいこと、わかっただろ？

　わからない？

　だから、つまり、要するに、俺が言いたいことは――



    

  
    
      



　一章　嘘うそと超能力





　たとえば。

「自分は超能力者だ」

　と、言うヤツがいたとして、アンタはそれを信じるか？

「へぇ、そうなんだ」

　と、思ったのならアンタは優しい人だ。大抵の人は何も言わず可哀想かわいそうなものを見る目になるだろう。

　じゃあ、次に。

「今からやってみせるよ」

　と、言い出したら？

　そして、その超能力とやらがことのほかショボいものだったら、どうする？

　答えは置いておくとして。



　まずは自己紹介。

　俺おれの名前は、佐さ々さ木き与よ四し郎ろう。実は――って、いま笑っただろ？　人の名前を笑うなんて最低だぞ、と言いたいところだが、わかるよ。俺だって他人がこんな名前なら百％笑う。有名な剣豪さんのパロディだもんな。

　だが、本名だ。パロディ的要素には数百歩譲って目を瞑つぶるとしてもだ、普通「ヨシ」の部分は「良」とか「善」だろ？　ところが「与四」ときたもんだ。「四」が「死」じゃないだけよかった、なんて最低ラインの慰なぐさめはやめてくれ。一体何を考えて、どんな意味を込めてこんな名前にしたのか問い質ただしたいのだが、名付け親たる両親はもういないのでできない。この変な名前のお陰かげでどれだけ笑われて、バカにされ、その度に衝突して、次し第だいに嫌われ、どんどん荒すさんでいって……という恨みつらみを爆発させることもまたできない。まあ、俺ももうガキじゃないからいちいちムキになったり傷ついたりしない、というのは嘘だ。だから笑うな。堪こらえてくれ。

　では、改めて。

　俺の名前は、佐々木与四郎。実は超能力者だ。……そんな目をするな。聞け。

　指先から炎を出せる。格好よく言えば「発火能力」ってことになるかな。

　何のために？

　良い質問だ。驚くなかれ。アンタは知らないと思うが、この地球には謎なぞの生命体が多く存在する。地球外生命体やモンスターの類たぐいだ。ヤツらの狙ねらいはこの星の侵略及び征服だ。俺おれはそれらと日々戦っている。ある時はレーザー光線の雨をくぐり抜け、またある時は人間に偽装したエイリアンを見抜き、竜の吐く息の如ごとく火炎を自在に操りながら、奮闘している。辛つらく厳しい戦いだ。生傷は絶えず、安心して眠れる夜もない。危険と隣り合わせの毎日。それでも立ち止まることは許されない。今日も死地へ赴く。そう、愛するこの星の平和のために！

　――もちろん、嘘うそだ。そんなわけがない。俺だってそうゆうカッコイイ主人公がよかったけどな、現実的にあり得ないだろ。いや、宇宙人やモンスターはどこかにいるのかもしれないが、少なくとも俺は見たことがないし信じてもいない。

　だったら超能力者も同じだろって？

　うん……まあ、理屈としてはそうなのだが……本当だから仕方がない。だから、そんな目をするなって。

　そもそも。自分で言うのもなんだが、俺の能力は頭に超がつくような大そうな代物ではない。俺が出せる火炎は竜の吐く息どころか、よく見なきゃわからんほどの小さなものだ。本当にモンスターや敵対的宇宙人が現れたなら先頭に立って逃げてやる。

（ライター代わりにはなるか）

　とも思うが、実際のところは能力を使うのに約十秒程度の時間と集中力を要するから、百円ライターの方が断然性能が良い。そんな何の役にも立たない能力が俺には生まれつき備わっている。

　再びクエスチョンだ。

　何のために？

　わからん。まーったくわからん。いや、わからないのはいいとしよう。俺はそれほど頭が切れるタイプの人間ではない。

　でもな。

　この何の役にも立たない能力のせいで俺はずっと孤独だった。そうだろ？　俺は今まで「自分は超能力者だ」

　と言うヤツに出会ったことがない。もっとも、俺自身も自分の能力を誰だれかに打ち明けたことはない。反応が予想できる。今のアンタみたいな感じさ。だから、同じ理由で自らの特異体質を秘密にしている同志はどこかにいるのかもしれないが、出会ったことはない。

　俺は俺以外に俺みたいなヤツを知らない。つまり、一人だ。他人と上手く付き合えないのは出会い頭に笑われる変な名前のせいだけではないのだ。……言い訳か？

　まあ、いい。

　それでも俺は考えた。

　何の役にも立たないのならどうしようか、と。地球や人類を守るためでもなさそうだし、生活レベルで得することもない。ならばどうしてやろうか？

　で、思いついた。

（いっそ笑われてみるか）

　タイミングよくテレビ画面に『奇人さん大募集』なる告知が流れていた。

　思い立ったら即行動。それが俺おれのモットーだ。

　だが、そのことが俺の運命を大きく変えることに――なんて、月並みな文句を言わなくてもこの思いつきが間違いだったことぐらい、わかるだろ？

　冒頭の答え？

　それもすぐにわかるさ。



　某テレビ局の一室。

　三人の番組スタッフが長机に腰かけていて、その前に整理番号をつけた数十人の「奇人さん」たちがいる。俺もその中の一人。

　番号順に呼ばれて次々に特技を披ひ露ろうする。それを見てスタッフがコメントしたりメモを取ったり。一般的なオーディション風景だ、と思う。こんな場所に来たのは初めてなんでそのへんは断言できない。

　ともあれ、俺の順番が来て、『特技』を披露した。

「へぇ、そうですか」

　と、ゆるい半笑い。

「それで、どんな仕掛けなの？」

「手品じゃない。超能力だ」

「………ありがとうございました～」

　これが答えさ。予想していたよりひどい反応だけど。

　まあ、そうだよな。

　不思議とショックはなかった。正直なところ、どうしても信じてもらいたいかというとそうでもない。大笑いされてもそれはそれでムカッとしたかもしれない。豆電球が光ったように感じた妙案だったが、どんな答えを期待していたのかと聞かれれば、何だろう、と聞き返したくなる。

　俺の『特技』披露はあっさり終了し、オーディションは滞とどこおりなく進んだ。難しい漢字をスラスラ読む三歳児や不自然なまでに指を反り曲げる人、などなど。

（俺のほうがよっぽど凄すごいのに）

　なんて今さらアピールする気はなく、早く帰りたかった。

「次の人どうぞ」

　ＡＤだかプロデューサーだかが促うながした。

　が、反応がない。

「次の人？　あれ？　二十八番の人？」

　それでも二十八番さんは現れず、俺おれも含めて部屋にいた全員が二十八番さんを探した。

　いた。

　耳に大きなヘッドフォンをした女で、そこから流れる音楽が音漏れ全開で周囲に響いていた。

「……私？」

　その女は悪びれる素振りもなくヘッドフォンを外し、前に出た。

（変なヤツだ）

　きっとスタッフもそう思っただろう、渋い表情をしていたが、ここは変なヤツを集めた場所だから仕方がない。

「では、名前と年齢を」

「木き元もと二ふた葉ば。十五歳。動物と話せる」

　最後はまだ聞かれてもいないのに答え、手に持っていた大きなカバンの中から小型犬を一匹取りだした。

「へぇ、そうなんだ」

　と、答えたスタッフさんはきっと優しい人だ。俺はその時点で可哀想かわいそうなものを見る目になっていたと思う。



    

  
    
      



    

  
    
      『ワン、ワン、ワン』

　犬が勢いよく吠ほえた。そして、それを女が『通訳』し始めた。

「●●だと言っている」

　一瞬で部屋の空気が凍りついたね。当然だ。放送禁止用語を大声で叫んだのだからな。優しいスタッフさんもさすがに言葉を失っていた。半笑いを超えて呆ぼう然ぜんの域。

『ワンワンワンワン』

　犬がまた吠える。

「▲▲で＊＊だと言っている」

　……さて。

　目の前に「自分は超能力者だ」と言うヤツがいるとして、アンタは信じるか？

　さらに。

　一見、見み栄ばえのする十代の女の子が顔色も変えずに下劣で品性のない単語を連呼して、しかもそれを犬の言葉だと言い出したら、どうだ？

（うわぁぁ……）

　ドン引きだろ？　信じる信じない以前に人として疑いまくりだろ？　……ん？　もしかして、俺おれも似たようなことを思われてたのか？　そうなのか？

「も、もう結構です！」

　スタッフさんが慌てて止めた。部屋中の人が半笑いも呆然も飛び越えて嫌悪感すら抱いていた。もちろん、俺もその中の一人。

『ワンワンワンワンワン！』

　それでも犬は吠えつづけ、女もやめなかった。一人のスタッフを指さし、

「そういえばお前、見たことがあるな。確か＊＊というラブホテルの前だ。そこで○○な女を連れていて、必死になって●●させてみたいなこと言ってたよな。フフン、実は中に入ってからのことも知ってるぜ。お前は○○な女の××に――してたな。その後……」

「帰れぇっ！」

　指されたスタッフが肩を震わせながら叫んだ。その怒りっぷりで、どうやら図星らしいと思ったのは俺だけじゃないだろう。それにしても××って……。

　女はまだまだ物足りなそうな顔をしていたが、再びヘッドフォンを装着して、出口へと歩き出した。

　すれ違いざまに、ほんの一瞬だけ、俺を見た。

「………」

　まるで親の仇かたきを見つけたような鋭い眼まな差ざし。

「犬も持って帰れ！」

　というスタッフさんの声は聞こえなかったのか無視したのか、俺おれから目を逸そらし、女は無言のまま部屋を出て行った。

　残された犬は吠ほえつづけ、その後の奇人さんたちはことごとく特技披ひ露ろうに失敗し、オーディションは終わった。

　それが俺と二ふた葉ばの出会い。

　中学三年の冬だった。

　第一印象？

（変な女）

　それ以外にないだろ。



　で。

　どこをどう評価されたのか、俺はオーディションに合格した。おそらくあの女が引っかき回したせいだろう。

　いやぁ、見事にスベったね。

　案の定、名前のことを二、三いじられてささやかな笑いが起きた程度でその後のことは思い出したくもない。

「どんな仕掛けなの？」

　これまた案の定、聞かれたから言ってやった。

「超能力だ」と。

　これがまたウケなくてさ……。

（来るんじゃなかった）

　浅はかな決意を悔やんだ。

　でも本当の後悔というやつはどうやら周回遅れでやってくるらしい――なんて、回りくどい物言いをしなくても、わかるだろ？

　俺はまたあの女と出会うことになる。そこからが本当の後悔の始まりだ。

　ちなみにコンテストに優勝したのは漢字博士の三歳児。気の毒なスタッフがどうなったかは、知らない。



　結果はともかくとして。有名な昼の生番組に出演したのだ。

『テレビ見たよー』

『俺は面白かったよ。すげぇ笑った』

『なんだか佐さ々さ木きくんが遠くに行っちゃったみたいで、少し淋さびしかったな』

　などなど、冷やかしやら励ましやら応援やらの電話が鳴りやまなかった。

　……すまん。嘘うそだ。

　本当は電話の一本もなかった。

　俺おれはその、つまり、ガキの頃ころから変な体質と変な名前のせいでコンプレックスと悩みがあって、そのせいでいつもしかめっ面で、なんとなく無愛想で、どちらかといえば喧けん嘩かっ早ぱやくて、もしかしたらヒネクレ者かもしれず、心なしか周囲から敬遠……というより隔離に近い状態で……だから、全国放送で恥を晒さらしたことに気を遣ったわけではなく、誰だれも俺の電話番号を知らな……いや、別に、もうガキじゃないからそんなことでいちいち……。

　というか、実際はそれどころの騒ぎじゃなかったのだ。

　テレビ出演の翌日、いきなり家の前に黒塗りのリムジンが現れた。そして、車から降りてきた初老の男が深々と頭を下げ、

「お迎えにあがりました」

　その言葉だけでピンときた俺はリムジンに乗り込んだ。その車中、

「悪い組織と戦うために君の力が必要だ」

　初老の男は懇願してきた。

（ついにこの日がきたか）

　そう思った矢先。

　何者かに襲撃された。必死の抵抗も虚むなしく俺は拉ら致ちされた。連行されたのは地下深くにある秘密基地で、そこにいたのはドロドロの地底人で、ドロドロに変な装置をつけられたり、脳にチップみたいなのを埋め込まれたり……

　うん、嘘うそだよ。なんか最後の方は面倒臭くなっちゃった。

　本当の本当は――何の反応もなかった。呆あきれるぐらいの無反応。

　だが、そのお陰かげで決心がついた。吹っ切れた。もうこの何の役にも立たない意味不明な体質をあれこれ悩むのは金輪際やめよう、と。

　どこか陰のある悩み多き孤独な青年・佐さ々さ木き与よ四し郎ろうは中学と同時に卒業だ。

　これからは陽気で気さくで電話の鳴りやまない粋いきな男・佐々木与四郎として生きる。

「俺は生まれ変わるぞ！」

　そう漠然と叫ぶだけじゃなんだからな、具体的な目標も立ててある。心配するな。準備は万全だ。

　まず、高校は住んでいた町からかなり離れた、知り合いが一人もいない学校を選んだ。今まで親代わりになって育ててくれた叔父さん夫婦に頼み込み、学校の近くで一人暮らしをすることも許してもらった。新しい絵を描くには真っ白なキャンバスの上だろ？

　鏡の前で歯が光るような笑顔の練習もした。確かに今までの俺はいつもしかめっ面だったかもしれない。だけど、普通にしていれば顔だってそんなに悪くはない。特にキリッとした眉まゆのあたりなんかは女子にウケるだろう。

　カッとなる前に深呼吸をする癖もつけた。確かに今までの俺はヒネクレ者で喧嘩っ早いナイフのような鋭さが魅力だったかもしれんが、そんな一いつ匹ぴき狼おおかみ的なのはもう流は行やらない。これからの時代は強さと優しさの両方を兼ね備えたクマさんのような男がウケるのだ。

　そして、最大の懸案事項である自己紹介の対策もできている。三日三晩徹夜する勢いで考えたとっておきのギャグがある。これさえ言えば爆笑間違いナシだ。

　大丈夫だ。完かん璧ぺきだ。やればできる子なんだ、俺おれは。

「フフフ……」

　八畳一間のワンルームで携帯電話を見つめながらニヤニヤしたり叫んだりしている俺はその時点で既にかなり可哀想かわいそうなヤツだったのだが、それぐらいワクワクしていた。

　そんな目の輝きはあっさり曇ることになる、なんてことぐらい言わなくてもわかるだろって？　わからなかったんだよ、その時は。



　部屋の窓を開けると、長閑のどかな街並みが広がる。一軒家と中層のマンションが整然と建ち並び、他にさほど目立つ建物はない。朝は小鳥のさえずりで目を覚まし、澄んだ空気を胸いっぱいに吸い込んで都会の喧けん騒そうを忘れ、真っ赤な夕陽を浴びながらゆっくりと時を過ごし、静かな夜を迎える。心から越してきてよかったと思える町だ。

　マンションを出て南に向かうと駅があり、北には小高い山が連なっている。山の麓ふもとへと延びている一本道。それが通学路だ。緩ゆるやかな坂道なので地味に疲れるのだが、道の両りよう脇わきに隙すき間まなく植えられた銀杏いちよう並木がマイナスイオン大放出で癒いやしてくれる。

　そして、道の終わりにあるのが、俺が通う高校。

　校庭の隅に大きな桜の木がある。満開に咲き誇った花びらは俺の心象そのものであり、否いや応おうなしに心が弾はずんだ。この町に来てよかった。この高校を選んで正解だった。生まれ変わるにはもってこいの環境だ。

（ここでなら素敵な高校生活が送れる）

　逸はやる気持ちを抑えて校門をくぐると、出迎えるかのように朝日が昇った。輝かしい前途を祝福しているようでもあった。そう、今日は入学式。時間は朝の七時。

　……早く来すぎたな。



　お決まりのような校長の長演説やお偉いさんたちの有あり難がたいお言葉を聞き流し、睡魔と闘いながら、どうにか入学式を無事にやり過ごして、新入生は各自クラスに散らばった。

　一年Ｂ組。どいつもこいつも知らない顔ばかり。俺の過去を知るヤツが一人もいなくてひと安心だ。そんなに大げさな過去じゃないけどな。

　ひと目で大人しいとわかる僕、純情そうな彼女、悪ぶってるバカ、垢あか抜ぬけた風体のお前……皆、いいヤツに見える。今の俺はブロック壁から出てきたキノコを食べたぐらい心が大きいんだ。クマさんなのだ。

　なんてことを考えていると担任の先生がやってきた。谷たに山やまという国語の教師。四十手前のいかにもことなかれ主義的な、だいたい谷なのか山なのかどっち……いやいや、こうゆうヒネクレた考え方も卒業したのだ。谷山先生は教育理念のしっかりした立派な教師だとお見受けする。

「じゃ、自己紹介しようか」

　これまたお決まりだが、早速きた。心臓がうるさい。大丈夫だ。一撃必殺のユーモアでたちどころにクラスメイトのハートを鷲わし掴づかみにしてやる。

　出席番号順に簡単な自己紹介が進む。皆、適当だ。俺おれ以外は中学から一緒という連中が多いようで、いまさら、わざわざ、といった感じ。高校一年生なんてシャイが服を着ているようなものだからな、可愛かわいいヤツらさ。

　ところで。

　一つ、気になることがある。俺の前の席が空いているのだ。入学早々バックレるなんて一体どんなヤツか、なんとなく想像できるだろ？　「かったりぃ」とか言いながら屋上で煙を吐いているのかもしれない。まあ、怖くはないけどな。うん。小刻みに膝ひざが震えているのは……武む者しや震ぶるいだ。

　思ったよりも速いペースで俺の番が近づいてくる。みんな、もう少しやる気出していこうよ……お、落ち着け、おお俺には一撃必殺ののの……。

　二つ前の席の紀き藤とうさんが例によって簡単に済ませ、いよいよ出番となった。

　震える膝をどうにか落ち着かせて立ち上がったその時。

　ガラッ！　と勢いよくドアが開いた。



　普通、再会っていうのはさ――

　朝の通学路。うっかり寝坊してしまったので朝食のパンをくわえながら走る。

　十字路を曲がったところで、ドン、と誰だれかにぶつかった。

「きゃ！」

「す、すいません」

　とだけ言って、また走る。急がなきゃ遅刻だ。

「ちょっと！　待ちなさい！」

　足を止めて振り返ると、一人の女子高生が腰に手を当てて怒っている。同じ学校の制服だが見たことのない顔だ。

「謝りなさいよ！」

「あ、謝っただろ」

「あれで謝ったつもり？」

　顔は可愛いけど気の強そうな女。

「はいはい、悪かったよ」

　また走る。言い争っているヒマはない。

「こら！　待ちなさいってば！」

　まだ怒鳴り声は聞こえたが、今度は振り返らない。その甲か斐いあってなんとか遅刻せずにホームルームには間に合った。担任の先生が入ってくる。

「突然だが、転校生だ」

　クラスメイトがざわざわと騒ぎ、一人の女子生徒が入ってきた。

「あーっ！」

　思わず声を出してしまった。そんな俺おれに気づいて相手も驚く。朝の女だ。

「ん？　お前ら知り合いか？」

　先生の問いかけに二人が同時に答える。

「「違います！　誰だれがこんなヤツ――」」

「なんだ、やっぱり知り合いじゃないか」

　あははははは。

　――みたいな感じだろ？　まあ、そんな古い少女マンガみたいな展開はないだろうが、多少は驚きやら感動があってしかるべきだ。



　ところが。

　その女、確か名前は――

「木き元もと二ふた葉ば。遅れました」

　そう、木元二葉はしれっと不機嫌そうに言った。あの日と同じ大きなヘッドフォンをしている。教室を見渡し、空席となっていた俺の前に座った。机に片かた肘ひじをついて頬ほお杖づえをし、今来たばかりなのに、さっさと帰らせろよ、という仏ぶつ頂ちよう面づら。

「あーっ！」

　と、間抜けな声をあげた俺を見もしない。

「いきなり遅刻か。まあいい、ちょうどお前の順番だ。佐さ々さ木き、座ってくれ」

　クラスメイトがくすくす笑う。まるで考え込んだギャグで一発かまそうとしていたヤツみたいで恥ずかしいではないか。

「おい、木元。聞いているのか？」

「は？」

　二葉は気だるそうにヘッドフォンを外した。大音量のロックが教室に響き渡る。

「……自己紹介、お前の番だ」

　口元をプルプルさせ、それでも先生は冷静に告げた。本当に立派な人かもしれない。

「えー、木元二葉です」

　それだけ喋しやべるのですら面倒そうな口調。

　だが、次に吐いたセリフは低調なトーンからは想像もつかないものだった。



「後ろにいる佐さ々さ木き与よ四し郎ろうと三年後に結婚します」



　………………。

　絶句、という言葉をまさに体現していただろう。

　対照的にクラスは大騒ぎ。

「静かにしろ！」

　と、宥なだめている谷たに山やま先生も驚きを隠せていなかった。当の本人、木き元もと二ふた葉ばは言い終わるやいなや、またヘッドフォンをして我関せず。

「な、な、なんなんだ、この女！」

　そう叫んだつもりだったが、歓声にかき消されたか、声になっていなかったのか、よく覚えていない。

　例のギャグ？

　言えるわけないだろ。非常識女の発言を否定するのに精一杯だ。生まれて初めて名前を笑われなかったことだけがせめてもの救いだ。



　高校初日のＨＲホームルームが終わり、なんだか面倒そうなクラスだな、という顔の谷山先生が教室を出て行き、芸能リポーターと化したクラスメイトたちの『どうゆう関係ですか？』的な質問の嵐あらしをくぐり抜け、そそくさと帰路につく木元二葉を呼び止めた。この女、あれだけの発言をしておきながら挨あい拶さつのひとつもせずに帰るつもりだったらしい。

「ちょっと待て」

　何度も呼びかけたが当然のように無視するので、ヘッドフォンを取り上げてやった。

　二葉はようやく足を止め、静かに振り返った。

　じっくりと顔を見たのはその時が初めてだったので、気がつかなかった。

　大きく吊つり上がった目。どこまでも貫く弾丸のような漆黒の瞳ひとみ。その瞳と同じ色をした長い黒髪の先が腰のあたりで揺れている。

　身長は低くて、せいぜい俺おれの肩ぐらいまでしかないくせに、遠くからでもすぐに見つけられそうな独特の存在感が立ち込めている。

　不覚にも、まったくもって迂う闊かつだったが、数秒間、魅み入いってしまった。

（か、可愛かわいい……）

　……かもしれない。

　薄い唇をキュッと結んでいるから、小さな顔が余計に小さく見える。

　その唇を柔らかく開いて、

『なぁに？　佐さ々さ木きくん』

　と、微笑ほほえみ混じりで返事でもしたなら、もの凄すごく可愛かわいい……かもしれない。

　もし、そんな展開になったら、俺おれはたちどころに質問を変えて、例えば趣味やら出身地を聞いて、好きでもない趣味に口を合わせて「俺も好きなんだ」とか言って、「よかったら今度一緒に」とガラにもないことも口走り、「やだぁ佐々木くんったら」と恥ずかしそうにトンと体を押されたりして……そんな感じで少しずつ仲良くなって、クラスメイトたちも『やっぱりあの二人は付き合っているらしいよ』と噂うわさして、噂のとおり休日にはデートをするようになって、どちらもハッキリと言葉にはしないものの、お互いの想おもいは一緒で、そして、何回目かのデートで、例えば夕暮れ時の遊園地とか映画館とかで見つめ合って、そして、そして、そして………

　などと妙な想像をしている場合ではないな。よく見ればそれなりにそれなりな顔だが、よく見ている場合でもない。

　なにより、不機嫌さ丸出しの返答が花ざかりな妄想を叩たたき壊こわしてくれた。

「……何だ？」

「何だってなんだ？　わからないのか？　つまり、なんだ、その、どこから話すべきか……って、何で俺が考えなきゃならんのだ！」

「まゆ毛」

「は？」

「変なまゆ毛。主張してますって感じで気持ち悪い」

　唇の端をわずかに開いて、鼻から息を漏らす。その声に出さない笑い方が異常なまでに神経を逆なでしてくれた。

（な、な、な、なんんんんんて！）

　嫌なヤツだ。ここまで見た目と妄想を裏切ってくれるヤツも珍しい。こんなヤツは殴り倒しても正当防衛になるのではないか、と思ったが、怒りを懸命に堪こらえて例の発言の真意を聞いた。殴るのはその後でも遅くはない。

　二ふた葉ばは途端に興きよう醒ざめしたように目を細めた。

「……そっちか」

「そっち？　これ以外のどこにどっちやこっちが――」

「言ったとおり。そのままの意味だ」

「さっぱりわからん」

「本当にわからないのか？」

　まじまじと俺の顔を見つめた。改めて見ればとんでもなく可愛いかも……なんてどうでもいい。もしかして俺は幼少期か前世でこの女に出会っていて「十八歳になったら結婚しようね」と契りでも結んでいたのか？

「わからないならわからないでいい。言ってわかるとも思えない」

　そう吐き捨ててヘッドフォンを装着すると、何事もなかったかのように歩きだした。

　追いかけなかった。一歩でも追いかけるとそのままの勢いでドロップキックをしてしまいそうだったから。

　そんな風に沸騰寸前だったからか、俺おれは最も重要な質問をし忘れていることにも気づかなかった。

　初めて二ふた葉ばを見た日から思っていたことを。



　悪夢のような入学式の翌日もクラスメイトたちから質問攻めにあった――もちろん、そのひとつひとつに丁寧に否定して回った――が、そんな人気は長続きしなかった。クラスに正式なカップルが誕生したからだ。リポーターたちはその新ネタに大忙し。世間なんて移ろいやすいものさ。用済みになった俺はマスコミの在り方について考えさせられたね。

　もう一人の用済み、木き元もと二葉はやっぱり変な女だった。

　まず、授業中以外はヘッドフォンを外さない。授業中だってイヤフォンにつけ替えている時もあった。音漏れで聞こえてくる曲は日ひ毎ごとに違い、ロック、ジャズ、クラシックからヒップホップに演歌まで。幅は広いが一貫性のない嗜し好こう。それを絶えず大音量で聴いている。非常に迷惑だ。

　そして、誰だれとも喋しやべらない。目を合わせようともしない。もちろん、俺とも。聞くところによると二葉も他の地域から来たらしく、中学からの馴な染じみは一人もいないらしい。

（つくづく変な女だ）

　と思ったのは俺だけではなく、ものの見事に二葉には誰も近づかなくなった。コイツの周りの空気だけ水素でできてるんじゃないかってぐらいに浮いた。むしろそんな状態の方が心地よい、という感じに見えたのは俺だけなのかどうか。

　まあな。別にいいんだ。どれだけ変な女でも。これだけ人間がいるんだ、自分とかなり価値観の違う人とたまたま同じクラスで席が前後することもあるだろう。クラスメイトのハートを鷲わし掴づかもうとして三日三晩徹夜で考えた突とつ拍ぴよう子しもない自己紹介をするヤツもどこかにいるかもしれない。いいんだよ、別に。

　俺に関わらなければ。

　思いっきり関わってくるから困るのだ。教室内では席が前後だから大目に見るとしても理科室でも視聴覚室でも体育の授業でもなぜか俺の近くに位置取る。それだけではない。登校中にふと気配を感じて振り返ると三メートルほど後ろにいる。下校中も同じ。およそ女子禁制の場所以外は常に俺のそばにいる。かといって、何を話すでもない。終始無言。目も合わせない。何なんだ、と言っても、文句があるならかかってこい、と強気に出ても、マジで勘弁してください、と下した手てに出ても、

「………」

　と、まるで虫けらでも見るような目で睨にらむか、

「まゆ毛」

　と、人を逆上させる笑みを浮かべるかの二種類。

　俺おれに恨みでもあるのか、と訊きいた時だけ、

「……ない」

　と、答えた。

　正直言って、怖い。泣きそう。

　その結果、俺がどうなるかというと――

　浮いたね。俺の周りの水素濃度も急上昇。そりゃそうだ。傍はたから見れば俺たちは片時も離れずにいるカップルそのものだからな。

（これじゃダメだ）

　と思い、誰だれかにフレンドリーに話しかけてみようとは思ったが、どうにも気分が乗らなかった。囲み取材を受けている時にもっとユーモラスに受け答えするべきだったのかもしれないし、別件のネタをパパラッチする時にその中にまざればよかったのかもしれない。ただ、やる気満々のクラウチングスタイルでロケットスタートを決め込もうと構えているところに前からラリアットを喰くらったような感じだから、やることなすこと後手に回った気分。

（いやいや、ダメだダメだ）

　これでは何のために一人暮らしまでしてこの高校に来たのかわからない。外交に必要なのは勇気とチャレンジ精神だ。どうする？　誰かに話しかけてみよう。誰に？　まばらにできはじめているグループの輪に入るには少々、話題性に乏しい。どうする？　誰に？

「おい」

　つい前席にいる偏屈女に声をかけてしまった。

「……何だ？」

「なぜいきなり怒る？　もしかしたら大事な要件かもしれないだろ」

「そうなのか？」

「いや、まあ、違うけど」

「用がないなら話しかけるな、まゆ毛」

「その呼び方をやめろ」

　今まで『コジロー』や『ヨヨロー』とは呼ばれたが、まゆ毛ってのは初めてだ。

「お前の過去など知ったことじゃない」

　数秒前の過去を呪のろいたくなったが、頑張れ、勇気とチャレンジ精神と忍耐力だ。

　一番聞きたかったのは例の婚約宣言のことだったが、どうせロクに取り合わないだろうと思い、二番目の質問をした。

「あのオーディションでやっていたこと、本当なのか？」

　二ふた葉ばは弾丸の瞳ひとみで俺おれを見つめた。

「お前はどうなんだ？」

　瞳以上に鋭い問いかけに、舌が怯ひるんだ。息を飲み込んで、気持ちを整える。

「俺は……嘘うそだ」

「……じゃあ、私も嘘だ」

「じゃあ、って何だ？」

「知り合いがあの男にふられた。こっぴどく。相当ショックだったらしく、みるみる痩やせて、不ふ憫びんだから仕返ししてやったまでだ」

「それも嘘か？」

「………」

　怒ったゴリラみたいな険しい顔で俺を睨にらみつけ、二葉は前に向き直った。

　その背中が、心なしか小さく見えた。

　……変な気分だ。胸の奥を覗のぞかれたみたいでケツのあたりがムズムズする。



　次の日の朝。

　学校へと歩く俺の約三メートル後ろに二葉もいた。振り返らずともわかる。オーラというか波動みたいなものが背中にビシビシと伝わってくる。世界一探偵に向かないヤツだ。こんなにバレバレの尾行もそうはないだろう。

「というか、これはもうストーキングだろ」

「お前が私の前を歩いているだけだ」

　だって。いやぁ、何にでも言い訳ってあるものだな。同じセリフでも頬ほおを赤く染めながら言えば、それなりにそれなりの外見なのだから、いわゆるツンデレっぽく見えて意外にありかもしれないのにね。

「なにジロジロ見てんだ。こっちを見るな。さっさと歩け」

　だって。凄すごいよね。頬を染めるどころか、顔色ひとつ変えないもんね。人として大切な部分が欠落しているんだろうね。

　とか思いながらしばらく歩いていると、二葉が足を止めた。振り返らずともわかった、のではなく、俺が足を止めたからだ。

　道路わきの電信柱の下、段ボール箱の中に子犬が入っていた。誰だれか拾ってください、と箱のふちに書かれてあった。

　子犬は特に衰弱した様子でもなかったが、俺の両手に収まりそうなほど小さく、

「くぅん……」

　か弱く鳴いていた。

　こんな無む垢くな命を見捨てるほど俺おれは冷徹な人間ではない。何とかしてやりたい。だが、マンションはペット禁止だし、学校に持って行って飼い主を探すという手もあるが、見つからなかった場合は俺が責任を取るハメになり、大家さんやご近所さんに隠しながら飼わねばならず、仮にばれないとしても餌えさ代やワクチン代など諸々の経費を払うこととなり、叔父さん夫婦の仕送りで暮らす俺の財政状況が破は綻たん寸前に追い込まれ、最終的に段ボール箱に入れて電信柱の下に置くことになるかもしれない。でもこのまま見過ごすのも良心が許さない。うーん、どうしよう……。

　必死で解決策を模索していたら、二ふた葉ばが子犬の前にしゃがみ込んだ。そして、

「わん、わん、わん？」

　諭すように子犬に話しかけた。その鋭い目め尻じりを下げ、チタン合金で精製されているはずの頬ほおを緩ゆるませ、鼻と鼻を突きつけながら、くしゃくしゃと子犬の頭を撫なでた。

　とても微笑ほほえましい光景だった。コイツ本当は心の優しいヤツなんだな、人として大切な部分がしっかりあるではないか。

　と、ならないのが木き元もと二葉という女だ。

　実際はやっぱり顔色ひとつ変えない仏ぶつ頂ちよう面づらで、目つきも鋭いままだった。子犬もじゃれついてくるでもなく、なにやら真剣な顔つきで（多分）、

「くん、くぅん」

　二葉の言葉に返事をした、ように見えた。そんな感じだった。

　捨て子犬とマジトークする女子高生。何とも言いい難がたい光景だ。微笑ほほえましさなんてものはどこにもない。あえて言葉にするなら、痛い光景だ。怖い、でもいい。

　俺たちの横を通り過ぎていく生徒たちもそう思ったのだろう、遠巻きに不審がった白い目を向けていた。というか、不審者を見る目そのものだった。可哀想かわいそうなものを見る目ってやつだ。

　しかし。

　俺の可哀想な目は憐あわれな捨て子犬だけに向けられたもので、その子犬と会話をしている女子高生には向けていない。

　子犬はおもむろに段ボールから出て、その小さな足で学校とは反対方向にひょこひょこと歩きだした。一度だけ振り返って、

「わん！」

　精一杯の大声で二葉に礼を言った、のだと思う。そんな感じだった。

　二葉は無言で見送っていた。

　俺は子犬を追いかけて、カバンの中から昼に食べようと思っていたパンを出し、くれてやった。子犬は俺おれには礼を言わず、パンをくわえながら去って行った。

　二ふた葉ばが怒ったゴリラの顔で俺を睨にらんでいた。それから、

「この偽善者め」

　とでも言いたげに口をパクパクさせたが、結局は何も言わなかった。別に褒ほめてほしくもないが、何か一言ぐらいあってもいいだろう。後味の悪さがえげつない。

　いや、この苦い気分は別の理由か。

　またケツのあたりがムズムズしてきた。



　学校に着くと、前席の女は相変わらずのオーラをまき散らしていた。子犬について話そうともしないし、目も合わせない。なので、こちらから聞くことにしよう、と思ったら、二葉がくるりと振り返り、

「さっきの子犬にはあの犬の家に行けと言っておいた。あの犬の家は近所でも有名な愛犬家だから喜んで飼うだろう。ついでに言うと、前のこともあの犬に頼まれてやったんだ。どうしてもと頼まれて、仕方なくだ。それ相応の報酬は取りつけたが、好すき好このんであんな場所に行ったんじゃない。お前がいるとわかっていれば絶対に行かなかった」

　そうゆうことだ、わかったら話しかけてくるなよ、と普段はせいぜい二つぐらいの単語しか使わないくせにやけに饒じよう舌ぜつに捲まくし立てて、また前に向き直った。

　あの犬、というのはオーディションで吠ほえまくった犬のことだろう。前のこと、とか、あんな場所ってのもおそらくあの日のことだと思う。非常にわかり難にくいうえに腹立たしい言い草だが、合が点てんはいった。

　だがな、俺の聞きたいことはそれじゃないぞ。

　聞きたい、というより、言いたいことだ。

「自分は超能力者だ」

　と、カミングアウトした俺がどんな反応を期待していたのか。今なら答えられる。

　それは可哀想かわいそうな目でも半笑いでもない。マジ笑いもいらない。笑われたくなんかない。

　普通に聞いてほしかった。

　笑いもせず、驚きもせず、ただ普通に聞いてほしかった。

　そして、できることならば、

「僕も」「私も」

　と、言ってほしかった。そうゆう人に出会いたかった。

　そうゆう人が、いた。

　二十八番さんだ。動物と喋しやべれる女の子だ。名前は、木き元もと二葉だ。

　コイツはひと目で俺の特技が本物だと見抜いたのだろう。「私も」と言うかわりに、鋭い眼まな差ざしを向けてきたのだろう。

（そうだとしたら）

　十五年間、待ちに待った同類との遭遇ではないか。

　俺おれはコイツの特技が本物だと見抜くのにふた目かかった。ふた目って言葉があるのかはわからんが、本物だということはもうわかる。

（そうだとしたら）

　問題ありすぎな性格の悪さにも合点がいく。コイツも悩み多き孤独な少女だったのだ。腹を割って話せば意外といいヤツかもしれない。俺みたいに。

（そうだとしたら）

　コイツの本音も俺と同じだろう。テレビ番組に出演することで「僕も」「私も」と言ってくれる人に会いたかったのだろう。

　そうゆう人に出会えた。

　指先から炎を出せる男の子だ。名前は、佐さ々さ木き与よ四し郎ろうだ。

　この偶然と呼ぶにはあまりにも奇跡的な、運命といっても過言ではない素敵な出会いを逃しちゃいけない。ううん、絶対に逃すものですか！　と、思ったのだろう。

（そうに違いない）

　あの婚約宣言にはそうゆう意味が込められていたのだ。遠回しにもほどがあるし、プロセスがごっそり抜け落ちているが、いいだろう。よく見ればかなりそれなりの顔だ。一連のストーカー行為は愛情の裏返しだ。いわゆるツンデレだ。

（大人になれ、与四郎）

　もう忘れたのか？　クマさんだ。キノコを食べた心だ。

　謝ろう。

　つれなくして悪かった、と。

　ふた目かかってごめん、と。

　そして。

　歯の光るスマイルでツンの部分を溶かしてあげよう。デレの部分をたくさん引き出してあげよう。

　そして、そして。

　二人で素晴らしい高校生活を送ろうではないか！

「おい、二ふた葉ば」

　意を決して、二葉の肩に手を伸ばした。

　その気配を察知したのか、振り返った弾丸の瞳ひとみがまっすぐに俺おれを捉とらえていた。

「………」

　眉まゆを逆ハの字にして、薄くて形の良い唇を一文字にギュッと結んでいる。

　わかるよ。お互い素直になれないよな。

「焦らなくてもいいさ、まずは友――」

「こっちを見るな、エロまゆ毛！」

　風の強い日の風かざ見み鶏どりみたいに二ふた葉ばはまた前に向き直った。

　…………ふぅ。

　危なかった。あと少しで過ちを犯すところだった。なーにが運命だ。血迷うな。大体、なぜ俺が謝らなければならんのだ？　全ての元凶はコイツじゃないか。

　ふと周囲に視線を移すと、クラスメイトたちが俺たち二人を見ていた。彼らにはたった数十秒の不毛な会話も『痴ち話わ喧げん嘩かかな？』という風に映ったのだろう。

　窓の外では校庭の桜が暖かい春風に乗せて花を散らしていた。

　まるで俺の情熱とシンクロしているかのように。

（もう勝手にしてくれ）

　サバイバルナイフなロンリーウルフになりかけたその日の放課後、事件は起きた。

　俺のゲタ箱にピンク色の封筒が入っていたのだ。

　な？

　大事件だろ？



    

  
    
      



　二章　恋文と超能力





　たとえば。

『放課後、会ってください。来てくれるまで待ってます』

　と、書かれてある手紙が届いたとしたら、どう思う？

　しかも文末にハートマークまでついていたら？

　答えは一つだろ？



（こ、これは……）

　ラブレターだ。それ以外のことを思いついたのなら生き方を見直した方がいいぜ。あと俺おれのゲタ箱に落書きをした人にも見直してほしいが、今は不問にしておこう。

　慌てて手紙を隠し、そのままトイレに駆け込んで中身を読み、返す刀で指定された場所に向かった。悪事に手を染める寸前だった心が、おばあさんをおぶって横断歩道を渡ってもいいぐらい清らかになっていた。

　指定されたのは、ミステリー研究部の部室。そんな部があったことを初めて知ったが、場所なんてどこでもいい。体育館裏でも屋上でも一いち乗じよう寺じ下くだり松まつでも構わない。

　大切なのは誰だれかってことだ。

　いや、それだってさほど重要ではない。

　そりゃ、頭の中ではキレイで可愛かわいい子がウブな態度で体をモジモジさせるのを想像している。ああ、届いた封筒以上に頭の中はピンク色さ。公園のベンチで手をつないでいるところまで妄想は爆進中だ。

　でもな。そうじゃない場合だってある。おそらくそっちの方が高確率だ。今どきの女子高校生がラブレターなんて古典的な手法に頼るとは考えにくい。

　でもな。たとえ待っているのがＬサイズでもルックス的に残念でも構いやしない。大いなる目標への第一歩だ。

　早歩きになっていたことは、言うまでもないよな。



　どこの学校でもそうだと思うが文化部員は少ない。加えて我が校はわりと体育系クラブが盛んで、何年かに一度は甲子園やら国立やら花園やらに出場していたりする。

　そんなわけで、離れ校舎にある部室棟は閑散としていた。

　好都合だ。噂うわさ好きのクラスメイトにゴシップを書き立てられる心配もない。なにより、告白ってのは二人きりでするべきだろ？

　高鳴る胸の鼓動を抑えてから、ミステリー研究部のドアを開けて――、

　気絶しそうになった。

「あ、来てくれたぁ」

　そこには天使がいた。

　すらりとした長い手足。顔の半分以上ありそうな大きな大きなタレ目。ばっちりとした睫まつ毛げ。ちょっとしたアクセサリーのように左目の下に備えつけられた泣きぼくろはどんな宝石よりも目ま映ばゆい。

　ゆるく一つに束ね、まるで小動物の尻尾しつぽみたいにちょんと右肩の上に乗せている栗くり色いろの髪が夕陽に染められて赤く輝き、その赤よりも優しい朱色で頬ほおも染まっていた。

　天使？

　ぬるいな。女神だ。美の化身だ。あまりの美しさに見み惚ほれてしまうどころか逆に冷静になってしまうぐらいの美しさだ。

《そんなわけないだろ》

　疑り深いもう一人の俺おれが囁ささやく。その意見に賛成だ。これは罠わなだ。こんな天使みたいな子が俺に手紙を出すわけがない。きっとどこからか別の女子が現れて、

『この子、キミのことが好きなんだって。とってもいい子だから付き合ってあげて』



    

  
    
      



    

  
    
      　とか言うんだ。その子はきっと残念な感じなんだ。

　もしくは、どこからかガラの悪そうな連中がバット片手にゾロゾロと現れて、

『ひっかかってんじゃねえよ、バーカ』

　などと嘲あざけりながら、卑劣な暴力行為にでるんだ。

「どうしたの？　キョロキョロしながら身構えて？」

　……謎なぞの人物は現れない。完全に二人きり。いいのか？　期待通りなのか？

　目の前のヴィーナスがウブな感じで体をモジモジさせる。

「わたしぃ、管かん崎ざきナナっていいますぅ」

「ナナさん……素敵な名前ですね」

「ホント？　嬉うれしいぃ」

　この時点で俺おれはもう一つの人格を撲殺し、アイデンティティを確立させた。

　予想通りの期待通りだ。ボーナス確定だ。

「えっとぉ、それでねぇ、あのぉ、とっても恥ずかしいんだけどぉ……」

　おっと。ここから先は女に言わせちゃいけない。それが男のマナーだ。

　悪いな、俺はたった今からバラ色の毎日を送る。なんだかんだあったが、ようやく楽園に辿たどり着つけた。もしよければこれからも温かい目で見守ってくれ。ま、冷ややかな目でも全然気にしないけどな。

　そして、俺が口を開こうとした時――、

　天使様が言いました。



「私と結婚してください」



　…………………んん？

「イマナンテオッシャイマシタ？」

「もぉ、二回も言わせないでよぉ。恥ずかしいんだからぁ」

　嬉し恥ずかしそうに俺の制服を引っ張る。ナチュラル且かつパーフェクトなボディタッチ。触れられた部分が蒸発しても悔いはない。多分、俺の鼓こ膜まくが腐りかけているのだろう。空耳だ。幻聴だ。

「だからぁ、私と結婚してほしいのぉ」

　………。

「もちろん、今すぐってわけじゃなくてぇ、ヨシローくんが十八になってからね」

　ね、の音が半音上がる。ティンカーベルの鈴のような音色。意志とは無関係に頷うなずきそうになるのを懸命に堪こらえる。

　落ち着け。これはおそらく暗号だ。彼女や二ふた葉ばの言う『結婚』はきっと危ないクスリの隠語だ。つまり、直訳すれば『私に危ないクスリを売ってください』とかそうゆうことだろう。違うな。俺おれは売人ではない。健全な高校生だ。

　落ち着け。いや、無理だ。パニックだ。仮にこのナナさんと夫婦になったとしよう……幸せだ。新婚旅行はヨーロッパを一周しよう。欧州美人と比べたって遜そん色しよくのない花嫁だ。毎日ニヤけている自信がある。彼女のためならば一日二十六時間の労働だって苦じゃない。子供は彼女に似てほしいな。目に入れたって痛くも痒かゆくもない玉のような……そうじゃないだろ。戻ってこい、俺。

「け、け、結婚？？」

　今月二回目の求婚だ。そんなことってあるのか？　知らず知らずのうちに俺は名うてのジゴロになっていたのか？　まさか。俺はいたって普通の――悔しいが普通よりも少し下かもしれない――男だ。

「イヤ？」

　ナナさんの目が潤んでいる。そんな瞳ひとみで見上げられたら首の筋力が緩ゆるみます。

「いや、別に嫌っていうか、その……」

「よかったぁ。ホントは断られるんじゃないかって怖かったのぉ」

　今度は瞳を輝かせて俺の手を握った。ＯＫしたつもりはないが、まあ、いいか。よくわからんが、よくわからんまま幸せになるべきか？　佐さ々さ木き与よ四し郎ろう、十五歳。この先二百年生きたとしてもこんな幸運はないかもしれん。

「いやいや！　ちょ、ちょっと待って！」

　精一杯の勇気で誘惑と彼女の手を振りほどいた時、ガラッ！　と部室のドアが開いた。

　こんな猛たけ々だけしい登場の仕方をするヤツは一人しかいない。

　もう一人の求婚者が部室に入ってきた。

「お前……何でここに？」

　いつもの行動を考えれば二ふた葉ばがここに来ることは別段不思議でもないし、予想もできたのだが、なんせパニックだからな。完全に浮かれていたからな。

　二葉は相変わらず能面のような無表情で、

「あれー、ヨシローなんでここにいるの？」

　三流役者以下の棒読みで言った。

「はぁ？　ヨシローだぁ？」

「ねえ、この子、誰だれ？」と、ナナさん。

「コイツはただのクラスメイトで、なんてゆうか脳ミソが愉快になっちゃってる――」

「ヨシロー、早く帰ろう。それからいつものようにエッチなことしよう」

　とんでもない棒読みプラス大声で言った。言いやがった。

「本当なの？」と、詰め寄るナナさん。

「違う。全然違う。身に覚えの欠片かけらもない。コイツはこうゆう可哀想かわいそうなヤツなんですよ」

「ひどーい。毎晩、私に恥ずかしい格好させるくせに」

「本当なの？」と、ちょっと怒り気味のナナさん。

「嘘うそだ、ウソ。うそに決まってるだろう！」

「じゃあ、この女は誰だれよ？」

「そうだ、この女は誰だ？」

　目の前の女二人が激しく睨にらみあう。

　なんだ？　なんだ？　なんだ？　どちらともデートのひとつもしていないのにこの泥沼不倫の末みたいな修羅場は何なんだ？　こうゆうものなのか？　近ちか頃ごろの十代の恋愛事情はこうも複雑怪奇なものなのか？

「フン」

　小悪魔のような微笑を浮かべてナナさんが束ねていた髪をほどいた。それだけでがらりと雰囲気が変わり、まるで別人のような妖よう艶えんさを醸かもし出した。

　というか、別人になった。秋葉原から新宿。渋谷から銀座。そんな感じの変わりっぷりだ。わかり難にくいか？

「なるほど。そうゆうことか。お前も、ってことだな？」

　タヌキのぬいぐるみのようだった目がアナコンダのように鋭くなって、二ふた葉ばを刺す。
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　二ふた葉ばは毒蛇の眼まな差ざしを平然と受け流している。

「ヨシローくん、こんなブスと私とどっちがいいの？」

「まゆ毛、こんな豹ひよう変へんダヌキと私とどっちがいい？」

「うるせぇ！　無愛想ギツネ」

「黙れ。茶ちや釜がまにでも化けてろ」

「テメェこそ頭の葉っぱが隠せてねぇぞ」

「隠れてないのはお前の金＊＊だ」

　互いの表現合戦が座布団十枚に達しようとして、俺おれはやっと言葉を吐きだした。

「これ何かの罰ゲーム？　こうゆうの流は行やってるのか？」

　タヌキさんはキョトンと、キツネさんは顔色変えず、僕を見つめました。

「何にも知らないの？」

　ナナさんの問いかけに二葉はこくんと頷うなずいて、

「そうみたいだ」

　はぁ………と、長い溜ため息いきをついたナナさんは憮ぶ然ぜんとして机の上に腰を下ろし、股また下したの長いおみ足を組んであぐらをかいた。

「やってらんねぇ」

　それは俺のセリフだと思うのだが、どうだろう？

「んで、どこから話せばいいんだよ？」

　最初から、でいいよな？



　世界のどこかに『鳥の楽園』と呼ばれる島があるらしい。亜熱帯地域特有の植物が生い茂り、十五万種以上の昆虫が生息し、先住民なども住んでいる、早い話がジャングルみたいな島なのだが、そこには鳥を食べる天敵がいない。故に、鳥の楽園。

　そこに極ごく楽らく鳥ちようという名の鳥がいる。この鳥のオスが世にも美しい極ごく彩さい色しきの羽をしているのだ。

　なぜそんなに美しい羽を持っているのかというと、

『天敵のいない彼らは種の存続に全力を注いだから』

　だそうだ。

　つまり、その美しい羽をパタパタさせたり、鳴いてみたり、時にはダンスまでしてメスの気を惹ひく作戦らしい。彼らは腕力よりもお洒落しやれを優先させたのだ。

　羨うらやましいね。

　俺も許されるのならばそんな悠々自適の生活を送りたい。まあ、実際はそこまでお気楽ではないだろう。彼らは彼らなりに過酷な人生（鳥生？）を送っているはずだ。それでも憧あこがれるね。何の悩みや憂いもなく、ただ一心不乱に羽――人間に置き換えれば才能とか容姿？　――を磨き、それを披ひ露ろうする人生。いいね。ストイックだね。その結果、女の子に見染められたりしたら最高だよね。

「おい！　真面目まじめに聞いてんのか！」

　ナナさんの怒声で現実に戻る。いやはや、現実は厳しいね。

　下校を告げるチャイムが鳴り、空の色はオレンジからすっかり薄紫に変わっていた頃ころ、俺おれはナナさんにひと通りの説明を受けていた。二ふた葉ばもそのまま部室に残っていた。

　だが。

「さっぱりわからん」

「はぁ………」

　と、ナナさんが呆あきれたように溜ため息いきをつき、

「バカ」

　真顔で二葉が言う。そりゃ、俺は賢くはないけどな、だからといって「そうですか」と簡単に頷うなずけるような内容ではない。途中から昨日観たドキュメンタリー番組を思い出してしまったほど、訳がわからん。

　ナナさんの説明を簡潔にまとめると、こうゆうことだ――。



　１、この世界には『超能力者』が存在する。人数は不定だが、多くはないと思われる。

　２、超能力者は超能力者との間にしか子供を授かれない。

　３、その子供は原則的に女である。

　４、従って、超特例たる俺に二人の女性超能力者が求婚してきた。



　……な？　「はい、そうですか」にはならんだろ？

「理解しようがしまいが事実なんだよ！」

　と、ナナさん。天使の面影はもうどこにもない。なんか寂しいね。

　とりあえず、順番に考えていこっか。

　まずは、１から。

　んまあ、何てゆうか、そもそもこの前提からしておかしいのだが、俺は信じてしまえるのだ。俺自身がそうなのだから。ということは、ナナさんも？

「そうよ」

「どんな能力？」

「それは……」

　ナナさんはちらりと二葉を見て、

「ここで見せる必要はないわ」

　どうやら二ふた葉ばには見せたくないらしい。もっとも、二葉は窓の外を見て我関せずの態度だから問題ないと思うのだが、まあ、いい。

　正直、感動した。彼女も俺おれと同類だ。生涯出会えないだろうと半ばあきらめていたのに立て続けに二人だ。太平洋のど真ん中で遭難中に救助船が来たような、砂漠でオアシスを発見したような、喩たとえは凡庸だが、そんな気分。手を取り合ってマイムマイムを踊ってもいい。

　１だけなら、な。

　次、２。というか、もう２～４まで全部。

「信じられるか！」

「事実だって言ってんだろ！」

　ええい、どこからツッコんでやろうか。２が本当だとすると俺や二葉やナナさんの両親も超能力者ということになる。が、そうすると３が嘘うそになり、３が嘘だとなればそもそも４の必要がなく、そうなると………あぁ、ややこしい！

「両親が本当の両親とは限らない」

　二葉が窓の外を見たまま言う。

「おいおい、いくらなんでもそれは――」

「そ、そうゆうことよ」

　乗っかったよ。

　それからナナさんは取ってつけたように『国家的プロジェクト』だとか『謎なぞの組織による人体実験』だとか『どこかの誰だれかの陰謀』だとか実に胡う散さん臭くさいことを言いだした。全ての文末に『――かもしれない』とつけて。

　少しも信しん憑ぴよう性せいのない話だが、一つだけ理解できた。自分で言うのもなんだが、俺にプロポーズするだなんてそれなりの理由があるのだろう。それが何かはハッキリとしないが、超能力絡みであることは間違いなさそうだ。

「――要するに、お前たちには俺が必要なのだな？」

「厳密にはお前の遺伝子が必要」

　と、二葉。恥じらいって概念がないのか、お前には。まあ、いい。

「だが、どうして俺が超能力者だとわかった？」

　タヌキさんとキツネさんは同時に長～い溜ため息いきをついて「バカ」と言いました。

　アンタもか？

「あ」

　俺はようやく気づいた。あの思い出すだけでびっしりと脂汗が出るテレビ出演も『ある特定の人間』にとってはセンセーショナルな出来事だったのだ。極めて稀まれな――ナナさんに言わせれば、おそらく世界でたった一人の――男性超能力者が、生涯出会えないと思われていたその人が、自ら居場所を宣言してくれたのだ。

　つまり、極ごく楽らく鳥ちようだ。俺おれが全国放送で羽をパタパタさせてたってことらしい。

「ん？　ということは……」

「そう。第三、第四の求婚者が現れるかも。そして、その子たちが私みたいな美少女とは限らないわよ？」

　自分で言うのはどうかと思うが、一理ある。五理ぐらいある。

　ナナさんがまた豹ひよう変へんして愛くるしい瞳ひとみを近づけてきた。うわぁ、可愛かわいい。

「だからぁ、私で手を打った方がいいと思うけどぉ？」

「それはまあ、そうかもしれませんが……」

　いつの間にか目の前にいた二ふた葉ばが俺を睨にらむ。怖いんだよ、その目。

「はっきりしろ、まゆ毛」

「いや、だから……」

「どっちにするのぉ？」

「どっちも断りたい」

「「………」」

「ならば、二人ともってのは？」

「「……………」」

　ですよね。

　こうゆう場合、本物の極楽鳥くんはどうするのだろう？　素直に気に入った方を選ぶのか？　それとも一夫多妻制か？　俺の場合どちらも適応できなさそうだ。どちらか一方を選んでも殺されそうだし、選ばなければ両方から殺されそう。パパとママの間を行ったり来たりする忍者犬の心境が痛いほどわかる。どっちだ？　どっちにする？？？

　また部室のドアが開いた。開けたのは見知らぬ男子生徒。彼も俺たちの存在に驚いている様子で、

「わ、忘れ物を取りに来たんだけど……あ、もしかして入部希望者？」

　キツネさんとタヌキさんは初めて意見が合いました。

「「違う！」」

　俺も違うけど、助かった。



　翌日からもナナさんは積極的にアプローチしてきた。登下校は常に一緒だし、腕うでも組んでくるし、休み時間毎ごとに隣の一年Ａ組から会いに来るし、昼休みには手作り豪華弁当を食べさせてもくれる。至れり尽くせりだ。

「今日も一緒に帰ろうね」

　と、天使モードで瞳をうるうるさせたかと思えば、

「私を選べば好きにしてもいいのよ？」

　と、小悪魔モードで艶なまめかしい美脚をチラつかせたり。

　その結果どうなったか、わかるだろ？

　気持ちいいぐらい嫌われたよ。

　非公式ながら学年一の美少女までもが俺おれに惚ほれている（ように見える）のだ、たちまち二ふた股またや三角関係という噂うわさが飛び交い、男子生徒からは殺意のこもった視線を浴びせられ、女生徒からは「女の敵」と露骨にバイ菌扱いされている。ゲタ箱は落書きで真っ黒だし、俺の近くを通る度にクラスメイトは息を止めている。並の高校生なら一発で登校拒否モンの状況だろうが、まあ、俺は昔っからこんなだからな、慣れている。だからって辛つらくないということではないぞ。ずーっと半泣きだ。

「羨うらやましいな」

　そう話しかけてくるのは同じクラスの山やま田だだけだ。山田は先日ミス研に現れたヤツだ。

　正式な部員らしい。いかにもって感じの文化部員的風ふう貌ぼうで同じクラスだったことにも気づかなかったほど存在感が薄いのだが、今の俺にはハッキリと映る。

「管かん崎ざきさんは言うまでもないけど、木き元もとさんだってタイプの違う美人でしょ。その二人に言い寄られるなんて、ホント羨ましいよ」

　色々と訂正したいところだが、まあ、いい。

「佐さ々さ木きくんがそんなに魅力的には見えないけどなぁ」

　見かけによらず生意気なヤツだ。

　そりゃあ、ナナさんに言い寄られれば男なら誰だれだってヨダレものだろう。この俺でさえ何もかも捨てて今すぐにでも愛の逃避行をしたい気持ちになってしまう。

　彼女の好意が本物ならば、な。

　でもそうじゃない。

　それに、メタルスライム並みに蕩とろけそうになる誘惑をことごとく邪魔するヤツもいる。並んで歩いていれば間に割って入ってくるし、教室で喋しやべっていればヘッドフォンを外して大音量のＢＧＭ（主に演歌で）を流してくるし、そうこうしている間にやれキツネだタヌキだとスラング混じりで口論が始まるし、止めに入ると殴られるし……。

　そんな場面を見たのか、噂を聞きつけたのか、先日、風紀指導の先生に呼び出された。なぜか俺だけが。

　この風紀指導の先生は俺たち一年の数学を担当している柊ひいらぎ先生という新米の女教師で、これが年上とは思えないほどの童顔だ。しかも小柄。二ふた葉ばよりもチビ。たまに学校指定のジャージ姿で教きよう鞭べんを揮ふるう姿は年上どころか後輩にしか見えず、生徒たちからは『先生』ではなく『柊ちゃん』とか呼ばれていて、基本的にはなめられているが、一部には熱狂的なファンがいるらしい。

「え、えっと、その、あのですね……」

　喋しやべり方までオドオドしているので、後輩どころか小学生にすら見える。こんなところがマニア心をくすぐる要因なのかもしれん。それはわからんでもないが、

「ふ、ふ、不純な異性交遊は問題なので、控えてほしい、のです……」

　どうしてこの生まれたての仔こ鹿じかのような人が風紀指導なる役職についたのか疑問だし、どうしてこの仔鹿に俺おれが風紀指導をされるのかはもっと疑問だ。

　噂うわさや見たままの姿を信じれば俺は「不純な異性交遊」とやらをするチャラついた問題児だろう。でも実際はこの通り、品行方正の権化だ。成績面を除けば全校生徒の手本になってもいいぐらいの優等生だ。

　ただ、それをどうやって説明すればいい？

　あの二人は実は超能力者でして、かくいう僕もそうでして、そうゆう複雑な事情があるのです。どう複雑かと申しますと、あの二人の目的は『付き合って』や『彼氏になって』という爽さわやかなものではなくて、ヤツらの真の狙ねらいは――下品を承知で言えば――、

『オラ、さっさとタネをよこせ。あぁん？　テメェの気持ちなんざ知らねぇよ』

　ということなのです、おっかないでしょ？

　とでも言えばいいのか？

　ムリ。言っても絶対に信じてもらえないし、言いながら泣くぞ、俺。

　結局、その場はなんとか誤魔化したのだが、それでよかったのだろうか？

　――などと山やま田だには訊きかない。説明するのもバカらしい。

「で、どうするの？」

　こっちが聞きたい。

「恋愛トラブル専門の弁護士でも紹介してくれ。法廷で解決できるとも思えんが」

「そうじゃなくて、入部してくれる気になった？」

　山田の主旨はそれでしかない。あの日から毎日のように勧誘に来やがる。なんでも部員が山田一人で他に増えないのなら廃部だとかなんとか。

「できれば管かん崎ざきさんと木き元もとさんにも入ってほしいんだけど」

　こっちが本命なのだろう。

「何をする部かは知らんが、余よ所そ様さまの不思議に首を突っ込んでいるヒマはない」

「そっか、残念だな……」

　と言いながら毎日来る。見かけによらず大胆というか狡こう猾かつというか。

　まあ、山田のことなどどうでもいい。

　キラキラと輝くはずだった俺の高校生活は全速力で思惑と反対方向に走りながら一か月が過ぎて――また事件が起きた。

　そうです。三人目です。



　恋愛シミュレーションゲームってあるだろ？　様々な女の子と恋をしていくゲームだ。俺おれはあまり詳しくないが、そこに出てくるヒロインがとても可愛かわいい、らしい。ごく普通の学園が舞台なのに、清純派、ボーイッシュタイプ、勝ち気な姉あね御ご肌はだ、童顔の妹系、果ては関西弁の留学生まで、色んなタイプの美少女が次から次へと現れる。いや、全然詳しくないよ。たまに遊ぶ程度だ。たまに。

（あり得ないって）

　と、笑えてくるのだが、そこはそれ。ゲームなわけだし。あり得ないからこそ面白いのであって、つい夢中になってしまうこともしばしば。水着やミニスカートを春風が～的なボーナスカットが入ったりするとそれはもう………。

　失礼。なぜこんな話をするかというと、そうゆうゲーム的あり得ない展開になったからに他ならない。



　俺の希望と同じように、凄すさまじい勢いで桜が散ってから二週間と少し。

　五月に入って最初の月曜日。朝のＨＲホームルームの時だった。

　谷たに山やま先生が一人の転校生を伴って教室に入ってきた。

『おお～っ！』

　男子たちが一斉にどよめいた。男がこうゆうリアクションをする場面は一つしかなく、それはつまり美女を目の当たりにした時であり、それも中途半端な美女でなかったから、女子の半数以上が「……」と嫉しつ妬とを表に出さないように努めていた。普段から「……」としている前席の女が嫉妬していたかどうかは、知らん。知りたくもない。

「静かにしろ」

　谷山先生が三回ほど叫んでようやく静まった。

「今日からこのクラスの一員になる」

　と前置きをして自己紹介を促うながし、転校生は教卓の前に立った。

「ニーナ・バレンティです」

　黄金のような天然のブロンドヘア。青い瞳ひとみ。整った目鼻立ち。透き通る白い肌。愛あい嬌きようたっぷりにのぞく八重歯。

　これだけでも充分な破壊力なのに。

　ブラウスのボタンが弾け飛びそうな豊かなバスト。対照的にくびれたウエスト。腰の位置が高いからか、それとも迫力のあるヒップラインがそうさせるのか、スカートの向こう側が見えてしまいそうで、それを邪魔するのは健康的で魅力的な太もも。

　これでどよめかない男子は異性に対する趣味が大幅に一般人とずれているのだろう。もしくは、恋愛対象が同性なのかもしれん。どちらも悪いことではないけどな。

「小さい頃ころに日本に住んでいたからコミュニケーションに問題はないと思うけど、わからないことがあったら教えてね」

　文字にすると伝わらないが、イントネーションが流りゆう暢ちような関西弁だったりする。

　男子総立ちのスタンディングオベーション。指笛を鳴らす輩やからまでいる。教室がメジャーリーグのスタジアムに様変わりしたかと思うほど興奮のるつぼである。

「こら！　静かにしろ！」

　と言われても静まるはずもなく、

「お父さんの仕事の都合でこの時期の転入となった。皆、仲良くしてやれ」

　聞こえてないのを承知で言ってから谷たに山やま先生は退室した。入れ替わりで世界史の先生が入室し一時間目開始となったが、授業内容が男子生徒の記憶に刻まれることはないように推測される。

　俺おれだけが冷静だった。いや、俺はごく普通の趣味の持ち主だと思う。その俺が三日前の晩飯のメニューを思い出すような小難しい顔をしている理由、アンタならわかるだろ？

（この時期に？　わざわざ外国から？　でもって、女？）

　そう思う知恵と、そう思ってしまう悲しい経験則がこの一ヶ月の間に培つちかわれているので手放しで喜べない。喜べないことこそが喜べない状況なのだが。

　しかし。

　彼女は俺に近づいてこなかった。幸運にも転校生と隣になった鼻の下が床まで届いてる山やま田だと俺を除く男子生徒たちによって一時間目終了と同時に（かなりフライング気味で）形成された半径五メートルにも及ぶ人の輪、通称『ニーナシフト』から出ようとしない。俺に近づくどころか、目も合わせない。当然、会話もない。

　次の日も、次の次の日も、そのまた……。そうなると必然的に、

（おや？）

　となるわけだ。萌もえ要素満点の美少女留学生というゲームではお約束だが現実ではあり得ない状況も本当にないといいきれるだろうか？　あってもいいのではないか？

《んなわけねーだろ。スキを見せた途端に喉のど元もとをガブリだぜ》

　頭の中のデビル与よ四し郎ろうが囁ささやく。その通りだ。危うく騙だまされるとこだった。

《何でもかんでも疑っちゃダメだよ。もっと人も自分も信じて！》

　エンジェル与四郎の反論。きれいごとだな。世の中そんなに甘くはない。この一ヶ月で俺は嫌というほどそれを学んだのだ。

　脳内で活発な議論が繰り広げられ、その結果――エンジェルの勝ち。

　世の中そんなに悪い人ばかりじゃない。性善説だよ。信じる者は救われるのだ。それにニーナという留学生があくどい心根を備えているとは思えん。なぜだか俺とは喋しやべってくれないが、たちどころにクラスの中心的存在になり、親衛隊の数も日に日に増加している。

　チャンスだ。

　チャンスの上にラストとつけても可だ。なんせ近ちか頃ごろの俺おれの虐しいたげられっぷりといったら、目を覆いたくなるぞ。

　根も葉も身も蓋ふたもない噂うわさはクラスの垣根を越えて学年全体、いや、学校全体に広まり、俺を中心とする半径五メートルの円の中には誰だれも近寄らないという通称『まゆ毛シフト』なるものが形成されている。まゆ毛というガッカリなあだ名もすっかり定着した。

　この円の中に入ってくるのは三人だけ。

　一人はナナさん。積極的アプローチは継続中だ。それはそれで嬉うれしいのだが、日を追う毎ごとに天使モードへの変身回数が減って、反比例して弁当の中身はピーマンやシイタケなど俺の嫌いな食材が増え、それを強引に食わされている。軽い虐待だね。

　ちなみにニーナを見たナナさんは「フン、大したことないじゃない」と鼻を鳴らしたが胸に目線が移ると露骨に舌打ちをしていた。

　もう一人は二ふた葉ばだ。コイツは銀河系の彼方かなたまで離れてくれても大歓迎なのだが、依然として衛星のように纏まとわりついてくる。あだ名の責任は微み塵じんも感じていないようだ。

　最後は山やま田だ。この山田が。山田のくせに。山田の分際で。

「入るか入らないのかハッキリしろよ」

　と、入部届を突きつけてきやがる。イスカンダルあたりまで殴り飛ばしてやりたいが、そうするとまた評判が地の底まで落ちるだろうから、グッッッと堪こらえている。

　こんな過酷な環境に置かれても無欠席記録更新中の俺には教育委員会から表彰の一つや二つがあってもいいと思うのだが、どうだろう？

　話が逸それたな。

　つまり、だ。そんな俺にとって転校生という存在はウイルスに侵されていない安全地帯であり最後の砦とりでなのだ。噂で耳を汚けがされる前に対処せねばならん。このチャンスを逃せばそれは事実上、キラキラ高校生活の終しゆう焉えんを意味する。もっとも、油断させてからパクッといくオオカミ作戦の可能性もまだ捨てきれない、などと悩んだりはしない。

　思い立ったら即行動。それが俺のモットー。

　というわけで。

　転校から七日目。意気盛んにニーナシフトへの突撃を試みた。

　が。

『テメェには木き元もとと管かん崎ざきがいるだろ』

『これ以上、思春期の純情を汚さないでくれよ』

『殺やるぞ？　マジで殺るぞ？』

　という男子生徒の心の叫び――ほとんど聞こえていたが――と山田の般はん若にやのような顔に遮られた。

　ならば放課後に、と思ったが、相も変わらずＳＰと化した男子（山やま田だ含む）が帰り道もどこかの首脳を護衛するかのようにニーナを囲んでいるし、俺おれ自身もキツネとタヌキに挟まれているから身動きが取れない。

「どこ見てんのよ」

　ナナさんがニーナを眺めていた俺の顔を掴つかんで強引に自分の方へ向けさせた。至近距離で見るお顔も細い指もとてつもなく可愛かわいい、と言いたいところだが、首が痛い。鈍い音がした。

「ヨシローくんはあんなのがタイプなの？」

「別にそうゆうつもりでは……」

「じゃあ、どうゆうつもり？　何で見てたの？　私みたいな可愛い子が隣にいるのにどうして他の女に目が移るの？　頭おかしいの？」

「ほ、頬ほおを引っ張らないでください。痛いっす」

「エロまゆ毛」

　ドスン、と背中を蹴けられた。加害者はもちろん、二ふた葉ばだ。このアマ、と振り返ろうとしたが、ナナさんが頬を引っ張ったままだったので首からまた変な音が出た。

「そうなの？　そうゆう目なの？　最低。見損なったわ。汚けがらわしい。近寄らないで」

「ふぁっはらふぁなひへふふぁふぁい（だったら放してください）」

「あんなの乳がデカイだけじゃない。あとは二流よ。三流よ。クズよ。あの乳だってどうせ作り物よ。ドーピングよ。騙だまされちゃダメよ」

　わざと聞こえるように言うから、ニーナが足を止めてこっちを見ていた。あぁ、こんな姿を見ないで……。

「ないよりはマシだけどな」

　二葉がぼそりと、それでいてわざと聞こえるように呟つぶやく。

「あ？　いまなんつった、コラ」

　ナナさんが悪魔に早変わりして、ようやく手を放してくれた。

「まな板、と言った」

「言ってねぇだろ！」

「言った」

「まあまあ。どっちでもいいじゃ――」

「よくねぇよ！」

「邪魔だ」

　ナナさんからは左フック、二葉からは回し蹴りを喰くらい、ゴキュン、と音がした。

「やだっ。ヨシローくん、首が変な方向に曲がってる。気持ち悪いっ！」

　ナナさんは逃げるように走り去り、

「……」

　二ふた葉ばは呆あきれた溜ため息いきをついて帰りやがった。

　そして、そんな醜態を見届けてからニーナと親衛隊どももいなくなった。

　最後の砦とりで、陥落……。

《まだあきらめないで！》

　というエンジェル与よ四し郎ろうの励ましは効果が薄く、

《いい加減あきらめろよ》

　というデビル与四郎の提案が賛成多数で可決しようとしていた。この場合のあきらめるあきらめないは転校生のことだけに留まらず、もっと広い意味を指している。

　その決議案を吹き飛ばすクーデターが起こったのは、数分後のことだった。



　意気消沈で自宅マンションまで辿たどり着つくと、エントランスにニーナが立っていた。

　俺おれに気づくなり笑顔で近づいてきた。その笑顔は、俺が鏡の前で何度も練習したが習得できなかったものであり、八重歯の輝きは太陽よりも眩まぶしく、あどけない。

「佐さ々さ木きくん、このマンションに住んでるんやろ？」

「そうだ」

「ウチ、向かいのマンションやねん。挨あい拶さつしとこうと思って」

「そうか」

「うん」

「そうか」

　……。

　ヤバい。気まずい。こうゆう時は何を話せばいいんだ？　そうだ、ジョークだ。アメリカンジョークで場の雰囲気を……いや、そんな高等スキルは持っていない。どうする？　あぁ、太陽の微笑ほほえみが微妙に曇ってきたぞ。何でもいい。何かを話せ与四郎！

「ここじゃなんだから部屋にあがるか？」

「えっ……」

　違うか？　違うよな。いきなり部屋はマズイだろ。うわぁ、凄すごい困っているではないか。いいや、あれは蔑さげすみの眼まな差ざしだ。サムライってもっと高貴な人種だと思ってたのに、みたいな侮ぶ蔑べつの目だ。謝ろう。額ひたいを床につけるジャパニーズスタイルで……

「そうやね。ちょっとだけお邪魔させてもらおかな」

　……わかるかい？　美しい人は誘う。それが武士の嗜たしなみなのだよ。



　ニーナは必要最低限の家具しか置いていない殺風景な部屋を興味深そうに眺めていた。俺は少し気恥ずかしい思いをしながら、せめてコーヒーか紅茶でも買っておくべきだったと後悔もしながら、茶を出した。

「おおきに」

　いえいえ、粗茶です。

「一人暮らしなん？」

「そうだ」

「そっか……」

「そうだ……」

　………。

　脳内でエンジェルもデビルも硬派くんもナンパ野郎も総動員で気の利いたセリフを探したが、何も出なかった。当然だ。経験値がゼロなのだから検索のしようがない。

　オロオロする俺おれに代わってニーナが沈黙を破ってくれた。

「こんなとこ見られたらウチも殴られるんかな？」

「ん？　質問の意味がわからん」

「三角関係なんやろ？」

「誰だれが？」

「校庭でケンカしてた二人と佐さ々さ木きくん」

　……やはり噂うわさで汚けがされていたようだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「それはそれはもうグチャグチャのベッチャベチャな高校生らしからぬくんずほぐれつの関係やから近寄らない方がええって教えてもろたよ。ヤマダに」

「あの野郎……っ！」

「え？　違うの？」

「今ですらこんなにオドオドしているというのに生々しい女性関係など持てるか」

　って、偉そうに言うことではないけどな。

「んじゃ、彼女じゃないんやな？」

「そうだ」

「ホンマに？」

「ホンマに」

「ホンマにホンマ？」

「くどい」

「ゴメン。でも佐さ々さ木きくんのこともっと知りたいから」

「どんどん質問しなさい」

「ううん。もうエエの」

　ニーナは白い八重歯をのぞかせて、よかった、と小さく呟つぶやいた。よくわからんが、俺おれもひと安心。どうやら最後の砦とりでは健在のようだ。

「佐々木くんは何か聞きたいことある？」

　そうだな、まずは趣味から聞こうか。いや、それじゃ堅いな。出身地か？　いやいや、もっとフランクに、爽さわやかに、さりげなく……えーっと……とりあえず……

「あ。そろそろ帰るわ」

　えー……。

　向かいのマンションとはいえ一応エントランスまで見送り、

「また来いよ」

　とだけ絞り出した。

「うん。またね」

　と、ニーナは笑顔で応えてくれたが、それが彼女の優しさであるということは初心者の俺でも痛いほどわかった。自らの引き出しの少なさに膝ひざをつきそうになったが、

《落ち込まないで。頑張ったよ》

　エンジェル与よ四し郎ろうが励ましてくれて、いつもは手厳しいデビル与四郎も、

《まあ、初めの一歩は踏み出せたんじゃねぇか》

　と言ってくれたので、自暴自棄にはならずに済んだ。小さくても前進は前進だ。陰いん鬱うつな高校生活に初めて一条の光が射した。そう思った。

　この勇気ある一歩が着地点を間違えていたことには、さすがのデビルも気づかなかったらしい。

　翌日、ニーナは転校して初めて学校を休んだ。



　男子たちのうな垂れっぷりは凄すさまじかった。まるで空気の抜けた風船のように覇気がなく、ほとんどのヤツが始業から終業まで机に突っ伏していた。山やま田だに至っては生きる屍しかばねのようであり、口を半開きにしたまま虚空を見つめていた。あらぬ入れ知恵をした罰を下してやろうと思ったが、見逃してやることにする。

　そんな不ふ甲が斐いない男子に女子たちは嫉しつ妬とと呆あきれと怒りの混ざった感情を抱いたようで、「男ってホントにバカね」みたいな文句を言いながら、ノートやら筆箱やらを投げつけていた。俺おれに。

　……なぜ？

　まあ、いい。痛くも痒かゆくもない。なんせ俺は昨日……おっと、これは秘密だ。うっかり自慢したら暴動が起きてしまう。

　それにしてもニーナは人気者だ。一週間たらずでクラスメイトのハートを鷲わし掴づかみにしている。見習わなければ。今度ぜひ秘ひ訣けつを教えてもらおう。

　俺の部屋で。

　彼女の部屋でもいいか。なんたってお向かいさんだからな。帰ったら早速、茶菓子でも持って見舞いに行こう。それが礼儀だな。茶菓子よりも果物の方がいいのかな？

「なにニヤニヤしてんの？」

　下校時、隣を歩くナナさんが怪け訝げんな顔で俺を見ていた。

「金髪のことでも考えていたんだろ」

　と、背中を蹴けりながら仏ぶつ頂ちよう面づら。いちいち蹴るな。あと心を読むな。お前はエスパーか。あ、エスパーだったな。

「そういえば今日は見ないわね、あのウシ」

「乳牛は休みだ」

「そっかー、ホルスタインは休みなんだ。どっかでミルクでも搾ってんのかな」

　だーはっは、とナナさんは膝ひざを叩たたき、二ふた葉ばはクックッと声を出さずに唇を吊つり上げる。

　女同士による第三者の悪口は関係を親密化させる潤滑油となる場合もあるらしいが、この二人に限っては親密なんて関係性は存在しない。すぐに矛先をお互いに向けて、

「つーか、テメェも休んでいいぞ、キツネ。雪山に帰れ。永遠に」

「お前こそさっさと絶滅しろ」

「はぁ？　絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種なのはテメェもだろ。ヨシローくんのバカがうつったか？」

「うつってたらこんな風に喋しやべれない」

「うん、まあ、それはそうだけど。とにかく消えろ。テメェが通うのは小学校だろ、チビギツネ」

「黙れ。貧……タヌキ」

「ボカすな！　ハッキリ言え！」

「それは不ふ憫びん」

　とまあ、いつもの展開。さりげなく俺おれへの悪口が入ってるのも毎度のことさ。

　それにしても醜いね。二人とも外見はいいのに内面がヘドロだ。こんな争い止める価値もない。止めに入ったけどね。きっちり殴られたけどね。

　そんな感じで歩きつつ、二ふた葉ばが先に道を曲がる。単純に家が近いからだ。

　去り際に、

「おい、まゆ毛。気をつけろ」

　確実に俺に向けて喋しやべっているくせに俺を一いち瞥べつもせずに言った。何が、という俺の問いは無視。

「なんだあの態度。マジむかつく」

　ナナさん、悪魔モードで悪態をついてから天使様にギアチェンジ。

「私がヨシローくんに変なことするとか思ってんじゃない、あのスケベギツネ」

　かもしれない。

　一日に二度、登下校時のわずかな時間だけ俺とナナさんは二人きりになる。今がまさにその時である。ナナさんはここぞとばかりに誘惑してくる。その甘美な罠わなにハマってしまうことを二葉は危き惧ぐしているのかもしれない。甘く見られたものだ。俺はそんなに簡単な男ではないぞ。

「ねぇ～」

　ナナさんが俺の制服をくいくいと引っ張る。誘惑タイムの始まりだ。

「たまにはどっか遊びに行こうよぉ」

「行きません。直帰します」

「帰ってもどうせヒマなんでしょ？」

　いや、今日は帰ってからデパートに行ってメロンを……おっと、迂う闊かつに口を滑らせたら間違いなく殴られる。俺だけならいいが、あの子にも被害が及ぶ。それだけは避けねばならない。

「ヒマなんだったら行こうよぉ」

「ダメです」

「えー、どうしてぇ？　ちょっとぐらいいいじゃない」

　大きなタレ目を少しだけ上げて近づける。きめ細やかな肌と不満げに尖とがった唇に思わず立たち眩くらみしてしまうが、なんとか踏ん張る。

　すると今度は犬を可愛かわいがるように俺の顎あごを撫なでて、

「ね？」

　いつもより一オクターブ高い音色で、

「お・ね・が・い」



　……海に来た。

　海というよりは浜だ。夏になっても海水浴場にもならない猫の額ひたいほどの小さな砂浜。

　ちょっとのつもりだったのに、ずいぶん遠くまで来てしまった。自宅マンションを通り過ぎ、駅も越えて、国道を二本ほど抜けてしまった。俺おれは簡単な男ではないが、天使様のお誘いを断るほど無ぶ粋すいな男でもない。そうゆうことにしておいてくれ。

　まあ、来てしまったものは仕方がないとして、これから何をすればいいのやら。

　ナナさんは浜辺に腰を下ろして波と戯たわむれている。もちろん、彼女と砂の間には俺の制服が敷かれてある。

「ヨシローくん」

「何でしょう？　フリスビーでも買って来ましょうか？」

「ううん。ここ」

　ポンポン、とナナさんは砂浜を叩たたいた。彼女の真隣の場所を。

　そこに座ると、彼女は俺の肩にその小さなお顔をふわりと乗せた。

　破裂するんじゃないか、と思うぐらい体中の血液が肩に集中した。その代償として他の部位が壊え死ししたらしく、全身が固まった。

　ピーチ系の香水が潮風に運ばれて、際限なく俺の小鼻を膨らませている。

　こうしていると恋人同士にしか見えないだろ？　その点に関しては多少異論はあるが、正直、悪い気分ではない。こんなに美しい人と寄り添っていても気持ちが高ぶらない男子は異性に対する趣味が――

「ヨシローくんって趣味悪いの？」

　あなたエスパーですか？　あ、エスパーだったな。まだ能力は見たことないけど。

「チビで陰気で目つきも性格も最悪の女が好みなの？」

「まさか。そんなヤツは断固拒否です」

「じゃあ、頭の悪そうな洋モノポルノ女優みたいな子は？」

「頭の悪い人って好きじゃないなぁ」

「じゃあじゃあ、すっごく可愛かわいくてぇ、頭も良くてぇ、胸は……まあ普通だけど足が長いスレンダーなモデル体型でぇ、ヨシローくんと結婚したいって言ってる子は？」

　それぞれ誰だれのことだか丸わかりだし、色々と誇張されている感は否めないが、天使様にここまで催促されて逃げるほど俺は野暮な男ではない。

「ど真ん中です」

「うふふ」

　ヴィーナスはご満悦のご様子で、腕うでだけではなく自画自賛の長い足までも絡めてきた。なんだかいつにも増して大胆だ。骨の髄まで溶けそうだ。

「だったらぁ、私がいま何を聞きたいかわかるでしょ？」

　わからいでか。プロポーズの返事でしょ？　答えは言うまでもない。何か大事なことを見落としている気はするが、もういい。捨てちまおう。

「ヨシローくん、超能力者でよかったね」

　式場のプランを提案する一秒前にナナさんが言った。

「そうじゃなきゃ私みたいに超可愛かわいい子と結婚できないもんね。ヨシローくんて背は高いけど、顔はまあ普通だし、ブツブツと独ひとり言ごとが多いし、難しい顔をしてたかと思えば急にヘラヘラするし、そうゆうのマジキモいし、バカだし、まゆ毛だし、可能な限り贔ひい屓き目めに見ても将来性ゼロだし。だから、ホントによかったね？」

「………」

「あれ？　怒ったの？　冗談よ、冗談。やーん、怒ってるぅ。可愛いぃ」

　白魚のような指で俺おれの頬ほおをぷにぷにとつつく。その仕し草ぐさで全てが許せてしまう、わけがない。高ぶった気持ちは急降下で地面に墜落だ。

「やってられん」

　俺は立ち上がり、浜辺をあとにした。

「あん、冗談だってばぁ。待ってよぉ」

　ナナさんが追いかけてきて、ナチュラルに腕を組んでくる。

　それを強めに振りほどく。

　俺も結構険しい顔をしていたと思うが、ナナさんはすっかり悪魔顔になっていた。

「マジで怒んなよ。つーか、本当のことだろ」

「ああ。悔しいけど立ち直れないぐらい本当のことばかりだ。だが、それがどうした？　すんなりお縄につけってか？　甘く見るなよ。俺はそんなに簡単な男じゃないぞ」

「そうかな？」

　……どうかな？

　とにかく。やってられん。なにが「よかったね」だ。超能力目当てでモテたって嬉うれしくもなんともない。

「俺は普通の高校生として普通の高校生活を送りたいんだ。それなのに結婚だ遺伝子だと異常なことばかり……こんなのどう考えても普通じゃないだろ」

「私たちが普通じゃないからでしょ」

「だからこそ普通を目指すんだ」

「それであのウシを狙ねらってるわけ？」

「いやらしい言い方をするな。色恋抜きのピュアな感情だ」

「あっそ」

　ナナさんは髪かみ紐ひもをほどいた。それはモード移行の合図なのに、浮かび上がったのは天使ではなく、どこか切ない表情だった。

「ま、私も同じだけど……」

　そんなことを言ったと思うのだが、波音でよく聞こえなかった。

「もういい。こんなのつまんない。帰る」

　ナナさんは俺おれの前を歩いた。長い足に見合わない小さな歩幅で。

　俺も彼女の後ろに続いた。

（言いすぎたかな）

　と思ったが、これぐらい強く自己主張しなければ女超能力者には伝わらないのだ。

「あ」

　ナナさんが思い出したように発して、振り返った。

「明日のお弁当のおかずは何がいい？」

　ピッカピカの天使スマイルだった。

　あー……伝わってないね。どうして女超能力者には会話が通じないのだろう？

（もうニーナしかいない）

　心からそう思ったが、そんな最後の最後の砦とりでもやっぱり崩壊することとなる。

　二ふた葉ばが危き惧ぐした意味を知ったのは、夜になってからだった。



　突然だが、アンタは幽霊の存在を信じるか？　お化けでも妖よう怪かいでも何でもいい。

　自分の体質を棚に上げて言うが、俺は信じない。信じたくない。こればっかりはどこかにいてほしくもない。だって怖いモン。のっぺらぼうやろくろ首はもちろん、小さな目玉がお椀わんで湯に浸かっていても愛せない。井戸から女の人が出てきて皿の数を数えだした日には一枚目で卒倒する。

　故に、俺は寝る前に必ずきちんとしっかりと戸締まりをする。本当に幽霊の類たぐいがいれば施錠などしてても勝手にすり抜けてくるだろう、とか、そもそもそうゆう行為自体が信じているってことの裏返しなんじゃないか、なんて無駄な問答はやめようぜ。何にしても戸締まりをするのはいいことだろ。世の中物騒だしな。

　とにかく、そうゆう万全の状態で俺はベッドに入る。悲しいかな最近じゃその時だけが唯一、心休まる時間だ。

　しかし。その夜は違った。

（………ん？）

　違和感を感じて目が覚めた。なにやら体が重い。何かが体に乗っている。

（こ、これは……！）

　信じないとか言いながら、真っ先に頭に浮かんだ。

　体を起こそうとした途端、その何かに手首を掴つかまれた。身動きが取れない。

「―――」

　ぼそぼそと耳元で俺おれのボキャブラリーにはない言語を囁ささやかれる。

（これは……人型のアレだ……）

　そのアレが俺の頬ほおを優しく撫なでる。首筋に生暖かい息がかかる。恐怖で声も出ない。

（終わった………）

　前世の祟たたりか、誰だれかの呪のろいか、クラスメイトが黒魔術でも仕掛けたか。佐さ々さ木き与よ四し郎ろう、十五歳。あっけない最後だ。まるで冴さえない人生だったけど、まさか幽霊によって幕引かれるとは思わなかった。それも外国人の幽霊に……

（……外国人？）

　待て。逝くな。目は開くか？　開くなら見ろ。それからでも遅くはない。

　目を開けて、目が合った。

　暗くら闇やみでも光る碧へき眼がんと。

　体を跳ね起こすと、上にいたアレも俺から離れた。慌てて電気を点つける。

　ニーナだった。大きめのＴシャツ一枚という格好をしている。制服姿でも充分に刺激的だったのに、いたいけな少年にはもはや毒だ。さらに下着が見えそうで見えないギリギリのラインを保ち、それがまた扇情的で……などと言ってる場合ではない。格好といえば、なぜか俺もズボンを穿はいていないのだが、それも置いておこう。

「な、何をやってるんだ、お前は？」

　ニーナは質問に答えず、俺から距離を取って両手を広げた。

「くそ、こうなったら力ずくや」

　じりじりと近づいてくる。

　俺もそこまでバカじゃない。すぐに事態を把握した。

　残念だが彼女もオオカミだったようだ。

　そうだとわかった以上、戦わねばなるまい。

　俺も身構えた。ドキドキラブコメディだと思ってた人には申し訳ない。どうやらこれはサイキックバトルアクションらしい。

　対たい峙じする二人のエスパー。

　八畳一間という限られた空間にヒリヒリと焼けつくような緊張感が流れる。

　互いに間合いを読む。呼吸を読む。こめかみを冷たい汗が伝う。

　敵の力は未知数だ。対する俺は……いや、嘆くのは生き残れた時にしよう。今は持てる力を信じて戦うのみ。

　指先に炎を灯ともらせた。うーん、とっても不安。テーブルを持った方が何倍も役に立つのではないだろうか？　だが、敵はそのスキを与えてくれない。

「行くで！」

「こ、来いっ！」

　だんっ――と、床を蹴けってニーナが間合いを詰める。と同時に、空気を切り裂くような音をたてて右の拳こぶしが飛んできた！

　俺おれはニーナの拳を辛うじて受け止めた、というのは嘘うそで、簡単に掴つかんだ。実際はハエがいびきをかいて眠るほどスローなパンチだったからな。

「は、放せ！　卑ひ怯きよう者もの！」

　ニーナは反対の手と足をバタバタさせて抵抗した。それが地味に痛かったので手を放した。するとニーナはまた距離を取り、

「なかなかやるな。けど、ここからが本番や」

「………」

　また襲いかかってきた。空気を切り裂く――は、もういいな。簡単に受け止めて、ジタバタされて、地味に痛かったから足を払って床に倒した。軽くだよ、軽く。

「殴ったな、パパにも殴られたことないのに！」

「殴ってない。もひとつ言うと、パンツ丸見えだぞ」



    

  
    
      



    

  
    
      「………我が生涯に一片の悔いなし」

　サイキックバトル終了。

　なんだかなぁ。



　ジャージの上下を貸してやり、目のやり場に困らなくなったことに安心しつつ、若干の後悔もしつつ、テーブルで向かい合って粗茶を一服。我ながら不ま味ずい。

　やはりニーナも超能力者だった。その能力は、

「テレポーテーション。瞬間移動や」

　だそうだ。

「それは凄すごいな」

　素直に感心した。そうだろ？　まさに超能力だ。俺おれの力と比べるとスケールも実用性もケタ違いだ。

「そうでもないよ。力を使うには半日ほど集中せなアカンし」

　欠席の理由はそれか。

「あと実際に行ったことがある場所にしか行かれへんし、力を使った後は食欲不振、めまい、貧血、倦けん怠たい感かん、躁そう鬱うつ状態……」

　かなりのリスクがあるようだ。それでも俺よりはマシだと思うけどな。あと難しい言葉知ってるんだな。

「……ん？　じゃあ、昨日この部屋に来たのも？」

「うん。ホンマは自分から言うつもりやったけど、ヨシローから誘ってもろてラッキーって感じ」

　勇気リンリンだった自分が可哀想かわいそうでならない。

「それにしても瞬間移動を使って夜よ這ばいとは……。玄関から入った方がずっと簡単じゃないか」

「鍵かぎ、持ってないもん」

「渡してないからな。それ以前の問題だ。なにもこんな面倒でハイリスクなやり方でなくとも他に方法はあるだろ。というか、前に来た時に直接言えばいいのに」

「……はっ。ホンマやな……」

　あ。コイツ、バカだな。

「いや、でも、ほら、ウチがどんな人間か手っ取り早くわかってもらおうと……」

　バカだってことはよくわかった。……あれ？　何この親近感？

「せやけど、ウチがエスパーやってようわかったな？」

　ニーナは少しだけ首を傾けた。

「ははぁ、フタバとあのメイドやな？」

「お弁当を作ってくれる人をメイドと呼ぶなら、その通りだ」

「ほんならヨシローはどこまで知ってるん？」

　えっと、つまり、アレだろ………。忘れた人は読みなおしてくれ。

　説明を聞き終えて、ニーナはまた首を傾かしげた。

「大体は合ってるけど、ちょっと違うなぁ」

「どこが？」

「ヨシローがおそらく世界で唯一の男性超能力者ってのはホンマ。でもエスパー同士じゃなきゃ――というのは嘘うそや。ウチのパパは普通の人やもん。ママはエスパーやけど」

　くそ、やっぱり嘘だったか。

「てことは、こうゆうことか？」



　１、この世界には超能力者が存在する。人数は不定だが、男は（おそらく）俺おれ一人。

　２、超能力者同士でなくても子を授かれる。



「そうゆうことやね」

「いやいや。それならばなぜ俺に固執するのだ？」

「能力の消去」

「わからん」

「エスパーとエスパーの間に子供が生まれた時、その子供に必ずしも能力が伝達するとは限らんけど、親の力は消えるんや」



　３、超能力者同士の間に子供を授かった場合のみ、親の能力が消える。



「うまいことまとめるなぁ」

　と、俺を褒めてから、ニーナは空になった湯呑みに視線を落とした。

「……誰だれだってこんな力、なくなってほしいやろ？」

　とてもか細い声だった。

　そういえば――。

　以前、二ふた葉ばに聞いたことがある。何でヘッドフォンをしているのか、と。いつものように煙たそうに睨にらんできたが、珍しく俺の問いに答えた。

「……うるさいから」

「何が？」

「普通の人間には心地よい小鳥のさえずりも私にはうるさい。腹減った、とか、何か食わせろ、とか。鳥はまだいい。犬とか猫、それも発情期は最悪だ」

「それはまあ耳障りだろうな」

「だけど、一番うるさいのは……捨てられたペットとか車に轢ひかれたりした動物の声……私は何もしてやれない……」

　その時の二ふた葉ばの横顔は一生忘れられないかもしれない。

　確かに辛つらいな、でもそんなに自分を責めるなよ、この前だって子犬を助けてやったじゃないか、それでいいんだよ、と慰なぐさめながら抱きしめそうになった。

　もちろん、そんな電気椅い子すに立候補して座るような真ま似ねはしないし、

「うるさいのはお前もだ。まゆ毛ごときが話しかけるな。耳が腐る」

　と、罵ば声せいを浴びせられて我に返ったけどな。だから、その時はあまり深くは考えていなかったのだが――。

「その気持ち、わかるわ」

　ニーナはしみじみと呟つぶやいた。

「さっき力の副作用をあれこれ言うたけど、ホンマはあんまり気にしてへん。一番怖いんは、力の暴走や」

「暴走？　またアニメチックな設定が増えたな」

「ホンマのことや。時々、自分でも予想もせんタイミングで力が発動する。前なんかな、シャワー浴びてたと思ったら映画館のスクリーンの前に立ってたんや。裸やで、裸」

　それはさぞかし観客も喜んだことだろう、って茶化せないな。

「それでもマシな方やろ。もし、映画館じゃなかったら？　凶悪犯だらけの刑務所やったら？　それこそ宇宙に飛んでしまったら？　考えだすと眠れへん……。ママもパパのこと愛してるけど『能力を消せなかったこと』だけは未だに後悔してる。せやから、ネットでヨシローを見た時、真っ先に荷造りしたんはママなんやで。必死で止めたけど」

「それは……とりあえず、ありがとう」

　にしても。

　ナナさんの能力は未だ謎なぞだが、同じようなことを思っているのだろうか？　副作用やら暴走など俺おれには経験のないことだ。単に俺の同情を誘うための嘘うそかもしれんが、ニーナはタヌキとキツネみたいに悪知恵が働きそうもない。だとすれば、彼女たちの悩み苦しみは俺とは比較にならないぐらい大きいのかもしれない……。

　なんてな。

　同情はするが、そんなことよりも聞き捨てならないことがある。燦さん々さんと降り注ぐ希望の光の如ごとき重要事項だ。

　――俺の力も消える。

　理屈でいけばそうなるよな？　だとすれば、今すぐにでも、だ。恋のいろはも知らない僕ですが大人の階段を三段飛ばしで上ります。法律的にも倫理的にも色々問題はあるだろうが、知ったことか。善は急げだ。据すえ膳ぜんは食わねば恥なのだ。思い立ったら即行動だ。

「あ、ヨシローは無理。消えるのは女だけや」



　訂正があります。

　３、超能力者同士の間に子を授かった場合、親の能力は消える。ただし、母親のみ。



　なんでやねん。

　なにその無茶苦茶なルール？　不公平にもほどがあるだろ。どうりで二ふた葉ばとナナさんが嘘うそをつくわけだ。俺おれにひとつも利点がないではないか。

《そうだ！　不公平だ！　不平等だ！　不条理だ！》

　エンジェルもデビルも穏健派の皆さんまでも総出で脳内デモ行進を繰り広げていると、いつの間にかニーナが俺の隣に寄り添っていた。

「そうゆうことやから、ね？」

「何がどうゆうことだ」

「ウチはフタバやメイドみたいに悠長なことは言わん。ヨシローもさっきやる気になってたやん。な？　ええやろ？」

　吐息混じりで囁ささやく。背中にくすぐったい電流が走り抜ける。

　なめるなよ。こんな色仕掛け、ナナさんに比べれば何てことない、というのは大嘘だ。ナナさんと比べると怒られるだろうが、ニーナの体つきは成熟しきっている。

《ダメだよ》

　エンジェル与よ四し郎ろうが諭す。言われなくてもわかっている。

　後ずさる俺にニーナが四よつん這ばいでにじり寄ってくる。ゆっくりとジャージのジッパーを下ろす。たわわに実った胸の谷間が俺をガン見している。

《向こうから誘ってんだ、美お味いしく頂けよ》

　というデビル与四郎のナイスアドバイスをエンジェルが大声でかき消す。

《ダメ！　我慢だよ！　一生分の我慢だよ！》

　うるさい。わかっている。どうゆう理由があろうともいきなりこうゆうことはまずい……よな？　法律的にも倫理的にも青少年の教育上もよろしくない……と思う。多分。おそらく。きっと。

　すっ、とニーナは離れて、薄く笑った。

「ヨシローは真面目まじめやな」

「そうでもない。なんだかとっても勿もつ体たいない気分だ」

「ふふ。もっと違う形で会いたかったわ」

　同感だ。

「今日はもう帰る。体がダルなってきたし。でも、あきらめへんよ」

　最後にまた少し笑顔を見せてニーナは部屋を出た。去り際の儚はかない笑顔、その真の意味を知ってしまったので笑い返せないが、ひとまず貞操の危機は免れたようだ。

　ちなみにニーナは日本のアニメが大好きらしい。

　どうでもいいか。



　さてさて。

　いよいよ困ったぞ。

　傍はた目めには恋愛ゲームを地でいく羨うらやましい男に見えるかもしれんが、実情は大違い。学校の中や登下校時だけならまだしも、ついにプライベートまで侵され始めた。のらりくらりとかわし続けられるのも今のうちだけだろう。ヤツら、マジだからな。

（なんとかせねば）

　とは思うものの、脳内会議を幾度となく繰り返しても妙案など出ない。そのうち頭から湯気が出そうになったので、とりあえず色んなことを先送りにして眠ることにした。瞼まぶたの裏にあるニーナの艶あで姿すがたが消えないうちに。

　それぐらいは許されてもいいだろ？

　そして、朝になって目が覚めた。

　当然だろって？

　いや、そうとしか言いようがないのだ。



    

  
    
      



　三章　夢と超能力





　たとえば。

　俺おれが今まで話してきた内容が、

「全部ウソだ」

　と、言ったら、アンタはどうする？

　待って。怒らないで。

　続きはあるから。



　その朝、俺は目覚めた。直後に鬱うつな気分に襲われる。今日は一体どれだけの冷たい視線と陰かげ口ぐちと罵ば声せいと迫害と虐待が待っているのだろう。あぁ、転校したい。でも叔父さんに何と言えばいいのか。それにヤツらはどこまでも追ってくるだろう。元もとの木もく阿あ弥みだ。仕方がない、行こう。頑張れ与よ四し郎ろう、と鏡に向かって復唱してから家を出る。悲しい日課だ。

　マンションを出たところでニーナと会った。

「おはよう」

　と、太陽のような笑顔。昨晩の出来事が嘘うそのようだ。食欲不振、貧血、めまい……とか言ってたわりには体調もよさそうだ。

「体調？　なんのこと？」

　……ほう、そうきたか。アレは二人だけの秘密というオフィスラブスタイルでいくつもりなのだな？

「なにブツブツ言うてんの？　早はよ行かな遅刻やで」

　ニーナは足早に歩いて行った。なるほど。上司との不倫にハマるＯＬの気分がわからんでもない。これはこれで妙にドキドキするものがあるな。

　学校までの道、珍しくタヌキもキツネも現れない。大変喜ばしいことなのだが、これだけで一日分の幸運を使い果たしてしまった気もする。悲しい習性だ。

　教室に入る。

「おはよう」

　声をかけてくれたのはクラス委員の井いの上うえさん。成績優秀で教師からも生徒からも信頼の厚いまさに委員長タイプの素敵な娘さんだ。俺にまで挨あい拶さつしてくれる。

　席に着く。前席のアレはすでにいる。

　ところが、いつもと違うことが一つ。ヘッドフォンをしていない。

　どうせ無視されるか、「黙れ。喋しやべるなまゆ毛」と言われるのは百も承知だったが、万が一ツッコミ待ちだった場合、何も言わないとかえって怒られるから声をかけた。

　振り向いた。

「ヘッドフォンって、何？」

「あーそうですか。そうゆう新しい手法ですか」

「え？　なに？　何のことかわかんない」

「もういい。付き合いきれん」

　こうゆう時はナナさんに限る。彼女の好意が嘘うそなのは千も承知だが、外見は天使様だ。プラス猫なで声だ。嘘でも癒いやされるってモンだ。早く来ないかなぁ。

　………来ない。ヤギさんに出した手紙の返事ばりに来ない。

（ん？）

　というか。

　最初から変じゃないか？　井いの上うえさんの挨あい拶さつからして不可解だ。あり得ない。

「おい、二ふた葉ば」と前席の女の肩を叩たたいた。

「えぇっ？　呼び捨て？　佐さ々さ木きくん、どうしたの？」

「佐々木くんだぁ？　気持ち悪い。そこはまゆ毛だろ？」

「ま、まゆ……？　何それ？　今日の佐々木くん、変だよ」

（んん？）

　背後から山やま田だが現れて、馴なれ馴なれしく肩を組んできやがった。

「コイツが変なのは今に始まったことじゃないだろ」

　コイツだぁ？　キサマ、山田のくせに。

　だけど、目の前の二葉は何も違和感を感じていない様子で、

「それもそうね、佐々木くんってホント面白い」

　あはははは。

（んんん？）

　どうゆうこと？

　と、思ったのは一瞬だ。アンタもだろ？

　夢だ。

　それ以外に考えられん。

　試しにこっそりと能力を使ってみた。炎なんて出やしない。

　やはり、夢だ。

「おいおい、自分の手に話しかけたりして、マジでおかしくなったんじゃねぇか」

　黙れ山田のくせに、と言いたいところだが、許す。夢だけだぞ。

「ったく、おかしなヤツだな」

「ホント、佐さ々さ木きくんて変わってる」

　あはは、うふふ。皆が笑っている。お日様も笑っている。

　なるほど。ベッタベタな展開だが、いいだろう。どうせなら満喫させてもらおう。



　俺おれは人気者だった。山やま田だ以外にも青あお木きくん、柴しば田たくん、中なか島じまくんたちが俺の席の周りに集まってくる。グラビアアイドルの好みや昨日のバラエティ番組についてなど、実にどうでもいい話をして笑っている。会話の中身は薄いが有意義な時間だ。

　人気者といえば、ニーナの周りには相変わらず人だかりができている。ただし、ニーナシフトを形成しているのは全員、女子だ。男子は遠巻きに羨せん望ぼうの眼まな差ざしを送るだけ。俺はちょっとした優越感に浸る。

　そして、二ふた葉ばだ。本来なら何者をも寄せつけない不可視のフィールドを張って周囲との関係を断絶しているのだが、今は違う。女の子同士でキャッキャと笑っている。

　その笑顔。初めて見た二葉の笑顔。これがなかなかの、いや、かなり……。

『なにボーっとしてんだよ』

『さては惚ほれたな？』

『おーい木き元もと、佐々木が好きだってよ』

　よくわからんが周りが騒ぎたてて、それに二葉が困惑して、

「もう！　男子うるさい！」

　その顔。初めて見る二葉の照れ顔。これがまた、かなり、もの凄すごく……まあ、現実とのギャップが必要以上によく見せているのかもしれないな。現実のアイツが頬ほおを赤らめる姿なんぞ想像すらできん。

　残念なのはナナさんだ。一度、廊下で声をかけたのだが逃げられた。ここでは知り合いじゃないらしい。

『んだよ、今度は管かん崎ざきに惚れたのか？』

『やめとけ。高たか嶺ねの花だぜ』

『それにしても佐々木は女好きだな』

　現実では俺が彼女から逃げ回るのだが、まあ、いい。高望みはしない。

　もう一つ残念なこともある。頭だ。

「次、佐々木くん、やってみてください」

　数学の柊ひいらぎ先生が俺を指名する。黒板には図形が描いてあって点Ａから点Ｂまでの長さと角度を求めろとかどうとか。

「手も足も出ません」

　夢の中ぐらい賢くていい気もするが、夢に文句を言っても仕方ない。バカなのは現実と同じだが、周囲の反応はまるで違う。

『どうせエロいことでも考えてたんだろ』

『いいや、柊ひいらぎちゃんの困った顔が見たいだけさ』

『ホントに佐さ々さ木きは女好きだな』

　なぜかいつも女好きなるフレーズがつき纏まとうのだが、柊先生がオドオドして困った顔をすると妙に庇ひ護ご欲よくをくすぐるというか、守ってやりたくなるというか、愛らしい。

『あれぇ、先生も顔が赤くなってら』

「こ、こら！　教師をからかうんじゃありません！」

　あはは。うふふ。ルールルルルー。

　誠におめでたいクラスだが、夢だからな、いいんじゃないか。



　放課後、クラスメイトと街に出た。ゲームセンターに行ったり、ファーストフード店でお話ししたりして、家に帰った。

　家に帰って驚いたのは、携帯電話にメールが届いたこと。俺おれの携帯電話にメールだぞ？　夢ならではの出来事だ。内容自体は大したことではないが、それでも俺は一文字ずつ噛かみしめるように返信した。絵文字もつけた。

　実に楽しい一日だった。きっと神様からのご褒美だろう。たまには飴あめがないと鞭むちばかりではいくらタフな俺でも潰つぶれてしまう。それにしても美お味いしい飴だった。この夢から覚めればまた過酷な現実が待っている。でもこの思い出を胸に行けるところまで行こう。

　そう心に刻みつけて――夢の中だけど――眠りについた。



　そして、朝が来た。直後に襲う鬱うつと戦い、辛うじてそれに打ち勝ち、家を出た。

　が、しかし。

　夢から覚めない。

　相変わらず俺は人気者で、二ふた葉ばもナナさんもニーナもごく普通の女子生徒。

（おかしい）

　とは思ったが、長い夢を見ることもある。これだけ長い夢となると現実世界の俺は三年ぐらい寝ているのではないかと不安になるし、それほど深い眠りについている状態で夢を見るものなのかと疑問は残るが、考え事をすると脳から煙が出るのは夢の中でも同じ仕様なので、やめた。いずれ目覚める時まで飴あめ玉だまをしゃぶり続けることに決定。

　そして、また眠って、また朝が来た。

　ところがところが。

　夢から覚めない。

（やっぱりおかしい）

　と、悠長にロダン作の彫刻を真ま似ねている状況ではなさそうだ。

「どうしたの？　今日は一日中難しい顔してるじゃん」

　一日の授業を終え、脱だつ兎との如ごとくクラスメイトが教室を飛び出して行く中、前席の女生徒が声をかけてきた。こんな状況にもかかわらず健けな気げに登校している俺おれはやはりどこからか表彰されてしかるべき模範的優等生なのではないだろうか、と頭の片隅で思いながらも、大部分は難しい顔をするしかない難題で埋め尽くされていた。

「真面目まじめな顔、似合わないね」

　言葉だけを見れば辛しん辣らつだが、今の彼女にはジョークだとわからせる笑顔が伴っている。

「なんだったら相談に乗るけど？」

　どうも調子が狂う。俺の知っている彼女はこんな優しさとは無縁だからな。

「あ、もしかして恋の悩み？　ねえ、そうでしょ？」

　こうゆうミーハーな発言もしない。

　返答に困っている俺をどう解釈したのか、彼女は少しがっかりしたような顔で、

「あんまり考えすぎるのも体によくないよ」

　と、これまた現実では考えられない労いたわりのセリフを置き土産にして席を立って、女友達と共に教室を出て行った。そんな後ろ姿を見ているとますます頭が痛くなる。もはや脳はオーバーヒート寸前だ。ラブコメやサイキックバトルならまだしも、ミステリーとなると専門外も甚だしい。

　俺は二ふた葉ばを追いかけた。なぜそうしたのか、自分でもよくわからない。強いていうなら一人で考えても埒らちがあかないと思ったから。さりとて彼女に言ったところで解決するとも思えなかったが。

　校門を過ぎたあたりで追いついた。

「おい」と、いつもの癖で肩を掴つかんでしまった。

　二葉……さんはかなり戸惑っていたが、くるりと振り返り、優しく口を開いた。

「なぁに？　佐さ々さ木きくん」

「うむ、ここではちょっと言いにくいな」

　男子が女子を捕まえてこういう発言をすれば、それはゲタ箱に手紙というのとほぼ同じ意味を成すということに俺は考えが及びもしなかったのだが、彼女やその友達はそうゆう意味だと受け取ったらしく、肘ひじを小突いたり、ヒソヒソ話なんかをして照れている。その光景の微笑ほほえましさと青臭さでようやく理解した。

　すまん、忘れてくれ、と言いかけたが、

「どこかに入ろうか」

　二葉……さんは微笑んでくれた。



　通学路の途中にあるカフェ。この店のオープンテラスに男女で座るということはすなわち交際宣言であるという暗黙のルールが我が校にはある。もっとも、俺おれたちが座ったのは店内のテーブル席なのだが、それでも妙に腰が落ち着かない。

　ともかく俺は二ふた葉ばさんに事情を話した、と言葉にするのは簡単だが、実際はそうもいかなかった。なんせ彼女にとってはここが現実なのだから、俺の言う現実こそが夢ということになり、だが俺にとっては今が夢であって……という具合。我ながらイタイ。わざわざ女の子を洒落しやれたカフェに誘ってするような話ではない。

　彼女もそう思ったのだろう、肩透かしを食らったような顔だったが、それでも根気強く俺の電波話を聞いてくれた。

「――この世界が夢だって言いたいの？」

「そうだ。そうとしか思えない」

「んー、逆なんじゃない？」

「逆？」

「だって、佐さ々さ木きくんの言う現実世界では佐々木くんは超能力者なんでしょ？」

「それだけじゃないぞ。皆から微生物以下の扱いを受けている」

　自慢して言うことでもないけどな。

「おまけに私も超能力者なんでしょ？」

「それだけじゃないぞ。いつも不機嫌で無愛想で仏ぶつ頂ちよう面づらで性格が最悪で……」

「ひどい」

　ぷう、と頬ほおを膨らませた。

「あ、いや、あくまで現実の……ではなくて夢の中……でもないな……」

「そう。私はそんな女じゃないよ」

　また頬を膨らませる。その顔が、可愛かわいい。なぜだか悔しい。

「だから、逆なんだよ。夢が現実。現実が夢。そうでしょ？」

　ふむ。

　さて、問題です。

　Ａ、三人の美少女エスパーに求婚される状況（俺もエスパー）

　Ｂ、そうではない状況

　どちらが夢でしょうか？

　答えはＡだ。

　考えれば考えるほど俺が現実だと言い張る世界はおかしいことだらけではないか。

　超能力？　何だそれ？　美少女たちからのラブコール？　おいおい、しっかりしろよ。マンガの読みすぎだ。バーチャルとの区別がつかなくなると異常な事件を引き起こすぜ？

　だんだんと確信めいてきたぞ。アレが夢でこれが現実なのだな。いや、アレが夢ならばガキの頃ころからの記憶もあるからとても長～い夢ってことになるんじゃ……？

「詳しいことはフロイトにでも相談して」

「そうしよう」

　二ふた葉ばさんはアプリコットティーを飲んで、ひと息入れる。

「それにしても、女好きってところは一緒なんだね」

「別にあっちでもこっちでもそうゆうわけでは……」

「ニーナも管かん崎ざきさんも夢に出るぐらい可愛かわいいもんね」

　彼女は俺おれから視線を逸そらした。どことなく暗い顔だが、それがまた、格別に。

　二葉さんも負けないぐらい――とか言いかけたが、ここが現実だとわかった以上、迂う闊かつには言えない。夢なら言えるってわけでもないが。

「まあ、とにかく、アレだ、ありがとな。お陰かげで頭の火事はボヤ程度にまで収まった」

　彼女の顔に少しだけ明かりが戻る。

「じゃ、ここは奢おごってね」

　当然だ。それが男のマナーだ。

「ところで、フロイトって何だ？」

「………」

　次の日も夢は覚めなかった。



『オーストリアの心理学者・精神医学者。人間の心理生活を下意識または潜在意識の領域内に抑圧された性欲衝動リビドーの働きに帰し、心理解明の手段として精神分析の立場を創始。主著「夢判断」「精神分析入門講義」など』



　いやぁ、さっぱりわからん。もう一行目からお手上げだ。まさか人物名だったとはな。

「雪でも降るんじゃねぇか」

　休み時間に辞書を開く俺を山やま田だがバカにしてきた。こっちの山田にも違和感がなくなっている。

　そう、違和感がない。こっちに馴な染じんできたというべきか。いや、元々こっちにいたのだから、馴染むというのも変だな。あっちの記憶を忘れつつあるのか。いや、あっちは夢だから記憶も何もそれはこっちの……あー、頭が痒かゆくなる。

「明日はコーランでも読むってか？」

「何だそれは？　余計な入れ知恵をするな。辞書が手放せなくなるだろ」

「そろそろ帰ろうぜ。腹が減った」

「まだ授業が残っているだろう」

「授業が終わったらサボることにならねぇだろ」

　確かに。でも俺はサボタージュなど一度もしたことがない。校則違反だからな。

「なーに言ってんだよ、常習犯のくせに」

「常習犯？　俺おれが？」

「……マジでどうした？　変なキノコでも食ったのか？」

　それはお前だ、と言ってもわからんだろうな。とにかく、サボらん。次は数学だしな。

「ははは、お前はホントに女好きだな」

　それはもういい。

　だが、やはり妙な気がする。女好きやサボりの常習犯な自分の記憶がない。人気者である記憶も。

　いや、そうでもないか。言われてみればそんな気もしてくる。不思議な感覚だ。これも変な夢の後遺症なのか？　……まあ、いい。そのうちわかるだろう。



　次の日も夢から覚めない。じゃないな。夢を見ない。

　朝起きて、学校に行って、クラスメイトと語らい、放課後は街に出て遊び、笑い、家に帰ってからテレビを見てマンガを読んでゲームをして風ふ呂ろに入って、寝た。

　夢は見ない。

　また朝起きて、学校に行って、昼からサボって、遊んで、喋しやべって、笑って、家に帰ってからテレビを見てマンガを読んでゲームをして風呂に入って、寝た。

　夢は見ない。

　またまた朝起きて、学校に行って、放課後に本屋へ行ってフロイトさんの本を買って、家に帰ってマンガを読んでゲームしてメールして風呂入って寝た。寝る前にフロイト氏の本に目を通したがコンマ五秒であきらめた。

　またまたまた……。

　そうやって一週間が過ぎ、二週間が過ぎた――。

　もはや疑う余地ナシ。

　こっちが現実だ。それでいい。なんせこっちは楽しいからな。もう毎日が天国だ。以前の俺、ではなくて、夢の中の俺とは大違い。こっちではあっちのような憂き目にも理不尽な目にも遭わないで済む。パラダイス。そりゃ、あっちのゲームかマンガのような日々も今となっては懐かしくもある。次から次へとネコ型ロボットのポケットばりに様々な出来事、それも憶測不可能な事態に巻き込まれるのも、今にして思えば映画や小説の中にいるみたいで楽しそうだ。でも今は本当に楽しいからな。うん。楽しいぞ。何の不満もない。穏やかな日々。素晴らしい。ビバ平和。永遠に続けばいい。



「………はぁ」

　学校の屋上で麗うららかな春風を受けながら、つい溜ため息いきが漏れてしまった。

　校庭ではクラスメイトたちが懸命に体力測定をしている。

　退屈だ。

　退屈の理由もわからん。

「なんだよ、メランドリーか？」

　と、山やま田だ。メランコリーだろ。お前もしかして俺おれよりもバカなんじゃないのか？

「見ろよ、ニーナの胸。揺れ方ハンパじゃねぇな」

　ああ、ハンパじゃない。凶器にすら見える。あの胸に押しつぶされて窒ちつ息そく死しできるなら本望だ、みたいなノリも物ぐさだ。

「んじゃあ、あっちか？」

　山田が指をさした方向には、二ふた葉ばさんが百メートル走を駆け抜ける姿があった。

　風を切る長い黒髪は駿しゆん馬めの鬣たてがみに似て凛り々りしく、飛び散る汗がここまで届きそう。

「……部活にでも入ってみるか」

「はぁ？　ま、止めはしねぇが俺は疲れるのは苦手だね。だから今ここにいるんだし」

　言いながら山田は制服の内ポケットから「二十歳にならなきゃ吸っちゃいけないもの」を取り出した。お前、キャラ変わりすぎだぞ。

「じゃあ、文化部にするか。ミス研なんかどうだ？」

「勘弁してくれよ。俺がオタクに見えるか？」

　見えるんだよ。

「んなことより、火、持ってない？」

　山田はパンパンとポケットを探る。

「火、か……」

　思わず指先を眺めてしまった。

「おい、あるのかないのかどっちだよ？」

「黙れ。火など出るか」

「出る？　つーか、なに怒ってんだよ」

「誰だれが？」

「……マジわかんねぇ。やっぱ変だよ、お前」

　山田は軽く舌打ちして「二十歳にならなきゃ――」を仕舞い、屋上から去った。

　チャイムが鳴り、クラスメイトたちが校舎に引き上げていく。

　二葉さんがちらっと顔を上げ、俺を見たような気がした。

　優しい彼女が初めて俺を睨にらんでいるようにも見えた。

　軽い罪悪感。

　アンタはこんな気分になったことがあるか？



　結局、山やま田だは教室に戻ってこなかったが、俺おれは戻った。屋上にいるよりかは幾分か心が落ち着く。しかし、モヤモヤは晴れない。授業もろくに頭に入ってこない。まあ、それはいつものことなんだが。

（もしかして俺は――）

　頭をよぎって、すぐに打ち消した。

　違う。あんな無節操でデタラメな場所には帰りたくない。

　………いや。嘘うそだな。

「佐さ々さ木きくん？」

　二ふた葉ばさんが声をかけてきた。いつの間にか教室には俺と彼女しかいない。

「また考え事？」

　もはや考える段階は過ぎた。いくら嘘つきの俺でも自分の心までは欺けない。目の前にいる二葉さんはあっちのアレより何倍も素敵な人だが、それでも、やっぱり。

「あのさ、佐々木くん……」

　二葉さんが言葉を濁にごらせる。口をモゴモゴさせて、視線が泳いでいる。何かを言いたいけど言えない、みたいな表情だ。

「俺の顔に何かついてるか？　それとも背中にバカと書かれた紙を張られているとか？」

「そうじゃないよ。そうじゃなくて……」

　すうっ、と二葉さんは息を吸ってから、次の言葉を紡いだ。

「日曜日、ヒマ？」

　休日はテレビ観たりマンガ読んだりゲームしたり……つまり、ヒマだが？

「デートしない？」

　パーン！

　と、頭の中が弾けた。ついでに机ごとひっくり返ってしまった。

「ご、ごめん。急に変なこと言って。迷惑だよね」

　俺は教室の床を這はいずりながら、迷惑じゃないという意味の言葉を連呼した。

　前言撤回。自分の心も欺けるのが一流の嘘つきなのだ。

　こっちの方がいい。



　日曜日。空に雲なんてあるのか、というぐらいの快晴。

　駅前に十時の約束だった。家から駅までは五分程度なのだが、九時に家を出た。なんせ起きたのが朝の五時だったからな。ちなみに寝たのは深夜四時だ。大丈夫。一ミクロンも眠たくない。

　駅へ行く途中に商店街を通るのだが、そこは近所に新しく建った大型スーパーの煽あおりをモロに受けて今にも潰つぶれそうなほど閑散としている。だが、今日だけはシャンゼリゼ通りに見えた。すれ違う人々に思わず「ボンジュール」と声をかけそうにもなった。

　十時五分前に二ふた葉ばさんは現れた。

「ごめん、待った？」

「いや、今来たところだ」

　あぁ、なんてベタな会話だろう。チャップリンのサイレント映画が愛され続ける理由が身に染みてわかる。いいものはいいのだ。

　いいといえば、彼女の私服姿。

　真っ白なワンピース。

　それは、触れれば消えてしまう粉雪のような儚はかなさ。

　それは、一輪の花のごとき可か憐れんさ。

　世界中が白一色だとしても混ざらないであろう、絶対的な純白。

「に、似合わないかな？」

　即答だ。カボチャの馬車に乗って舞踏会に乱入した人より美しい。今の彼女ならたとえ全身灰まみれだとしてもすぐに見つけ出せる。ガラスの靴などいらん。

「やだぁ佐さ々さ木きくんったら。それは言いすぎだよ」

　トンと俺おれの肩を小突いて、二葉さんは頬ほおを赤らめた。

　しかしまあ、なんだな。アイツも同じ服を着ればこうなるのだろうか？　って何を言っているのだ。アイツって誰だれだ？　知らんな。

　俺は彼女の数歩先を歩いた。経験豊富なヤツなら手を引いてリードするのだろうが、ド素人の俺の手はポケットの中でびっしりと汗をかいていた。



　二十分ほど電車に乗って、水族館に行った。

　山のように購入した雑誌や情報誌と睨にらめっこをして、連日連夜の脳内会議を開いた末に導きだしたデートコース。あまりにもの定番ぶりに彼女の機嫌を損ねてしまうのではないかと不安だったが、二葉さんはことのほか喜んでくれた。

「すごーい！　大きいね」

「可愛かわいい」

「きれいだね」

　マンボウ、ラッコ、クリオネの順で語った感想だ。つくづく思う。人間は中身だ、と。同じ器でも中身がアレだときっと、

『無駄にデカイ』

『腹で貝を割れるぐらいでいい気になるな』

『不ま味ずそうだな』

　とか言うだろう、っていい加減にしろ。アレもへったくれもない。集中しろ。

　とにかく。無事に第一ステージをクリアして、次なるエリアに進んだ。

　再び電車に揺られて向かったのは、海辺に造られた娯楽施設。百貨店、映画館、ゲームセンター、レストラン、雑貨屋、公園、催し物会場などあらゆる設備が整っている。

　ここに来とけば間違いないんじゃないかという打算的なチョイスだったのだが、事実、間違いなかった。

　レストランに入ってランチをして、それからウィンドウショッピングをしたり、実際に買い物をしたりした。

　何を話したのか覚えていないが、彼女はよく笑ってくれて、俺おれも同じぐらい笑った。



　それから、観覧車に乗った。

　眼下に広がる海。果てしない水平線。夕暮れ時には少し早かったが、西日に照らされた水面に黄金色の波が幾重にも重なっていた。

「前に言ってた夢の話だけど」

　不意に、彼女が言った。

「もし、本当だったらどうする？」

「本当とは？」

「うまく言えないけど――」



　この世界が誰だれかの見ている夢だとしたら、どうする？



「そして、その誰かが夢から覚めたら、この世界も消えちゃうの」

　たとえば。

　空の上よりもっと遥はるか高みに神々がいるとして。

　そこにいるゼウス君とハーデス君がテレビゲームで遊んでいます。ジャンルはシミュレーション。水と緑にあふれた惑星を発展させていくという内容です。ハーデス君はすぐに飽きてしまいポセイドン君とお外に遊びに行きましたが、ゼウス君は夢中になりました。

　やがて惑星に最初の命が生まれ、次し第だいに様々な進化をしました。とりわけ成長著しいのは「猿」と名付けたものから発展した二足歩行の動物です。それには「ヒト」とネーミングしました。

　そのヒトにはＡＩ機能がついているので勝手気き儘ままに動きます。しばらく眺めていると、ヒトは産めや増やせと数を増やし、惑星全土に広がっていき、仲間割れや環境破壊などを繰り返しながらも最終的には星の外に飛び出すほどの発展を遂げました。

　さあ、これからどうなるのだろう、と思った時。

『ご飯の時間よ』

　リビングからお母さんの声が聞こえました。

　良い子のゼウス君はすぐにゲームの電源を切りました。ところが。

『いっけね。セーブするの忘れてた』

　後悔の念に苛さいなまれましたが、

『ま、いっか』

　すぐに立ち直りました。すっかり飽きていたのです。明日にでも売りに行ってまた別のゲームを買おう。そんなことより今夜は大好物のコロッケだ。嬉うれしいな。

「――みたいな感じか？」

「……ま、まあ、そんな感じかな」

　アンタはどう思う？

　俺おれはすっかり口癖になってしまったが、こう思う。

「さっぱりわからん」

　でも俺だけじゃないだろ？　喩たとえはわかり難にくいかもしれないが、その本質は哲学的命題なのではないか？　俺なんかより何倍も賢いフロイト氏クラスの人が必死になっても明確な答えが出ない問いだろう？　俺にわかるはずがない。俺にわかるのは、

「それは困る」

　せいぜいこの程度だ。

「そうだね……」

　彼女は海を眺めたままアンニュイな表情。メランドリーな雰囲気だ。いや、俺の返答に呆あきれたのかもしれん。そうに違いない。ヤバい。挽ばん回かいせねば。彼女の知的好奇心を満たす明めい瞭りような解答を、もしくは反論を、賢い人の名言を引用したお洒落しやれな喩え話を――

　――なんて難しいことは言えないから、正直な気持ちを伝えた。

　ロマンス小説も真っ青の素敵な会心の一撃だ、と思ったのだが。

　彼女はしばらく黙っていた。

　その瞳ひとみは、水平線のずっと向こうまで見ているような気がした。

「私は嫌だな。だって――」

　続きを聞く前に観覧車は一周してしまった。



　それから妙に気まずくなった。何を話しても彼女は上の空。

　俺は自己嫌悪というテーマで過去最大の脳内会議。

　仕方がないので予定にはなかったが、映画を観ることにした。少なくとも上映時間中は無言でも許されるからな。

　人気のラブロマンスは二時間も待たなければならず、待ってもよかったのだが丁度いいタイミングだったホラー映画を観ることにした。

　これがまたデートには極めて相応ふさわしくないＢ級スプラッタームービーで俺おれの自己嫌悪に拍車をかけた。

　もっとも。

　内容なんてどうでもよかった。

　暗がりの中、彼女がそっと俺の手を握ったからだ。

　そして、真っ赤になっていたであろう俺の耳元に口を近づけて、こう囁ささやいたから。

「私は嫌だよ。だって、ずっとこうしていたいから」

　スピーカーから叫び声が響き、画面は血に染まっていく。

　俺はほんの少しだけ顔を横に向け、微かすかに震えている彼女の唇を見つめた。

　そこから先は、俺だけが知っていればいい。

　彼女はお気に召さないだろうけど、心の中で何度も呟つぶやいた。

　素敵な会心の一撃を。

（今なら世界が終わってもいい）



　目が覚めたのは、真夜中だった。場所は自分の部屋。ベッドの中。

　一番最初に見えたのは、彼女の顔だ。覗のぞき込むように俺を見ていた漆黒の瞳ひとみ。

　跳び起きた。

　なんだ？　なぜ君がここにいる？　まさか、酔った勢いで～だけど全然覚えてなくて～というやつか？　いいや、俺は一滴も飲んでいない。というか、未成年真まっ只ただ中なかだ。

「……二ふた葉ばさん？」

「………」

　片方の眉まゆを微かに動かした。それが驚きの仕し草ぐさだと見抜けるヤツはいないだろう。でも俺は見抜いた、というのは嘘うそで、違和感を感じたのは別の部分。それは、耳周辺。ヘッドフォンをしているではないか。

（まさか！）

　とは思わず、すぐに察知した。それでも信じたくなかった。だから、あえてもう一度、呼びかけた。間違いであってくれと祈りながら。

　返ってきたのはウジ虫を踏みつけるような眼まな差ざしと、

「さん付けするな、馴なれ馴なれしい。気持ち悪い。鳥肌が立つ。あー気持ち悪い！」

　という罵ば声せい。祈りは通じなかった。

（待てよ？）

　こっちは夢だ。そのはず。ならば何を恐れることがある？　たまにはやり返せよ。そうだな、現実と同じことをしてやろうか。それがいい。思い立ったら即行動だ。

　そっと手を握り、顔を近づけてみた。

　……ま、あえて言葉にするまでもないと思うが、凄すさまじかった。見み惚ほれるような左右のコンビネーション、そこに華麗な足技も加わって、永遠にも思える地獄の連打さ。

　数えてないが「ごめんなさい」と三ケタは言ったのではないだろうか。ようやく嵐あらしが静まった。体中が悲鳴をあげている。特にわき腹が。ろっ骨が何本かいかれたかも。

　その痛みで頭の中がクリアになった。

　頭よりも体が、体よりももっと奥の方が理解している。

　ここが現実。

　いや、本当はもっと前から知っていた。知らないフリをしていただけだ。

　あの夢を現実だと言い聞かせていた。

　殴り疲れた二ふた葉ばが息を整えて、

「お前が学校を休んでから今日で四日目だ」

「四日？」

「そう。ずっと寝ていた」

　四日も、と言うべきか、四日しか、なのか。

「何があった？」

　二葉の問いに答えようと思ったが、やめた。二葉の顔を見ていると、幻だとは思えない感触が唇に広がって、喉のどの奥が鉛のように重たくなった。



    

  
    
      



    

  
    
      　二ふた葉ばもそれ以上は訊たずねてこなかった。

　まあ、それはそれとして。

「なぜお前がこの部屋にいる？　どうやって入った？」

　二葉はまたピクリと片かた眉まゆを上げて、それから苦々しく口を開いた。

「………交代で様子を見てた」

「誰だれと？」

「私とタヌキと――」

　玄関のドアが開いた。

「ヨシロー！　やっと起きたんか！」

　ニーナが抱きついてきた。

「よかった！　心配したんやで」

　むにゅり、と腕うでに柔らかいものが当たっている。堪たん能のうしたいところだが、それよりも。

「お前が中から鍵かぎを開けたんだな？」

「そうや」

「勝手に入るな」

「鍵、持ってないもん」

「渡してないからな」

　そこでハッと気づく。着衣の乱れとパンツの中を確認する。

　今度はニーナの平手打ち。

「アホ！　いくらウチでも寝込みを襲うようなマネはせん」

　したじゃないか。でもまあ、今のは俺おれが悪いか。

「どこか異常は？」

　二葉が訊きいてきたので素直に答える。わき腹が痛い。

「それ以外」

　ふむ。これといって特にないな。

「腹は減ってないんか？」と、ニーナ。

　思い出したように腹が鳴った。四日間も飲まず食わずだったからな。

「んじゃ、食べに行こ。エエ店見つけてん」

　家には何もないし、そうするか。

「フタバは？」

「帰る」

「奢おごるで？」

「いらない」

　二葉はそそくさと部屋を出て行った。

「つれないなぁ」

　同意しつつも、どこまでも素っ気ない二ふた葉ばが妙にしっくりきた。ジグソーパズルを完成させた時のような感覚。……何これ？



　国道沿いにあるファミリーレストラン、ではなく、その横の喫茶店にニーナと入った。

　もうすぐ日付が変わるという時間に開いている喫茶店ってどうなの？　と思ったが、

「ここめっちゃ美お味いしいねん」

　半ば強引に連れ込まれた。

　店内に客はいないが、趣のある木目調のテーブルが並び、シックで穏やかな雰囲気。

　カウンターの奥から出てきたマスターは髭ひげの似合う如い何かにも違いのわかる男風で好感が持てた。これは意外な穴場かもしれない。

「いらっしゃい」

　マスターは常連にだけ見せる笑顔で出迎えてくれた。

「Ａ定食ふたつね」

「……定食？　しかも俺おれの分まで？」

「ええねん、ええねん。食べたらわかるから」

　そこまで言うならお任せするとしよう。

　しばらくして、マスターがＡ定食を運んできた。

　キムチチャーハンとコーヒーのセット。

「……おかしくない？　チャーハンって。ここ喫茶店だよな？」

「食べたらわかるから」

　ほれほれ、とニーナが勧めてくる。そこまで言うなら食べてみよう。ま、今の俺は大抵のものは美う味まいと感じてしまうだろうが……（不ま味ずっ！）

　え？　何これ？　すっごい斬ざん新しんな味。ダメな意味で衝撃的。

「美味いっ！」

「えぇっ？」

　ニーナは愉悦の表情を浮かべてマスターに向かって親指を立てた。マスターは微笑ほほえみと会釈で応える。

　俺は口直しのためにコーヒーを流し込んだ。

　苦い。濃くて苦い。口の中にもっさりと豆の感覚が広がる。だけど、コーヒーといえばコーヒーだ。ベトナムとかサイゴンとかコーヒーにも色々種類があるからな。

「アメリカンやで」

「……」

　ズズズ、とニーナは嬉うれしそうにコーヒーを飲む。コイツ、舌もバカだ。カウンター奥で満足そうにしてるマスターも。

　なんだって久々の食事でこんなものを食わなければならんのだ。

「あれ？　もういらんの？」

「欲しいならあげる」

「ホンマに？　ラッキー」

　ガツガツガツ、とニーナはＡ定食を二人前完食した。なんかちょっと引いた。

　それからニーナは俺おれが眠っていた四日間について語りだした。学校で何があったとか、こんな授業をしたとか、山やま田だがウザいとか、山田は目つきが性犯罪者だとか。

　学校についてひと通り喋しやべり終えると今度は四日間で観たテレビ番組について語り始め、バラエティ番組に出演していた芸人に鋭い批評をしたり、アニメの声優さんのプロフィールまで熱心に教えてくれたりした。

　とても楽しそうだった。無邪気な子供みたいだ。髪をツインテールにして、Ｔシャツにハーフパンツという格好だったから尚更そう見えたのかもしれない。

　だが。

　肝心なことは口にしなかった。あえて避けているようでもあった。

「――で、第一期は視聴率が悪かったから打ち切りになったんやけど……」

　と、昔のアニメの制作秘話に話が及んだ時、俺から切り出した。

「この四日間、俺はどうなってた？」

「ずっと寝てた」

「それは聞いた。なぜ俺がずっと寝ていることに気づいたのかってことだ」

「そ、それは……」

　ニーナは急にそわそわして、飲み終えたカップを持ったり下ろしたりした。

「実は……最初の晩に行ったんよ、ヨシローの部屋に。ほんでベッドに潜り込んだんやけどな、ヨシロー爆睡してて、抱きついてもズボン脱がしても引っぱたいても蹴けっても何しても起きなくて」

「なんかもう最初っから間違いだらけだが、まあ、いい。続けろ」

「んで、ウチも眠たくなってきたから寝てん。けど、朝起きてもヨシローはまだ寝てて、起きる気配もなくて、何かおかしいなぁって」

「なぜ寝る？　俺のベッドだろ。あと気づくの遅いだろ。まあいい。それで？」

「そのうち起きるやろと思って待ってたら、いつの間にか二度寝してて」

「だから、なぜ寝るのだ？」

「それはほら、能力を使った後やったから。で、チャイムが鳴ったから目が覚めて、玄関開けたらフタバとナナがいた。二人とも学校にヨシローがいないのはおかしいって、それで家まで来たみたい」

「へぇ……」

「ま、そんな感じやな」

「では、次だ。俺おれはなぜ四日間も眠ったのだろうか？」

「それは……なんでやろ？」

　ニーナは腕うでを組んで思考を巡らせていた。格好だけは賢そうに見えたが、金色の頭から煙が出そうになっていた。言うまでもなく俺も。

　二人して「うーんうーん」と脳をフル回転させてみたが所しよ詮せんはバカ二人だ。バカが何人集まっても文殊の知恵など出てこないのさ。

「ナナ呼ぼうか？　それともフタバにする？」

　あの二人は頼りになるだろうが、別に今は呼ぶ必要ないだろう。もう遅いし。

「やっぱりウチやとアカンなぁ……」

　ニーナはしょんぼりと俯うつむいた。

「さっき起きた時のヨシローめっちゃ暗い顔してた。学校で毎日ひどい仕打ちを受けてもあんな顔せぇへんのに。せやから、美う味まいもん食べさせて腹抱えて笑わしたろと思ったんやけど……うまいこといかんなぁ……」

　食べたものは不ま味ずかったし話もマニアックすぎて笑えなかった、みたいな軽いツッコミも入れられない。胸がいっぱいで空腹も忘却の彼方かなただ。

　俺は改めてニーナのしょぼくれた顔を見つめた。

　いい子だ。とってもいい子だ。いくつか問題点はあるが、それは俺も同じだ。欠点の数なら負けやしない。頭が緩ゆるいところも話が合っていい。男女間で大切なのは価値観を共有することだろ？　ピッタリだ。それに美人だ。セクシーだ。グラマラスでエロチックだ。欠点どころか全てが長所に思えてきた。

　この子とならうまくやれそうな気がする。子供がハーフってのも面白いかもしれんな。まあ、いきなりそうゆう展開はアレだから、まずはプラトニックな関係から――と言いかけた時、

「閉店です」

　髭ひげのマスターが声をかけてきた。少しも役に立たない人だな。しかし、柱時計がボーンボーンと午前０時を告げているのは事実。十五歳が愛を語らう時間ではないな。

　店を出ると、あたりは闇やみに包まれていて、人も車も少なかった。

　こんな時間に二ふた葉ばを一人で帰してしまったことを思い出し、我に返った。

　そして、夢の中の彼女のことも思い出した。

　あの後、俺はちゃんと彼女を家まで送り届けたのだろうか？

　それは思い出せなかった。

　家に着くと、あれだけ寝たのにまた眠たくなった。

　だけどもう、夢は見れなかった。

　ちなみに飯代は感謝の意を込めて全額俺おれが支払った。締めて三千五百円。

　……高くない？



　翌日。

　いつものように通学路途中でナナさんが待っていた。

「心配したんだからぁ」

　と、天使の瞳ひとみを潤ませてから、

「ホルスタインに変なことされてねえだろな？」

　と、悪魔の尋問。久々の二重人格っぷりに戸惑いつつ、帰ってきたんだ、と実感した。

　とはいえ、心の底から実感したのは学校に着いてからだ。

　教室に入っても誰だれ一人として俺に声をかけてこない。クラス委員の井いの上うえさんによる朝の挨あい拶さつも青あお木きくん、柴しば田たくん、中なか島じまくんたちとの談笑もない。五日ぶりの登場だ「具合でも悪かったのか？」のひと言ぐらいはあってもよさそうなものだが、まったくない。

　それどころか、皆のアイドル・ニーナちゃんまでもが俺に好意的になったものだから、彼らの目は獰どう猛もうな肉食獣のそれになっている。虎とらやライオンはきっとああゆう目で獲物を睨にらむのだろう。明日からは制服の下に防弾チョッキでも仕込んでおいた方がよさそうだ。

　女子の反応が悪化したのは明白であり「女の敵」どころではなく、「ケダモノ」「家畜以下ね」「息しないでよ、性欲」などと面と向かって言ってくる。『まゆ毛シフト』の半径はバブル期の株価並みに右肩上がりの伸び率だ。

　唯一、話しかけてきたのは山やま田だ。

「転校したと思ったのに」

　よくよく考えると生意気な発言だが、見かけどおりの山田にホッとした。やはりお前に不良は似合わんな。

　とまあ、もはや涙も出てこない。一瞬でも帰ってきたいと思った自分を撃ち殺したい。

　でも一番残念なのは、コイツだろう。オーラというより殺気といった方が近い雰囲気が背中から漏れている。気配を消す術すべを身につけなきゃ戦場じゃ生き残れないぞ。

「おい」

　と、肩を掴つかんだ。もしかしたら。わかってはいるが。

『なぁに？　佐さ々さ木きくん』

　そう言って、くるりと振り返るのではないかと期待した。

「何だ？　まゆ毛」

　……だよな。しかしまあ、眉まゆの寄せ方ひとつでこうも印象が変わるものかね。

「用があるならさっさと言え」

　本当は夢の話をするつもりだった。

　が、コイツの顔を見ていると、コイツの顔を見ているからこそ話せなくなる。ニーナと違ってコイツは不可解な夢の原因や可能性を答えてくれそうな気もする。

　でも聞けなかった。

　二ふた葉ばは道端に落ちている汚物を避ける時の目で睨にらみ、前に向き直った。

　いつの間にか窓の外には雨が降っていた。



　放課後。

　俺おれは一人で教室に残っていた。クラスメイトの机や椅い子すに触れながら淡い夢の思い出に浸っていた、というのは嘘うそで、朝のＨＲホームルームで谷たに山やま先生に、

「放課後ちょっと残ってくれ」

　と言われたからだ。先生が俺に居残りを命じるとすれば、ついにどこぞの教育団体から表彰の話がきたか、転校の勧めか、成績のダメ出しだ。一番可能性が高いのは成績についてだろうな。甘んじてお叱しかりを受けよう、と覚悟をしていた。

　だが。

　待てど暮らせど先生が来ない。授業が終わってもうかれこれ一時間になる。もしかすると先生もナナさんかニーナのファンだったのかもしれない。生徒をそうゆう目で見るのは聖職者として疑問符がつくが、先生も男だからな。でもさ。だからってさ。こんな仕打ちはないんじゃないかな。やり方が陰湿だよ。

「あ、佐さ々さ木きくん。ここにいたの……」

　入ってきたのは谷山先生ではなく数学の柊ひいらぎ先生だった。なんだ、また例の風紀指導ですか。しかもまた俺だけですか。

「し、写真部の部室に来てって、言ったのに……」

「初耳です」

「え、やだ、谷山先生に頼んだのにな……」

　谷山先生、非礼な妄想をお許しください。でもアナタのミスです。

「うん、まあ、ここでもいいか。ちょっとね、お話があってね」

「また不純な異性交遊の件ですか？」

「んっと、そうだけど、そうじゃなくて、えっとね、どこから話そうかな……」

　相変わらずオドオドしていて頼りなくて庇ひ護ご欲よくとマニア心をくすぐられるけど、

「先生、早く用件を」

「あ、そうね、えっと、じゃあ、これを見て」

　柊先生は一枚の写真を差し出した。

　それを見て、口から臓器が飛び出しそうになった。

　写真に写っていたのは俺おれとニーナ。数日前、ニーナが突然部屋に現れた時の姿が鮮明に写っていた。それも角度が絶妙でどう見ても俺たちがそうゆう行為をしているようにしか見えないアングルだった。

「ち、違う！　断じてこんなハレンチな行為は――」

「う、うん、それはわかってるの、わかってるんだけど……」

　フルスロットルで頭に血が上った。深呼吸では抑えきれないほどの怒髪天だ。

　俺は写真を持ったまま教室を飛び出した。

「あっ！　ちょ、ちょっと待って！」

　すいません。待てません。

　校舎を出て校庭を走っていると、ニーナ（親衛隊も）と出くわした。

「どないしたん？　ごっつい顔して」

「悪いな。今は相手をしてやれない」

　と、通り過ぎたのだが、ニーナは親衛隊を置き去りにして俺を追いかけてきた。

「なになに？　何かオモロイことでもあるんか？」

　わりと本気で走っているのにニーナを振りきれない。足速いな。ま、ニーナもこの事件の関係者だからいいか。

　アンタはもうわかっていると思うが、ニーナのために説明させてくれ。

　まず、俺の住んでいる部屋はマンションの八階で、盗撮するのが極めて困難な環境だということ。

　次に、俺が体験した不思議な夢のこと。

　この常識はずれな二つの事柄を一つに結びつけるものがあります。何でしょう？

「超能力やな」

　そう。となると、おのずと犯人の目星もつく。三引く二だ。

「ちょっと待って。変な夢を見させて変な写真も撮るってどんな能力や？」

「だから、それは……そうゆう感じの能力だろ」

「そっか。そうゆう感じか」

　相棒がバカだと話が早くて助かる。

　で、その犯人は一体何がしたいのか？　狙ねらいは何か？

　それはやはり俺だろう。俺を口説き落とすことが目的だ。それ自体は能力を使わずとも達成できると思っていたのだろうが、念には念でライバルを蹴け落おとす策を講じた。超能力を使って俺に不思議で素敵な夢を見せ、現実に戻った俺が現実の二ふた葉ばを嫌いになるように仕向けた。さらに能力を使って俺とニーナのふしだらな関係を撮影し、学校に密告。それによって俺とニーナの仲を無理矢理引き裂こうとした。

「おぉっ！　今日は冴さえてるな」

　早まるんじゃない、ワトソン君。これはあくまで推理だ。犯人を捕まえて初めて事件は解決するのだよ。だが、犯人は絶対に逃がさない。必ず捕まえてやる。

「ウチに言わせて」

「おう、言ってやれ」

「じっちゃんの―――」

　やっぱダメ。

　雨の中を傘もささずに走るのは恋人か犯人を追いかける時と相場は決まっていて、大抵の場合は捕まえられるものなのだが、できなかった。

　まあ、いい。焦らずとも向こうから来るさ。



　雨は一晩中降り続け、朝になっても止まなかった。

　俺おれは初めて彼女を待ち伏せした。

「おはよ」

　慣れた仕し草ぐさで腕うでを組んでくる。

「あれ？　今日は抵抗しないじゃん」

　神経の図太い人だとは思っていたが、ここまでとは。彼女はしげしげと俺の顔を見つめてから、フンフンと何やら納得し、機嫌がよくなった。

「なるほど。ついにヨシローくんも。そうよね、どう考えても私が一番だもんね」

　と、鼻歌まで歌いだす始末。この愉快犯め。

　とぼけるナナさんの腕を振り払い、胸倉を掴つかんだ。女相手にやることではないが、冷静ではいられなかった。

「ちょ、ちょっと何よ！」

　脳裏に蘇よみがえる。あの笑顔。照れた頬ほお。憂ゆう鬱うつな瞳ひとみ。雪のようなワンピース姿。

　胸が熱くなる。頬を流れるものが雨なのかどうか、自分でも見分けがつかない。

「テメェ、いい加減にしろよ！」

「この期に及んでもまだシラを切るか！」

「はぁ？　マジで意味わかんないんだけど！」

「ネタはあがってんだ、白状しろ！」

「ヨシロー！」

　背後からニーナが現れて助太刀を……せず、俺を羽交い締めにした。

「落ち着いて！　暴力はアカン！」

　直後にもう一人現れた。

「静まれ。まゆ毛」

　続けて、もうひと言。

「タヌキは犯人じゃない」

　……………え？　違うの？



　はい。殴られました。ナナさんに。往復で何十回も。まだまだ殴り足りないといったご様子でしたが、最後の一発の当たりどころが悪くて僕が鼻血を出してしまったので、なんとか許して頂きました。ですが、再び天使の姿を見ることは何光年か先になりそうです。

　その後、四人で僕の自宅に戻りました。本日の学校は欠席です。ナナさんとニーナには濡ぬれた体を温めるためシャワーを浴びてもらいました。ここはセクシーな妄想をする場面ですが、自粛です。ご了承ください。

　と、落ち着いたところで。

　俺おれは事の顛てん末まつを話した。夢のことも。もちろん、あの日のことは隠した。最後に、ナナさんを疑うのも無理はないだろう、と付け加えた。

　裏うら拳けんです。また鼻血です。

「おい、キツネ。お前は何で私じゃないってわかった？」

　二ふた葉ばは煩わしそうに説明する。

「野良犬や猫や鳥に頼んで監視してもらった。まゆ毛が休んだ日からずっと。二十四時間体制で。その間、タヌキに不自然な動きはなかった」

　なるほど。いつかのスタッフさんと同じ手法だな、と一拍置いてから、

「このピーピングギツネ！」

　ナナさんが殴りかかった。ま、当然だな。

　二葉はパンチをひらりとかわして、お得意の人を逆上させる笑みを浮かべる。

「色々知ってるぞ。ここで全部話してやろうか」

「だ、黙れ、エロギツネ！」

「それはお前だ、エロダヌキ」

　そこからは放送できない言葉の応酬。本当に仲の悪い二人だ。ナナさんの秘密は非常に興味があるけどね。

　ニーナは素知らぬ顔で俺が出した粗茶を飲んでいた。これはこれで大したタマだ。というか、美う味まそうに飲むな。なんかへこむんだよ。

　と、再び落ち着いたところで。

「――とにかく、この写真が超能力によるものかどうか……つーか、ホルスタイン、変なマネしてんじゃねぇよ」

「そのホルスタインいうのやめてや。僻ひがみ丸出しやで」

「僻んでねぇよ。私だって、別に、こう見えても……」

「あるようには見えんけどな」

「乳だけデカくてもダメなんだよ」

「なんやと！」

「んだよ！」

「黙れ。タヌキにウシ」

「くっ……。この写真は単なる嫌がらせの可能性もある。淫いん行こう現場をチクって停学もしくは退学を狙ねらったとか。ヨシローくん、嫌われてるから。ホルスタインも」

「ウチは誰だれにも嫌われてへん」

「私は嫌い。多分、キツネも」

「……（頷うなずく）」

「それやったら、やっぱりどっちかが犯人ってことに――」

「違うって言ってんだろ」

「話を戻すな、メス牛」

「メ、メス……」

「この際だから言うけど女子は皆、お前が気に入らねぇ。男を引き連れて歩くような女はどこの国でも嫌われるんだよ」

「なんや、結局は僻ひがみやん」

「僻んでねぇって……もういい。とにかく、写真に関しては一般人による仕業と考えられなくもない。高度な盗撮テクニックか精密な合成か、そんなスパイみたいなヤツが生徒の中にいるかどうかは怪しいけど可能性はゼロじゃない。でも夢に関しては、超能力以外に考えられない」

「まあ、そうやな」

「まだ断定はできない」

「何でや？」

「能力にしては効果が大きすぎる。私たちにそこまでの力はない。タヌキもだろ？」

「さあな」

「その意味ではウシの瞬間移動はかなりの力だがその分、代償も大きい。いくらまゆ毛がバカでも人間を四日も眠らせて異常な夢体験をさせる力となれば超能力者自身の体がもたない。なにより意図が見えない。何がしたいのかわからない」

「まあな。でも他に可能性がないだろ。かなりの使い手か？　それとも新種の病気か？　そっちの方が信しん憑ぴよう性せいに欠けるんじゃねぇか？」

「………」

「黙るな。何とか言え」

「…………」

「わかった！　暴走や」

「暴走？」

「何だそれ？」

「あれ？　知らんの？」

「知らねぇ」

「………（悔しそうに頷うなずく）」

「えー、ウチだけ？　いや、ママもあるって言うてたよ」

「さっさと説明しろ」

「だから、暴走や。本人の意思に関係なく能力が発動する。そうなった時は力の大きさも想像を遥はるかに超える。なんていうか、リミッターが外れる感じや」

「ウソくせぇ」

「……能力の優劣に関係するんかもしれんな」

「どうゆう意味だよ？」

「ナナの力は暴走するほどのモンじゃないんとちゃうか」

「んだと、このスケベウシが！」

「座れ。エロダヌキ。全部話すぞ」

「うぅ……」

「能力の優劣もそうだが、それ以上に精神面に関係しているんじゃないのか？」

「あ、そうかも。ウチの場合、リラックスしている時になった気がする」

「その逆もあるだろう。極度の緊張状態や精神的に追い詰められた時、私たちが意識的か無意識のうちにかけている枷かせが外れる。そして、いわゆる暴走をする」

「凄すごい！　フタバは賢いな」

「お前がバカなだけ」

「………」

「この仮説が正しいとすれば、まゆ毛の夢が超能力の影響だという説明はつく」

「得意げな顔すんな。まだ解決してねぇだろ」

「………」

「私たち以外にも超能力者がいるとして、それは誰だれかってことだろ」

「そうやな」

「……」

「誰だ、犯人は？」

「うーん……わからんなぁ」

「キツネは？」

「……」

「テメェはわからないことになると途端に歯切れが悪くなるな」

「わからないんじゃない。特定できないだけ」

「何でもいいから話せよ」

「……あの条件に照らし合わせれば、ある程度は絞り込める。でもそれは探索範囲が限定可能な場合。それに本人に自覚があるかどうかも疑わしい」

「チッ、考えてることは同じか……」

「メイドも意外と賢いんやな」

「メイドじゃねぇよ。とにかく、身近なところから攻めるしかねぇな」

「……（頷うなずく）」

「ほな、早速行こか」

「そうゆうことだから――って、ヨシローくん聞いてたの？」



　いいえ、聞いてませんでした。

　ところで、どれが誰だれのセリフかわかったかい？



「しっかりしろよ！」

「ヨシローのために言うてるのに」

「………（舌打ち）」

　今のはナナさん、ニーナ、二ふた葉ばの順ね。

「ふざけんな！」

「ふざけてなどいない」

　要するに、もう一人エスパーがいるんだろ？　へぇ、そうなんだってなモンだ。可哀想かわいそうなものを見る目だ。

　もう一人は誰ですか？　誰でもいい。興味ナシ。ミステリーはもう飽きた。

　結局、その新人も含めて皆さんの狙ねらいは俺おれだろ？　俺には特殊な能力があって、それ故に美少女エスパー（と、謎なぞの新人）に狙われる。あははは。いいんじゃないか、それで。

　今さらゴチャゴチャ言わん。言う気力もない。

　でも。

　どうしても許せないことがある。

　消えてしまった世界。彼女はもう戻らない。

　それは誰の責任だ？

　巡り巡ると――極めて不本意だが――俺になる。

　じゃあ、どうする？　どうすればいい？

　一番望ましいのは女どもが消えてくれることだけど、それは無理なんだろ？

　だとしたら、残された道は一つだ。

　誰だれかに決めるしかない。そうすれば俺おれを巡る不毛な争いはなくなる。なくなってくれなきゃ困る。

　とゆうことで。

　そろそろ手を打とう。あきらめた。恋愛ゲーム的ハーレム展開に何度か自我を失いかけたが、いつまでもフラフラした優柔不断で八方美人な巻き込まれ型の主人公ではないぞ。

　で、誰と？

　三人の会話を聞き流しながら、それをずっと考えてた。

「そして、決めた。まだ見ぬ新人さんには悪いが、ここにいる三人の中から選んだ」

　ようやくメインキャストが出で揃そろい、いくつかの謎なぞも生まれ、いよいよこれからドタバタ劇が展開されようというところでエンドマークをつけるのは気が引けるが、許してくれ。もう疲れた。ウンザリだ。そもそも俺が望んでいた物語じゃないしな。

　では、発表します。

「俺は―――」



　その瞬間、世界が一変した。

　悪いがエンドマークはまだつけられそうもない。



    

  
    
      



　四章　密林と超能力





　たとえば。

　神様がいるとして。その神様に、

「キミは人類の進化のために生まれたんだよ」

　と、言われたら、アンタはどう思う？



　俺たちは部屋の中にいた。部屋からは一歩も出ていない。そうだよな？

　しかし。

　今は違う場所にいます。

　どこでしょう？

　ヒントは木々や草花が欝うつ蒼そうと生い茂っていて、夏みたいに暑くて湿度も高くて、鳥や虫たちの鳴き声がとてもにぎやかな場所です。

「ジャングル……？」

　ニーナの回答で正解だと思う。そうゆう表現が一番相応ふさわしいだろう。木々や草花、とサラッと言ったが、簡単に流せる代物ではない。木の密集度、高さ、幹の太さ、根の広がり方、枝の絡まり具合、蔓つるの長さ、どれも我が町には生息し得ないものだ。我が町どころか日本国中どこを探しても見つからないだろう。草花も同じ。あ、アレは虫を食べるって花じゃないか？

「どうゆうこと？」

　と言ったナナさんも勘づいてはいるだろう。だから、俺おれたちは驚嘆しながらもパニックにならずに済んでいる。

　だが、呑のん気きに推測をさせてはくれない。

　ゴオオオ、と腹の底をえぐるような地響きが聞こえてきた。

「ひぃっ」

　ニーナが俺の背後に隠れる。ナナさんも。心なしか二ふた葉ばも。なんだかんだ言っても女の子なんだな、と心の中でほくそ笑んだ、というのは嘘うそに決まっていて、俺も誰だれかの背後を取ろうとレスリングのようなポジション争いだ。

　また聞こえてきた。さっきよりも大きく、近い。オに濁点をつけたような音。地響きや地鳴りの類たぐいではない。これは鳴き声だ。

　ガサッ、と俺の顔以上に大きい何かの葉っぱを掻き分けて、顔を出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　虎とらが。

「「ぎゃああああああ！」」

　ナナさんとニーナが叫んだ。例外なく俺おれも。だが、一人だけ違った。恐怖で硬直している俺たちを尻目に二ふた葉ばは叫び声も出さず逃げだした。感服するやら呆あきれるやら複雑な心境だが、お陰かげで金縛りの呪じゆ縛ばくから解けた。

　すぐさま俺たちも駆けだす。

　間髪入れずに雄叫びをあげながら虎が追ってくる。虎だぞ、トラ。どこぞの球場でバク転しているのじゃなくて本物だぞ。虎に追われた経験のある人間など世界中でもひと握りしかいないだろう。そのひと握りの中に俺たち四人も名を連ねることになった。待てよ、ひと握りの人たちは無事に逃げきれたのか、などと考えはしない。考えたくもない。

　俺は虎の雄叫びにも負けないぐらいの叫び声をあげながら全速力で逃げた。間違いなく自己ベストだ。インターハイにも出れるかもしれん。それなのに女三人に追いつけない。ヤツら速いのなんの。オリンピックも夢じゃない脚力だ。

　とはいえ、ネコ科肉食獣に瞬発力勝負では勝てない。みるみる接近してくる。エスパー軍団の最後尾を走る俺に。

「ヨシローくん！」

　一瞬だけ振り返ったナナさんが叫んだ。ナナさんの視線は俺ではなく、俺のすぐ後ろを捉とらえている。振り返らずともわかった。二葉とは比較にならないオーラと波動と殺気だ。

　すぐそこに、いる。

（終わった……）

　幽霊（ニーナ）に襲われた時はそう思う余裕があったが、今はない。完全に思考が停止して、同時に足が止まった―――

　…………が、襲われなかった。何秒経っても生きている。

（ん？）

　できる限りのスローモーションで振り返った。見えたのは、虎の後ろ姿。そして、そのまま茂みの奥へと去って行った。自分にこれほどの肺活量があったのかというぐらい長く深い安あん堵どの息をつく。

　助かった――という言葉を、ガサガサ、とまた葉っぱのこすれる音がかき消した。

　虎が去って行った方向の東側から気配が近づいてきて、現れた。

　ゴリラが。

『――――』

　オとホの間みたいな音を発して胸をバンバン叩たたきながら襲いかかってきた。知ってるか？　ゴリラの腕力って凄すごいんだぞ。パンチ力はゆうに二トンを超えるそうだ。そんなのに殴られたりしたらどうなるか、言わずもがなだろ？

　逃げた。虎とらでの経験が早くも活きたのか、俺おれたちは絶叫もほどほどにして逃げることに全力を注いだ。ゴリラだぞ、ゴリラ。本物はウホウホとか言わないんだぞ。

　ゴリラは瞬発力に欠けるのか、持久力がないのか、それとも縄張りを抜けたのか、いずれにしても俺たちが走っているうちに姿は見えなくなっていた。

　やれやれ、どうにか無事のようだ――と、ならないんだよ。

　またガサガサと音がして、ご対面。

　ライオンと。

「わっはっはっ」

　パニックも度が過ぎると楽しいものだな。

「ヨシロー！　笑ってる場合とちゃうで！」

　ニーナが叫ぶ。ナナさんと二ふた葉ばはすでに走り出している。女って強いよな、などと感心しながら俺も慌てて猛ダッシュ。

　しかしまあ、ライオンだぞ。百獣の王だぞ。我が子を谷底に突き落とすとか噂うわさされてるヤツだぞ。ひまわりみたいな髪型をしてるぞ。確か狩りはメスの仕事だった気もするが、オスでもメスでもライオンに追われて逃げきれやしない。幸いライオンはすぐに発見できたのでまだ距離はある。だが、それも如実に縮まっている。虎と獅し子しのどちらが速いかは知らないが、相手のスピード以前にこちらの体力が尽きてきた。心肺機能が悲鳴をあげている。

「も、もうダメ……」

　俺よりも数メートル先にいたナナさんが急激にペースダウンした。すぐに駆け寄って、崩れ落ちようとしているナナさんの腕うでを取り、体を起こす。

「あ、ありがと」

　毎朝の腕組み登校が役立ったのか、俺たちは意外にも速く走れた。それでも減速は否めず、まるでこちらから近づいているかのようにライオンが接近してくる。

　先頭を走っていた二葉が突如、足を止めた。

「どうした？」

　と言うよりも先に目に飛び込んできた。

　無我夢中で駆けていた俺たちがいつの間にか辿たどり着ついたのは、不自然な空き地のようなスペース。その真ん中に小屋が建っていた。小屋というよりはログハウスと呼ぶべきだろうか。小さいがしっかりとした木造の建物だった。

「なんでこんなところに？」

　ナナさんのセリフはもっともだが、その前に。前門の不思議より後門のライオンだ。

　しかし、オスライオンの姿はどこにもなかった。安あん堵どの息をつく。そのまましばらく様子を窺うかがう。雄叫びも気配もない。

　どうやら打ち止めのようだ――ったら、どれだけよかったか。

　ガサガサガサ。

　茂みを掻き分ける音。一か所じゃない。あちこちから聞こえてくる。

　今度は三頭同時だ。虎とら。ライオン。ゴリラ。

　ログハウスがある方向を北とすれば、東に虎、南にゴリラ、西にライオン。アンタならどっちに逃げる？　聞くまでもないな。

　俺おれが小屋に向かって駆けだすと、女三人はすでにドアの前にいた。

　三頭の獣は慌てない。俺たちを射程圏内に捉とらえたからか、獣同士でけん制し合っているからなのか、ゆっくりと、それでいて確実に迫ってきている。

　俺たちは小屋のドアの前で身を寄せている。おそらく小屋の中に入ってしまえば、絶体絶命の窮地から逃れられるだろう。

　しかし。

「アカン！　鍵かぎかかってる」

　ニーナが懸命にドアノブを回して押したり引いたりしているが、ビクともしない。その小屋には窓もついていた。それを叩たたき割って入ろうかとも思ったが、それでは後々の防御壁を失うことになる。さすがに目の前の三頭の侵入は防げそうだが、毒を持つ昆虫や爬は虫ちゆう類るいがいればザル同然だ。って、今を生き延びられなければ後も何もないか。

「どけ！」

　ナナさんがニーナに代わってドアの前に立った。

　なのに、ノブには触れない。両手をかざしているだけ。

「なにしてんねん！」

「うるせぇ！」

　そうこうしている間にも三頭の獣による包囲網が狭まっている。キツネ・タヌキ・ウシなるニックネームを持つ美少女エスパーに迫られるのと、トラ・ライオン・ゴリラの変則トリオに囲まれるのではどちらが非現実的なんだ？　どっちもか。

「ナナ！」

「あと少し！」

　何が、と聞いてる時間はない。俺は窓を割ろうとした。

　それを獣たちは許してくれない。獰どう猛もうな眼まな差ざしで自由を奪う。

　じわり、じわり、と小屋に近づいてくる。

　距離にして五メートルほど。あと二歩、あの虎が跳躍すればたちどころに俺たちは餌えさへと変へん貌ぼうを――

　口火を切ったのは、まさにその虎だった。鋭い牙きばを見せつけるように大きく口を開け、音もたてずに地面を蹴けった。

　瞬間。

　グイッ！　と二ふた葉ばが俺おれの制服を引っ張り、そのまま虎とらさんの前に突き出した。

「なっ……」

　んてヤツだ………。

「ヨ、ヨシロー！」

　ニーナの叫び声もどこか遠くの出来事のよう。全てがゆっくりに見えた。目と鼻の先に大口を開けた虎がいる。コマ送りでそれが俺に接近して――

　――止まった。

　閉じた口の奥で喉のどを鳴らしているが、目の前一メートルの地点で足踏みをしている。

「戻れ！」

　言いながら二葉はまた俺の制服を掴つかんで、ドアの前に引き戻した。

「キ、キ、キサマッ！　き、き、今日という今日は！」

「お前は盾だ」

「生いけ贄にえの言い間違いだろ！」

「黙れ！　説明は後だ。タヌキ、まだか！」

　カチャリ。音がした。

　と、同時に。

　変則野獣トリオが一斉に飛びかかってきた。断末魔のような雄叫びと共に。

　あと数秒遅ければ、命はなかったかもしれない。

　いや、マジで。



　間一髪のギリギリセーフで命からがら転がり込んだログハウス。俺たちは窓から様子を窺うかがい、三頭の獣が悔しそうに去っていくのを確認してから、崩れ落ちた。フルマラソンを走り終えたランナーのように膝ひざをつき、倒れこみ、床に突っ伏して、しばらくの間は誰だれも何も喋しやべらず、とにかく体を休めた。

　体力の回復を待ちつつ、状況の把握をしよう。

　といっても、思案すべき項目が多すぎるな。さて、何から手をつけようか。

　緊急避難の功労者、ＭＶＰ、命の恩人である彼女に目を向ける。

　ナナさんは床にうずくまりながら顔を上げた。ひどく疲れている。灰色がかった顔色。よく見ると手や足のあちこちに擦り傷がある。おそらく逃げている時に木の枝や草で切ったのだろう。もっとも、それはナナさんに限ったことではないが。

「顔色悪いけど、どこか痛むんですか？　まさか骨折とか……」

「ううん、大丈夫。それより何？」

　質問は決まっている。

「どうやって鍵かぎを開けたんですか？」

「サイコキネシス」

　なぜかニーナが得意げに答えた。

「そうやろ？」

「う、うん」

「なるほど。で、そのサイコなんたらとは？」

「念力。その力で外から鍵を開けた」

　これもなぜか二ふた葉ばが、しかもバカにする目つきと口調で言った。キサマには聞いてないのだが。

「それは凄すごいな」

　ニーナの時と同じ感想だが、そうだろ？　その実用性は立証済みだしな。

「そうでもないよ」

　これまたあの時のニーナと同じ返答。そうか、副作用とやらだな。

「ま、まあ、大したことではないけどね」

　言葉を所々、詰まらせる。本当に怪け我がをしているんじゃないのか？

「だ、大丈夫よ。気にしないで」

　天使の表情にもどこか無理があったが、本人が大丈夫と言うなら次にかかろう。

　俺おれは部屋を見渡した。

　が、すぐに見終えた。一部屋しかないから。

「いや、トイレはあるわ」

　一足早くＨＰを回復させたニーナが部屋の奥にあった扉を開けて、言った。なるほど。

　広大な庭付き一戸建て。二十畳ほどのリビング。キッチン風ふ呂ろなし。トイレあり。場所はジャングルのどこか。この物件、アンタならいくらで買う？　俺はタダでもお断りだ。

　突然ナナさんがトイレに駆け込んだ。正確にはニーナが「トイレは」と言った瞬間に。

　獣から逃げている時よりも速いかもしれない。

　どうした、も何も用を足す以外にないか。

「ぜ、全っ然、大丈夫だから」

　とは思えない切実な声がトイレの中から届く。

「副作用」

　二葉が唇を斜めに吊つり上げた。そうか、腹を下すんですね。

「違う！　そっちじゃない。小さい方よ。アイドルはおならもしないのよ！」

　……それは苦しいっす。ですが、深くは追及しません。

「ヨシローくん！」

「はい」

「何か歌って」

　消音設備なんてないからな。壁も薄い。わかりました。でも俺おれは音楽にトンと疎うとくて、恥ずかしながらカラオケにも行ったことがないぐらいでして。

「何でもいいから歌え！」

　悲痛な叫び。仕方がないので歌った。校歌を。

「もっと大きな声で！」

　まさかジャングルの僻へき地ちで校歌を熱唱することになろうとは。それにしても、まだ一ヶ月と少ししか通っていない学校の校歌を諳そらんじれる俺はやはり模範的な優等生だと思う、というか、日本の教育システムに洗脳されている気がする。



「ホルスタイン！」

　トイレから出るやいなや、ナナさんがニーナに掴つかみかかった。

「な、なんやねん？」

「テメェしかいねぇだろ！」

　実は俺もそう思っていた。俺の部屋からジャングルへの『瞬間移動』だからな。

「違う！　ウチじゃない！　ウチは行ったことのある場所しか行かれへん。それに一人しか移動できん。なにより力を使うには――」

　それもわかってはいた。だが。

「暴走したんだろ。テメェが言ってたんじゃねぇか」

　その通り。俺が結婚相手を発表しようとして、ニーナはごくんと唾つばを飲むほどに緊張して、リミッターが外れて、ここにいる。そう考えると俺にも責任の一端はある気もするが黙っておこう。

「う……。そ、そうなんかな？　いや、でも……」

「何でもいいから今すぐここから出せ！　オラ、さっさと力を使えよ！」

　詰め寄るナナさんを二ふた葉ばが引っぺがした。

「落ち着け、クソダヌキ」

　それを言ってはいけないよ。

　というか。

　あやうく忘れるところだった。ああ、思い出すとはらわたが煮えくり返ってきたぞ。

「さっきの突き出しはどうゆうことだ！　今回ばっかりは説明してもらうぞ。事と場合によっちゃ部屋から放り出すぞ！」

「そんなことより、何か知ってるなら言え」

　そんなことではないのだが、そうゆうことだ。

「………」

　二ふた葉ばは固く口を結ぶ。ナナさんが言った通り、コイツはハッキリと断言できない事柄は言いたくない性分らしい、ってそんな場合か。喋しやべれ。

「ここはジャングルじゃない」

「何を言い出すかと思えば、ここはどう見たって……」

「あ。ホンマや」

「冷静に考えたらすぐにわかるのに……。ニーナ、ごめんね」

「ううん。誰だれだってパニックになるよ」

　手と手を取り合うタヌキとウシ。あの、俺おれはまだパニックなのですが。

「「「はぁ………」」」

　三人同時に長いため息。もしかしてアンタもか？

「トラやライオンが一緒になって襲ってくるか、バカまゆ毛」

「ヨシロー落ち着いて。よーく考えたらわかるから」

　………いかん。ますます混乱する。

「で、でも現に襲われただろ、ライオンやゴリラに」

「もう！　ヨシローくんは黙って聞いてて」

　そうします。



「ヨシローが見た夢と同じ状況ってことやな？」

「少し違う」

「どこが？」

「超能力が使える、だな？」

「………（頷うなずく）」

「ウチの力も使えるってこと？」

「そうなるだろう」

「じゃあ、ここからヨシローの部屋に――」

「それは無理」

「なんで？」

「ここが現実にはない場所、仮想空間だから」

「ウチら自身も本物じゃないってこと？」

「多分。意識だけがここに来てる。実物の私たちはヨシローくんの部屋で気を失ってるか寝てるんだと思う。ヨシローくんがそうだったみたいに」

「……アカン、全然わからん」

「少しは頭にも栄養を回せ」

「それやったらアンタは少しぐらい胸に――」

「黙れ」

「「………」」

「ここは誰だれかのイメージの中。精神世界。そこに私たちの意識が飛ばされた、というか、入れられた。そうゆうことでいいんだろ？」

「………（頷うなずく）」

「やっぱりエスパーの仕業で間違いないみたいやな」

「それも暴走した力ってやつだな」

「せやけど、こんなところに連れてきて一体何がしたいんや？」

「それは、よくわかんねぇけど……」

「狙ねらいは私たち」

「と、言うと？」

「さっきの虎とらが言ってた。『女は食う。男はいらない』と」

「そうだったのか。だから、俺おれは餌えさにならずに済んで、知ってたから二ふた葉ばは俺を盾にしたのだな。それにしたって、もっと別のやり方があるだろう。何にも知らない俺がどれだけ怖い思いをしたか――」

「ヨシロー、静かにして！」

　すいません。

「つまり、私たち三人が邪魔だと」

「………（頷く）」

「待って。ここはめっちゃリアルやけどバーチャルなんやろ？　それやったら食べられたところで実際の私たちには――」

「肉体は無傷。でも意識は死ぬだろう」

「植物状態か……」

「ちょっと待て」

「黙れ」

「いいや、聞き捨てならん」

　軽く言ってるが、つまりは殺人ではないか。それはダメだろ。ちーっとも笑えん。

「それは本人もそう思っているのだろう。だから、この小屋がある」

「いい加減に慣れろよ。俺にはもっと丁寧にわかり易く言わなきゃ伝わらないぞ」

「……私とタヌキとウシに消えてほしいという思いの象徴があの獣たち。一方でそうなってほしくないとも願っている。それが反映されたのがこの小屋。相反する二つの気持ちがせめぎ合っている。とても不安定な心理状態」

　なんちゅう複雑な心境をしてやがるんだ。俺たちをどうこうする前にカウンセリングを受けてほしい。なんて迷惑なヤツだ。どこの誰だ、そいつは。

「……それをキミの部屋で話し合っていたんだよ」

「誰だれだかわかったんですか？」

「……それを探しに行こうとした時にヨシローが変なことを言い出したんや」

　いかん。ニーナにまでバカにされている。

「何にしても、どうにかしてここから出ないとマズイわね」

「どうやって？」

　それにはナナさんもニーナも答えなかった。代わりに二ふた葉ばが苦々しい口調で答えた。

「……わからない」

　結局、そこからは何も話が進まず、いつの間にか皆、眠りについた。野獣と駆けっこをしたのだ、当然だろう。

　そうやって一日目は終わった。

　以下、「与よ四し郎ろうのジャングル遭難日記」風にお届けする。



　二日目。

　眠りから覚めると朝だった。暑い。密封状態の部屋に太陽が照りつけている。サウナとまではいかないが、それに近い状況だ。

　それから四人（というか、俺おれ以外）で脱出方法について議論していたが答えは出ない。それよりも当面の問題に目を向けなければならない。

　つまり、食糧と水の確保だ。無論、この部屋にそんなものはない。トイレも水洗式ではない。

　イメージの中なのだから飲み食いしなくてもいいのでは、と疑問を投げかけてみたが、

「餓死すれば同じことだ」

　と、仏ぶつ頂ちよう面づらは答えた。その言い草には怒りを覚えるが、俺の腹が鳴っているのも事実。あの夢の中でもそうだった。

　部屋を出て探検することにした。サバイバルの基本は現状把握だ。派遣部隊は俺と……俺だけだ。

「私たちは獣に狙ねらわれるんだから当然でしょ」

　と、ナナさん。おっしゃる通りです。

　部屋を出てしばらく歩くと、海にぶつかった。この「しばらく歩くと」の部分が簡単でないことを理解してもらいたい。途中、虎とらに遭遇した。二葉が言ったのは本当で、恨めしそうに俺を睨にらんではいたが襲ってはこなかった。襲われないとわかった以上はこちらも恐れはしない、というのは単なる強がりで、あやうく失禁しかけた。いや、実際は……。

　海沿いに歩いてみた。時間の感覚が定かではないが太陽の傾き具合から察するにおよそ四時間ほどで一周した。

　どうやらここは島のようだ。人間の時速を約四キロとして換算すると………十四キロ、もとい、十六キロということになる。円周というか周囲みたいなのが。

　とにかく、水分の目め処どは立った。海水をそのまま飲むわけにはいかないが、色々と工夫すれば飲み水にもなるだろう。「色々と」の部分は俺おれの知るところではない。

　食料に関しては木の実を発見した以外にめぼしいものはない。例の虎とらやライオンをとっ捕まえて食えれば一番いいのだが、それは無理だ。木の実にしても採れるわけではない。凄すごく高い位置にあるし、幹もツルツルで、枝もない。よほど木登りに自信があるかサルでもなければ取れないだろう。

　というわけで、いくつかの情報は得られたが、物質的には収穫のないまま帰路についた。この「帰路についた」も簡単ではなかった。道に迷い、彷徨さまよい、そうこうしている間に陽が落ちて、暗くら闇やみに覆われる寸前で奇跡的に生還した。半泣きだった、というのも虚栄で、泣いていた。

　そんな俺を待っていたのは女性陣による罵ば声せいだった。やれ「役立たず」だの「クズ」だの言いたい放題。

　また泣いた。

　それにしても腹が減った。



　三日目。

　朝、昨日取り損ねた木の実の調達に向かう。本日はナナさんが同行する。彼女のサイコなんたらを使って実を採るという寸法だ。

　今日も暑い。昨日よりも陽射しがきつく、湿度も高い。そこへきて我々は制服なのだ。せめて夏服になってから来たかった、とか、ジャングルを彷徨う高校生って、というツッコミを入れる元気もない。誰だれに言えばいいのかもわからない。

　目的の木に辿たどり着つく。この「辿り着く」の部分が――は、やめておこう。ライオンさんが現れたけど無事だった、とだけ記す。ナナさんが木の実に向かって手をかざし、しばらく集中すると木の実が落ちてきた。三つ。まったく大した能力だ。その直後にナナさんが物もの陰かげに隠れ、俺が大声で校歌を歌ったことに触れてはいけない。デリケートな問題だ。

　三つ落とした木の実のうち一つが落下の衝撃で半分に割れた。

「……食べよっか？」

　まさしく悪魔の囁ささやき。だがしかし、腹を空かした同どう胞ほうが待っているのだ、抜けがけなど決して、絶対に……。

　この世のものとは思えない美う味まさだった。最初の三口までは。あまりの空腹にがっついてしまったのだが味覚が戻ってくると吐きだしそうな不ま味ずさだった。しかし、貴重な食料兼多少の水分補給にもなるのだ、我慢して胃袋に押し込んだ。

　あぁ、ナナさんの弁当が恋しい。

「私のお弁当、好き？」

　好きだ。あれは美う味まい。どこぞの店のヒゲなんかよりもずっとずっといい腕うでしている。

「ふふ、嬉うれしいな」

　彼女は涼やかに笑った。

　つくづく反則的な美び貌ぼうだ。複雑な事情がなければなぁ、とか考えてしまう。ま、複雑な事情がなければ彼女は俺おれになんぞ見向きもしないだろうが。

「昨日、助けてくれてありがとね」

　ライオンに追われた時のことを言ってるようだ。

「あんなものは助けたうちに入らないでしょ。誰だれだって同じことしますよ」

「うん。そうだけど……」

　彼女はしばらく黙ってから、

「昔からすぐにあきらめちゃうんだ」

　やけにしっとりとした声色だった。

「本当はね、どっちでもいいの。力が消えても消えなくても。消えてくれるに越したことはないんだけど、滅めつ多たに力なんて使わないし、使わなくても困らないし」

「では、なぜ？」

「……普通の恋がしたかったから、かな」

　ナナさんは実を採ったばかりの木を見上げた。

「誰かを好きになって、その人も私を好きになってくれたこと、あるんだよ」

　あるだろう。なんたって大天使様だからな。

「でもその瞬間によぎるの。きっとこの人とはわかり合えないって。どれだけ好きでも、どれだけ好きになってくれても、私とこの人は違うって」

　ううん、それも違うね、と彼女はすぐに否定した。

「自分とは違うって思われるのが、怖かった」

　どこかで聞いたような話だ。

「だから、初めてテレビでヨシローくんを見た時は嬉しかった。この人ならって思った。だけど、よく考えたらそれは好きという感情とは違うよね」

　胸がちくりと痛むが、そうだと思う。

「それでもキツネやウシに取られるのはなんだか悔しくて、色々と意地悪しちゃったの。ゴメンね」

　改まって謝られると困る。それほど嫌な思いばかりではなかったし、くどいようだが、弁当は絶品だった。

　それに。

「俺おれは思わない。俺とは違わない」

　いや、ルックスとか頭の出来とかは違う。それはもう全然違う。天と地以上の差だ。

　だが、一つだけ同じことがある。

「俺たちは普通じゃない。だから、思わない。違うなんて絶対に思わない」

「………」

　彼女はボーっと俺の顔を見ていた。それは美の化身にあるまじき間抜けな顔だった。

　そして、むぎゅう、と俺の両りよう頬ほおを引っ張った。

「ヨシローくんのくせに、生意気」

　よくわからん。それに痛い。

　ナナさんはパッと手を放し、極上の天使スマイルで、

「でも、今ちょっとだけ普通かも」

　言ってる意味はわからんが、やっぱりナナさんはこの顔が一番いい。

「そういえば。あの時、誰だれの名前を言うつもりだったの？」

　できれば永遠に忘れていてほしかった質問だ。

「怒らないから言ってよ」

　天使様のお願いにはどうにも逆らえないので、答えた。

　それからの彼女の上機嫌ぶりは目を見張るものがあった。腕うでを組んでスキップをしながら鼻歌混じりで小屋へと跳ねる。途中、またライオンさんに遭遇したが、彼女はビクリともせずに素通りした。

　やれやれだ。

　部屋に戻り、二ふた葉ばとニーナに木の実を与えると、親鳥が餌えさを運んできた時のヒナ鳥のような勢いでがっついた。二葉は三口目から「不ま味ずい」を連発したが、ニーナは平然と平らげた。これもある意味、特殊能力だ。

　その後、海へ向かう予定だったが、疲ひ労ろうが激しいので明日にする。



　四日目。

　朝から木を集める。海水を汲くみ取とる桶おけを作るためだ。非常にキツイ作業だった。昨日のうちにやっておくべきだったと後悔した。落ちている枯れ木や、折れそうな木の枝を折り、集めていく。それを蔓つるや葉でつなぎ合わせ、どうにかそれっぽいものが完成した。バケツよりは小さいが一応は桶だ。

　それを持って海へ向かう。本日はニーナが同行。

　日課となりつつある獣との邂かい逅こうを経て、海に辿たどり着ついた。

「うわぁ……！」

　言葉を失うほど、ここの海は美しい。濁にごりのない鮮やかなコバルトブルー。

「ちょっと入ってくるっ！」

　ニーナは制服を脱ぎ捨て、下着姿で海に飛び込んだ。しばらく潜って、水しぶきと共に顔を出す。焼き殺そうとしているとしか思えない昼の太陽にも負けない笑顔。それに心が癒いやされる。もちろん、下着姿にも。

「めっちゃ気持ちいい！　ヨシローも入ろう！」

　一緒にはしゃぎたいのはやまやまだが、無駄に体力を消耗させていられない。実のところ、ここに来るだけで疲ひ労ろう困こん憊ぱいなのだ。確実に衰えている。

　ほどなくしてニーナは海からあがった。逆光でよく見えなかったが、知らない人が見たら人魚と勘違いしたかもしれない。

「ちょっと休んでもええ？」

　ニーナは俺おれの隣に腰を下ろした。俺は慌てて背中を向ける。

「気ぃ遣わんでもええよ。見られても減るもんやないし」

「俺の理性は大幅に減る」

「あはは。それも含めて別にええのに」

　それからしばらくニーナの肌と下着が自然乾燥されるのを待った。

「……ウチはこれぐらいしか取り柄ないからな」

　もたれかかってくる背中とその声に、いつもの元気がなかった。

「ナナみたいに役に立たれへんし、フタバみたいに賢くないし、せいぜいヨシローの目の保養ぐらいにしかなられへんやろ？」

　充分だ。目の保養どころか、眼福の極みだ。

　それに。

「これぐらい、とか言うな」

　ニーナはいつだって明るい。こんな絶望的な環境下に置かれても、明るい。

　それはバカだからではない。ある意味ではバカだけに為なせる業わざかもしれんが、俺の頭の悪さとは別種類だ。俺にはできない。

　今に限った話でもない。最初に夜よ這ばいに来た時も、あんなもの冷静に考えれば犯罪だ。住居不法侵入だ。だけど、なぜかそんな気になれない。そんな雰囲気にならない。どこか滑こつ稽けいで、許せてしまう。

　ニーナはいつだってそうだ。そうゆう空気が彼女にはある。山やま田だたち親衛隊を虜とりこにするのはスタイルやルックスだけでなく、彼女のこうゆう性格だろう。

「俺はあの夜の喫茶店でのことを一生、忘れないぞ」

　誰だれかを元気づけるというのは、頭がいいよりもスタイルがいいよりも立派な才能だ。

「………」

　ぐすん、と背中越しに鼻をすする音が聞こえた。ほらな。俺にはできないのだ。余計なことを口にして相手のテンションを下げるタイプのバカなんだ。

　俺おれが謝るよりも先に、ニーナが訊たずねてきた。

「そういえば。あの時、誰だれの名前を言うつもりやったん？」

　まただ。

「ウチじゃないことはわかってるけど、あの二人のどっちかなって気になるやん」

　仕方がないので、答えた。

　即座にニーナが抱きついてきた。せめて服を着てくれ、理性を保つにも限界はあるぞ、と抵抗したが、有無を言わせない力で俺を押し倒し、手足の自由を奪い、大きな胸で俺を溺おぼれさせて……

　という展開になると思ったのだが。

　すっ、と背中が離れただけだった。

「ふーん、そうなんや……」

　ちょっと拍ひよう子し抜ぬけ……ではなく、意外な反応だった。さらに、そろそろ戻ろう、と俺が立ち上がると、

「ち、ちょっと待って。服着るから、こっち見んといて」

　砂を投げつけてきた。これまた物足りな……ではなく、意外な反応。さらにさらに、

「ま、えっか」

　当初の予想通り、俺に抱きついてきた。

　なんだかよくわからん。それに痛い。目にごつい石が入っている。襲いかかる刺激的な体がまるで見えん。ちょっと残念……ではなく、とても残念だが、声にいつもの明るさが戻っている。やっぱりニーナはこのテンションが一番いい。

　やれやれだ。

　どうにか誘惑を振り払い、帰った。小屋に入るとキツネとタヌキが取っ組み合いのケンカをしていた。慌てて止めに入り、何発か巻き添えを食らいながら理由を訊きくと、

「目玉焼きにはソースか醤しよう油ゆか」

　というものだった。

　皆、疲れている。

　ちなみに俺はマヨネーズ派だ。



　五日目。

　昨晩から雨が降った。雨をこれほど嬉うれしく思ったことはない。こんなことなら昨日わざわざ水みず汲くみに行かなくても、という無ぶ粋すいな自問もしない。ただただ、嬉しい。

　すぐにでも外に出て雨を浴びたいという衝動を抑えて、まずはナナさんと木の実調達に向かう。本日は五つ。乱獲は禁物だ。

　小屋に戻ってもまだ仕事はある。床板を一枚くり抜き、そこに砂を敷き詰め、その上に昨日集めた木の余りを重ねて組む。即席キャンプファイヤーだ。

　ここで。

　十五年間生きて初めて俺おれの能力が役立った。指先の小さな炎。それが木を燃やし、その木がまた別の木を燃やす。瞬く間に燃え盛った。

（やった！）

　と、俺が感涙に咽むせび泣なく間もくれず、女性陣は外へ飛び出した。ナナさんはすでに雨に打たれていたのだが、それとこれとは別なのだろう。

　壁の向こうからナナさんとニーナの騒ぐ声が聞こえてくる。二ふた葉ばも声にこそ出さないが「………」の印象がどこか楽しげだ。

　ひとしきり雨を満喫した後、女性陣は部屋に戻り、濡ぬれた体と服を乾かした。

　俺に目隠しが施されたのは言うまでもない。正確には（やった！）と喜んだ直後の蛮行だった。

「別に見られたってええやん」

　ニーナだけは擁護してくれたが、

「テメェと一緒にすんな」

「死んでもイヤ」

　という反対意見には敵かなわなかった。まあ、いい。俺としても理性やら自制心と苦闘するよりは楽だ。

　その時――。

　四人で暖を取りながら、電撃的に閃ひらめいた。

　まるでフロイト氏が憑ひよう依いしたかのようなハイクオリティな思いつき。

「もしかして――」

　太古の昔、人類は火を手に入れた。火を手に入れてから人類になったとも言える。

　その最初の火。

　それこそがこの能力だったのではないだろうか？

　生物は火を恐れる。人類だけがそれを克服した。

　なぜだ？

　火を恐れないヤツがいたからではないか？

　つまり、俺だ。

　俺と同じ能力者だ。

　なぜ俺のような体質になったのかはわからない。突然変異なのか、神様の恩恵なのか、なんにせよ遠い遠いご先祖様の中にも俺と同じ能力を持つヤツがいたのだ。そして、その彼こそが人類の始まりなのだ。

「――ということなのではないだろうか？」

「……」

「……」

「……」

　三人とも驚きで言葉を失っている。

「急に賢くなって、どないしたん？」

「わからん。俺おれが一番驚いている」

「でもヨシローの言う通りかもしれんな」

　ニーナが俺の仮説を肯定した。



　なんということだ……。



　一生に一度あるかないかの革命的覚かく醒せいが導き出した答えは俺を落胆させる以外に意味を持たないではないか。

　何万年か前に生まれていれば俺は英雄だ。英雄どころではない。人類の祖だ。俺のお陰かげで火を得た同類たちが進化し、ホモ・ハビリスになって、グレイトジャーニーを歩いて、爆発的繁栄をもたらすのだ。

　その遠い昔には貴重な炎も、文明の発達した現代では何の役にも立たない。今の俺たちのように理不尽なサバイバル生活を強いられない限りは。



　しまった……。

　生まれる時代を間違えた。



「ヨシローだけやない。フタバもナナも同じやと思う」

　ニーナにもフロイト氏が宿ったようだ。

「フタバの力は言葉がなかった頃ころに、ナナの力はまだ四足歩行だった頃に必要やったんとちゃうかな」

「ニーナは？」

「ウチのは別。みんなのが原始の力とすればウチのは進化した力。きっとエスパー同士が血を重ねて生まれたんや。品種改良ってやつやな」

「ちょっとカッコイイな」

「そんなことあらへん。誰だれかがこんなこと言うてる。

　――生けとし生けるものは全て人類のためにつくられた。

　それがホンマなら、少なくともウチ以外は役目を果たしてる。でもウチは違う」

「……すまん、も少しわかり易く頼む」

「ウチは多分、進化の途中や。この能力をさらに改良すれば、全人類が瞬間移動をする日が来るのかもしれない。そんな未来のための、人類の進化のための歯車。それがウチらの役目なのかも。けど、それはずっとずっと先の話。少なくとも生きている間は――」

　少しだけ間をおいて、最後の言葉を放った。

「ジャンクや」

　強烈だった。

　人類の進化のため？　歯車？

　これがずっと悩んできたことの答え？

　大きいんだか小さいんだか何がなんだか、さっぱりわからん。

　聞かなければよかった。どうして俺おれはこんなことを悩んでいたのだろう？

　三人もそう思ったのかどうか、そのまま誰だれも何も言わなくなり、雨音だけがやけにうるさかった。

　ところで、そろそろ目隠しを外してもらえないだろうか。



　六日目。

　雨が止まない。ナナさんと木の実調達に向かう。十個ほど入手。乱獲は禁物だが、ナナさんの衰弱が激しい。これ以上、能力は使えそうにない。

　その間、小屋では二ふた葉ばとニーナが木で簡単な筒を作った。そこに葉っぱや土や砂を敷き詰め、ろ過装置の役割をさせるそうだ。全て二葉の知恵だ。



　七日目。

　また雨。木の実で飢えを凌しのぐ。

　食事するだけで、辛つらい。



　八日目。

　また雨。



　九日目。



　十日目。

　いかん。昨日の記憶がない。

　今日も雨。



　たぶん十二日目。

　日にちの感覚がない。死んでいないからまだ生きているのだろう。皆、アオムシの如ごとく床にへたり込んで動かない。動けない。降りやまない雨のお陰かげで辛うじて水分は補給できている。ろ過装置が正常に作動しているのか、水質にも問題はないようだ。

　体力的に一番衰弱しているのはナナさんだ。無理もない。いいや、無理をさせすぎた。申し訳ない気持ちと、不ふ甲が斐いない自責の念。目の下に大きくできたクマのせいで、タヌキからアライグマに変わっている。笑えない。

　天然元気印ニーナも海ではしゃいだ頃ころが遠い昔のようだ。軽快なおしゃべりも、周りを明るくする雰囲気も奪われてしまった。

　二人はいつからか部屋の中でも下着姿になっていた。陽の光はないが湿気が多い。部屋はサウナのままだ。恥ずかしいなどと言っている次元ではない。俺おれもパンツ一枚だ。生命の危機に瀕ひんすると種族維持本能が働く、と言うが、あれこそ嘘うそだろう。目の前に美少女が裸同然でいるという生涯で最初で最後かもしれない状況にもかかわらず、俺の本能とやらは反応すらしない。反応したところで動く気力体力共にゼロだ。

　無気力、というより、無力感でいっぱいだ。仮にも超能力者が四人集まっているんだ、もう少し何とかなると思っていた。超能力があったからこそここまで生き残れたと考えるべきかもしれないが、映画のようなドラマチックなサバイバル生活にはほど遠い。

　が、現実はこんなものだ。何もできず、ゆっくりと生気を奪われていく。ここが現実かどうかも、どうでもよくなっていた。

　ニーナの言葉がぐるぐると頭の中を駆け回る。

　ジャンク――つまり、がらくた。それは自分のことか、この能力のことか。

　自じ嘲ちよう気味に笑うことさえ面倒だった。

　二ふた葉ばだけが服を着ていた。ここまでくると尊敬もののプライドの高さ。

　だが、コイツが一番危ない。ノイローゼの一歩手前だ。目が虚うつろで、時折、ブツブツと何かを呟つぶやいている。能力のせいで聞きたくもない動物の声が終始流れ込んでくるのだ。

『お前を食ってやる』というような内容の言葉なのだろう。そんなことを聞かされ続けては正常でいられやしない。二葉でなければ一日でアウトかもしれない。

　その精神的タフさも尊敬に値する。しかし、限界はある。皆、どこかで二葉を頼りにしていた。精神的拠より所どころというべきか。ナナさんですらそうだろう。

　それだけにショックが大きい。瓦が解かいしたダムのように四人まとめて生きる気力を失いかねない。

　なんとか元気づけようと思い、そっと話しかけた。

「おい、大丈夫か？　頑張れよ」

「………」

　いつもの無視ではない。聞こえているが、答える力がないのだ。

　俺おれはとっておきのセリフを言った。

　ナナさんとニーナはこれで元気になった。

　二ふた葉ばはじろりと俺を見て、声を振り絞った。

「………嘘うそをつくな、まゆ毛」

　どうしてコイツには通じないのだろう？

　それでもまだ悪態をつく力が残っていることに安心した。

　甘かった。



　同日、夜。

　ギュッと誰だれかに首を絞められて、眠りから覚めた。

　二葉だ。

　小さな声で、うわ言を繰り返す。

「おま」

「えさ」

「えいな」

「け」

「れば」

　握力が尋常ではない。焦点の定まらない目に確かな殺意が宿っている。

　涙が出た。

　コイツがこんな風になるなんて。

　もし、全てが解決するのならば、そのまま殺されてもいいとさえ思えた。しかし、その保証がない以上はくたばるわけにはいかない。

　俺おれは残りの体力を全て使いきるつもりで二葉の腕うでを取り、そして、突き放した。

　二葉は床に倒れ、気を失った。

　すぐに駆け寄って、抱きかかえる。

　生意気な仏ぶつ頂ちよう面づらは見る影もない。

　失われつつあった怒りの感情が沸ふつ々ふつと蘇よみがえった。

　犯人を許さん。

「見つけたらぶん殴ってやる」

　同時に別の感情も去来する。

「一緒に帰ろう」

　そして。

「また学校に行こうな」

　眠っている二ふた葉ばに伝わるよう、何度も声に出した。



　すると、世界がまた一変した。



    

  
    
      



　終章　ジャンクパーツ





　たとえば。

　世界が誰だれかの見ている夢だとしたら。

　アンタはどうする？



　そこは真夜中の教室だった。

　ジャングルの時と同様、突然の環境の変化に頭が追いつかない。

　ふと、気づく。

　腕うでに抱えているのは、何ですか？

「……………」

　目が、合ってしまった……。

　永遠の一瞬。

　……………………………まあ、言わなくてもわかるよな？

　数えきれないくらい謝ったさ。

「黙れ！　死ね！　死んで詫わびろ！」

「お、お、お落ち着け。こ、これには深い事情が――」

「聞こえん！」

　どれほどの時が流れたのだろう。三回ほどお花畑を見てから、やっと静まった。

　二ふた葉ばもようやく我に返った。

「帰ってこれた……のか？」

　確認するように周囲を見渡す。パンツ一丁だった俺おれも制服を着ている。汚よごれもない。肌の傷も。二葉も同じ。ジャングルへ出発する前の状態だ。

「……まだわからない」

　だよな。

「タヌキとウシは？」

　いない。まさか二人はまだあの小屋の中なのか？　それとも別の教室に？

「ジッとしてても仕方がないな、捜しに行こう」

「命令するな」

　はいはい。



　怖がりの俺おれが夜の校舎を散歩するだなんて想像しただけで絶句ものだが、悔しいかな、あのジャングルの後だから怖くない。何でも経験してみるものだな。

　どうやらここは俺たちが通っている高校で間違いなさそうだ。だが、ナナさんとニーナの姿はない。

「ひとまず家に戻ってみるか。彼女たちがいるかもしれん」

「………」

　二ふた葉ばは苦い表情で頷うなずいた。俺に提案されるのがよほど癪しやくに障るらしい。

　その時、廊下の向こうからコツコツと足音が聞こえた。

「おーい、誰だれかいるのか？」

　声の主は懐中電灯であたりを照らしながら近づいてきた。警備員さんだった。何度か見かけたことがある。年配の優しそうなおじいさんだ。校舎に侵入した悪ガキというちょっとしたピンチなのだが、ホッとした。

　どうやら帰ってこれたらしい。

「どこから入ったんだ？」

　なんと説明すればいいのやら。

「まったく。何年何組？　名前は？」

　一年Ｂ組の佐さ々さ木き与よ四し郎ろうです、と言いかけた瞬間――。

　警備員さんが懐中電灯で二葉の横っ面を殴りつけた。

「きゃあっ！」

　とか叫ばないのもさすが二葉だ、と言いたいところだが、叫べないのだ。無言でぐらりと倒れた。シャレにならん倒れ方だ。

　警備員がニヤリと黄ばんだ歯を見せる。

「この野郎！」

　警備員を思いきり殴った。だが、ビクともしない。笑みも崩さない。拳こぶしに異常な感触。薄いガラスを殴ったような、少なくとも人間の皮膚感ではない。

　ピキッ。

　警備員の頬ほお、俺が殴った箇所にヒビが入った。

　ピキピキパリリ。

　徐々に拡大するヒビ。

「な、な……」

　卵から孵かえる、という表現がピッタリだ。警備員の殻を破り、

「なんか出た！」

　それは全身ミドリ色をしたモノ。形は人だが、顔には何もない。つるんとしたゼラチンの固まり、といえばわかり易いだろうか。

「＋＋＋＋＋＋」

　のっぺら顔のどこからか奇怪な電子音を発している。それ声？

　人型ゼラチンが殴りかかってくる。なんとか避けて、二ふた葉ばの手を取る。

「は、放せ！」

「言ってる場合か！　逃げるぞ！」

　廊下を駆ける。ぺったんぺったんと足音と思われる音が聞こえてくる。多分、ゼラチンが追ってきているのだろうが、振り返るの怖い。

「何なんだ、アレは？」

「知るか！」

　さすがの二葉も今ばかりは歯切れがいい。アレが何かはわからないが、確かなこともある。

　ここはまだ仮想空間だ。

　すぐ近くの教室に入り、窓に向かって机を投げつけた。

「よくわからんが学校はまずい。外に出るぞ」

「だから、手を放せ！」

　なんと言われても今だけは放せん。

　窓から脱出したまではよかったが、校庭の途中まで来て、逃走経路を遮られた。

　ゼラチンではなく別のモノに。

「ふはははははは」

　アルト歌手よりも低い笑い声を響かせて現れたのは、泥の人形だった。

　そのドロドロが両手を広げて、にじり寄ってくる。一歩あるく毎ごとに体中から泥が落ち、その落ちた泥がまた体に吸い取られていく。ただれと補充を繰り返す。

　一体ではない。次から次へと、地面から湧わき出るようにしてドロドロが誕生している。それらが、ぐちゃりぐちゃり、と泥をまき散らしながら俺おれと二葉を囲む。

「ふはははは」

「ハハハハ」

「ハはハはハはハはハは」

　足の裏から伝わってくるような重低音。数は増える一方。このままじゃ泥に埋め殺されてしまう。

　俺は活路を開くべくドロドロに向かって突進した。

　しかし、そのドロドロは、ドロドロのくせに――

　ふわ、とまるで高級ホテルのベッドのように俺の体を包み込み、ぼよん、とゴムの反動で押し返す。

　何事もなかったように元の位置に戻された。

「何がしたいんだ、バカまゆ毛！」

「う、うるさい！」

　これならあのゼラチンの方がまだマシだ。柔らかいものは壊せない。

「どうする？」

　こんな愚問しか出てこない。

「………」

　二ふた葉ばは何も言わなかった。それが答えだった。

　ドロドロの数はもはや数えきれない。視線を遠くに移すと校舎の中からゼラチンが出てきている。三匹、四匹、五匹……そんなにいたの？

　――――ん？

　脳裏に奇妙な感覚が走った。

（これは……）

　どこかで見た気がする。

（いやいや）

　そんなはずがない。こんな光景、一度でも見ればトラウマになる。

　それなのに。既視感。デジャヴというやつだ。

（どこで？）

　感覚を追いかける。しかし、すぐに泡となって消える。

　そうしている間にもドロドロとゼラチンが迫ってきている。

　一か八かで二体のドロドロの間をすり抜けた。

　幸いドロドロは動きが緩慢なので、どうにか包囲網は抜け出せた。

　が、方向を間違えた。校門とは真逆に走ってしまった。

「このバカ！　アホまゆ毛！」

「だ、黙れ。ジッとしているよりはマシだろ！」

　体育倉庫の裏へと飛び込む。

　壁に隠れながらグラウンドを見る。

　ゼラチンはキョロキョロと俺おれたちを捜している。鳥目なのかな？　目はないけど。

　ドロドロには見えているようだ。ゆっくりだがこちらへ向かっている。

　しかも、ウジュウジュ、と泥をまき散らして一か所に集まり、ドロドロ同士が融合している。一体、また一体……と集まって、より大きな体を形成している。

　何そのシステム？

「あのままじゃバカでかくなるぞ、アレ」

「見ればわかる」

　では、どうする？

　という愚問は、もう出ない。

　虎とらやライオンは俺おれを襲わなかったが、ヤツらは違う。

　今度こそ逃げ場がない。

　打つ手もない。

　俺は二ふた葉ばの顔を見た。

　固く結んだ唇が小刻みに震えている。

　その唇の端が血で滲にじんでいた。

　その鮮血が、異様なまでに美しかった。

　二葉も俺を見ていた。

「血が出てる」

　と言ったのは、二葉だ。さらに、

「まゆ毛が切れてる」

　手で触れてみると、確かに流血していた。ドロドロに弾き返された時か、ぶち破った窓ガラスの破片で切っていたのかもしれない。でもまあ、大したことではない。ここは仮想空間だ。実際の俺が怪け我がをしたわけではないし、それより今はこんな傷ではなくこの状況そのものが問題だ。

　が。

　二葉は制服の袖そで口ぐちで傷口から流れ出る血を拭ぬぐった。

「バカ。お前からまゆ毛がなくなったら、何が残るんだ」

　ごしごし、ごしごし、何度も拭った。

　自分の血は拭いもせずに。

　表情は相変わらずのしかめっ面。

　怒っているのではなく、涙がこぼれ落ちるのを必死でせき止めていた。

「二葉……お前……」

　俺は震える胸の内で素直にこう思った。

（そうじゃないだろ）

　ここはハンカチかティッシュを出す場面だろ。

　いや、それも違うな。

　ナナさんやニーナなら様になるだろうが、お前には似合わん。キャラを守れ。

　傷口にペッと唾つばを吐きつけて、

「これで充分だ」

　と、ふんぞり返るとか。

　あるいは、なぜか持っていた塩とかマスタードを患部に塗りたくって、

「ジタバタするな。これで治る」

　と、あきらかな嘘うそをついてニヤリと笑うとか。

　ここはそうゆう場面だろ？

　それが木き元もと二ふた葉ばだろ？

　――とは、言わない。

　そう思わないでもないのだが、そこまでひねくれてはいない。俺おれも。二葉も。

　それに。

　本人は気づいているのかどうか、血を拭ぬぐう反対側の手がずっとつながったままだ。

　こんな状況、誰だれだって恐怖する。ジャングルだのモンスターだの驚天動地の展開に対応できるのはマンガの世界だけの話だ。戸惑う、とか、混乱する、という感覚も消えた。

　怖い。恐い。こわい。真っ黒な感情だけが俺の中を覆い尽くす。

　でも二葉は俺以上かもしれない。どれだけ気丈に振る舞っていても女の子なのだから。

　だから、ここは両方の手をつないで黙って見つめ合う場面だ。

　そこから先の展開も許される時間だ。

　――ってのも、違う。

　それこそキャラじゃない。お互いに。

　そりゃまあ、なんだ、今のコイツは今までで一番、ひょっとしたら夢の中の彼女よりも可愛かわいい……かもしれない。

　だけど、こんなのちっとも二葉じゃない。実際に唾つばを吐かれたり塩を塗られたりしたら怒り狂うだろうが、それでもその方がいい。

　だから、ここは黙って見つめ合う時間でも罵ののしり合う場面でもない。

　今のコイツは可愛い。ああ、悔しいけど認める。でも嫌だ。どれだけ可愛くても女の子らしくても御免こうむる。

　木元二葉は無神経で無愛想で仏ぶつ頂ちよう面づらで性格が悪い女だ。そうでなければ調子が狂う。

　木元二葉は無神経で無愛想で仏頂面で性格が最悪だが、タフで気高い精神の持ち主だ。そうあってほしい。そうあるべきだ。そうゆうヤツだからこそ――。

　……すまん。俺の心境など死ぬほどどうでもいいな。

　問題はそうゆう木元二葉でなくしているのは誰か、ってことだよな。

　正体不明のモンスターたちか？

　次から次へとファンタジックな仮想空間に飛ばしてくれる犯人か？

　違う。

　俺だ。

　情けない。情けなさすぎるぞ、佐さ々さ木き与よ四し郎ろう。傲ごう岸がん不ふ遜そんの無礼千万女に心配されてどうする？　まったくもって主人公に相応ふさわしくないヤツだ。

　だから。だからこそ。ここは俺が何かをする場面だ。

　何を？

　それはわかっている。

　根本的な解決にはならんだろうが、今やれる精一杯のことだ。

　でも、その前に。

　何かを言ってやりたい。目の前で震えている二ふた葉ばが、いつもの二葉に戻れるように。

　それをずっと考えていた。なのに何にも出てこない。つくづく出来の悪い頭だ。

　それでも必死で探した。

「二葉……お前……」

　と、何度か繰り返し、ようやく口からこぼれたのは、自分でも予想外の言葉だった。

「白いワンピース持ってるか？」

「………こんな時に何を言ってんだ？」

「わからん。俺おれもビックリだ。でも似合うと思うぞ。うん。絶対に似合う」

「………」

　二葉は両方の眉まゆをピクピクさせ、ひどく困った顔をした。初めて見る表情だ。

　そして、下唇を噛かんだまま、

「もし、無事に帰れたなら―――」

　続きは聞かなかった。

　聞いても仕方がない言葉だ。



　俺は二葉と手を放し、体育倉庫の裏から飛び出した。

「あっ！　このバカッ！」

　アンタもそう思ったか？

　いいんだよ、これで。

　俺が敵を引きつけて時間を稼ぐ。その隙すきに二葉が逃げる。とにかくこの窮地を脱すれば、二葉の頭脳なら本当の解決策を見出すだろう。

　襲い来る敵をなぎ倒して道を切り開く主人公の役目は全うできない。ならば、華々しく散る悲劇の戦士役を選ぶ。そうゆうことだ。

　ドロドロとゼラチンが待ってましたとばかりに集まってきて、あっという間に俺を取り囲んだ。うーん、もって三秒だな……。

（今のうちに逃げろ！）

　二葉に目で合図を送った。

　のに。

　あろうことか、二葉はこっちに向かって走ってきた。

「……ああ、もう！」

　最悪だ。どこまでひねくれているんだ、コイツは。なぜ俺おれの心意気を無む下げにするのだ。どれだけ俺の予想を裏切れば気が済むのだ。どうしてお前はそうなんだ！

「戻れ！　今すぐターンしろ！」

　ところが、二ふた葉ばはターンはおろか逆に勢いを増してドロドロに体当たりをした。それは通じないんだって……。

　ぼよん、と二葉は押し戻される。

「きゃっ！」

　今度は本当にそう叫んで、地面にもんどりうって倒れた。

「ハはハｈａははハはｈａ」

　ドロドロは愉悦の嗤わらいを発しながら、二葉に覆いかぶさろうとした。

「んの天あまの邪じや鬼く女――っ！」

　こうなったら作戦もプランもあったものではない。

　俺は全身全霊の力を込めてドロドロに体当たりを敢行した。それが無駄な行為だとはわかっているが、もうそれしかない。



　無我夢中だった。

　二葉を助けられれば、あとはどうなってもよかった。

「オオオオうううアアア！」

　つむっていた目を開けると、ドロドロが業火に焼かれていた。

　俺の指先から出た炎によって。



　二葉を見る。両りよう眉まゆが大きく上がって、同じぐらい目を見開いている。

「……あはは」

　体の芯しんから笑いが込み上げてくる。

（凄すごい！　凄いぞ、俺！）

　もう一度、炎を出した。

　それはまるで竜の吐くブレスのような大火炎。

（やはり！）

　佐さ々さ木き与よ四し郎ろうは主人公だ！　俺の中の眠っていた力が目覚めたのだ。主人公が絶体絶命の窮地に立った時は秘めたるパワーが覚かく醒せいすると相場は決まっているのだ。

　ここからは胸のすくような大逆転劇シナリオだ。勝利は約束されたも同然。アンタにも心配かけたな。もう安心してくれ。やはりこれは勧善懲悪のサイキックバトルだ。

　俺はまた別のドロドロに向けて火炎を放った。

「オオオオオオあああ！」

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲鳴と共にドロドロが焼き崩れる。

「うはははは！　どこからでもかかってきなさい！」

　もう一体、また一体となぎ倒す。

　これぞ主人公！

「浮かれるな！」

　二ふた葉ばが叫ぶ。

「む！」

　死角からゼラチンが襲いかかってきた。すかさず火炎を放つ！

「＋＋＋＋＋＋＋＋！」

　おそらく悲鳴であろう電子音を発しながらゼラチンも勢いよく燃える。

「ナイスフォローだ二葉！」

「違う！　どこまでバカなんだお前は……！」

　二葉はふるふると頭を振って、深く長ーい溜ため息いきをついていた。

　アンタはいつから気づいていた？

　俺おれは……言われるまで気づかなかったよ。



「ここはお前のイメージの中だ！」



　ようやく既視感が明確な形となった。

　言われてみれば――。

　あのゼラチンは人間に擬態したエイリアンで、ドロドロは地底人だ。

　どっちも見たことがある。

　俺の頭の中で。

「ええええええええ？？？」

　混乱する俺に、今度は空からレーザー光線の雨が降ってきた。

　これも知ってる。

　なんとかレーザーの雨をかいくぐり、二葉の両肩にすがりついた。

「悪いが説明してくれ」

「だ、だから、それは……」

　二葉は口をモゴモゴさせる。心なしか顔が赤い。わからないのがそんなに恥ずかしいのか？　そんな場合じゃないだろ。仮説でも推測でもいいから喋しやべれ。

「夢もジャングルも今も、全部お前がイメージしたんだ」

「確かにあの夢も今の状況も妄想したことはある。だけど、ジャングルはないぞ？」

「テレビか何かで見たんだろ。その記憶が残っていたんだ」

「あ」

　見た。極ごく楽らく鳥ちようのドキュメンタリーだ。

　……ん？

　ということは？

　ひょっとして……？

「犯人、俺おれ？」

「………おそらく」

「で、でも俺の能力は――」

「暴走したんだろ」

　……かもしれん。おっそろしく情緒不安定な毎日だったからな。なんとまあ、俺の真に秘めたるパワーってこれだったのか。

　いや、待て。

「そうだとしたら、なぜヤツらは俺を襲うんだ？　虎とらやライオンは襲ってこなかったじゃないか」

「能力が増大してヤツらと戦う姿でも想像してたんだろ」

　……うん。

「ハハハハハ」

　またドロドロが襲いかかってきた。絶妙のタイミングで笑うな。

　俺は火炎を放つ。焼け崩れるドロドロ。あー気持ちいい。

「笑ってる場合か！」

「そ、そうだな」

「とにかく学校を出るぞ」

　俺と二ふた葉ばは校門に向かって走り出した。地底人とエイリアンを各個撃破しつつ逃げる。

　しかしまあ、我ながらなんちゅうモンを想像しているのだ……。



　なんとか校門を抜け、学校から脱出した。

「で、今からどうすればいいんだ？」

「この世界から出るしかない」

「どうやって？」

「こっちが聞きたい。お前はどうやって夢やジャングルから抜け出したんだ？」

「えーと、確か………」

（帰りたい）

「とか思った」

「じゃあ、今すぐ思え」

「おう、任せろ」

（帰りたい……帰りたい……帰りたい……）



　そして、世界が――――変わらん。



「もっと強くイメージしろ！」

「何を？」

「何でもいい！」

「おう、任せろ」

　何でもいい……いや、何でもいいとまた変なのが出てくるから……何でもよくて何でもよくなくて……難しいな……何でもいい……何にする……困ったな、何にも浮かばないぞ……どうする……考えろ……こうゆう時は……

《ヨシロー》

　頭の輪っかに背中の羽。おお、キミはエンジェル与よ四し郎ろうではないか。

《オイラもいるぜ》

　トンガリしっぽに三又槍やり。デビル与四郎もいたのか。丁度いい。早速、脳内会議を始めよう………って、おい。なぜキミたちが目の前にいる？

「変な想像するからだ！」

「すまん」

　慌てて逃げ出した俺おれたちをエンジェル＆デビルが追いかけてくる。エンジェルは弓を引き、デビルは槍で突いてくる。

　デビル＆エンジェルコンビから逃げる俺たちの前に黒塗りのリムジンが止まった。そして、中から初老の男が降りてきて深々と頭を下げた。

「お迎えにあがりました」

　二ふた葉ばが絶対零度にも達するぐらい冷えた目で俺を見る。

「……誰だれだ？」

「えーっと、確か謎なぞの組織のオッサンだ。乗っちゃダメだぞ。途中で拉ら致ちされるから」

「君たちの力が必要なんだ」

　と、必死で勧誘してくるオッサンからも逃げる。

　十字路を曲がったところで、ドン、と誰かにぶつかった。

　我が校の制服を着た女だった。

「……今度は何だ？」

「きっと勝ち気な転校生だな」

「謝りなさいよ！」

　怒りながら転校生が飛びかかってきた。慌てて反対方向に逃げる。

「コラ！　待ちなさい！」

　待てるか。

　次の曲がり角からまた現れた。バットを持った不良たちと、残念な感じの女子生徒が。

「………」

　二ふた葉ばはもう何も言わない。

　不良と残念ちゃんも襲ってきた。またまた逃げる。

　次の角にはキノコを食べてるクマさんが、その次はナイフを持ったオオカミが現れた。

　……もう無茶苦茶だな。

　とにかく逃げて、逃げて、逃げまくった。

　二葉が叫ぶ。

「早く！　何でもいいからイメージしろ！」

「だから、何を？」

「帰りたい場所を！」



　ようやく世界が一変した。



「ヨシローくん！」

「フタバ！」

　目を覚ますとナナさんとニーナの顔があった。

　場所は俺おれの部屋。

　今度こそ間違いない。帰ってこれた。

「私たちはどのぐらい寝ていた？」

「ジャングルに行ってから三日間。私とニーナがジャングルから戻ったのが三十分前よ」

「そうか」

「で、三十分間どこに行ってたんや？　二人きりで」

　ニーナがグッと睨にらむ。懸命に眉まゆを寄せても怖くないのがニーナだ。

「ねえ、教えて。まさか……変なことしてねぇだろな？」

　今度はナナさんが睨む。天使と悪魔を使い分けながら。これぞナナさん。

「………」

　我関せずといった態度を決め込む。嫌になるぐらい二葉だ。

　そんな三人の顔を見て、もう一つ確信する。

「俺は犯人じゃない」

　二葉がじぃっと俺を睨んだ。俺も睨み返す。

「断言できるか？」

　イエス、アイキャン。

「ちょっと、何の話よ？」

「ナナさんたちの推理で合ってたということだ。具体的な説明は省きますよ。どうせ上手く話せないし。それより、犯人を捜す方法とは何です？」

「ああ、それはね――」

　ナナさんがちらりとニーナを見た。

「もうええよ」

　ニーナが力なく手を振る。何だ？

「あのね、私たち超能力者には共通の特徴があるの。わかる？」

「体のどこかに星型のアザがあるとか」

「違う。もっと簡単なこと。わからない？」

「さっぱりわからん、と言うのをわかってて聞いてませんか？」

「じゃあ、教えてあげる。私たちの名前には数字が入るの。別に決まり事ってわけではないけど、風習みたいなもの。能力者が能力者を見分けやすくするためのね」

　二ふた葉ば。与よ四し郎ろう。ナナ。ニーナ。

　２、４、７、ニーナ。

「ニーナ？」

「それは、その……」

　耳まで赤くなっているニーナの言葉をかっさらうようにして二葉が答えた。

「スペルはＮ・Ｉ・Ｎ・Ｅ」

　エヌ、アイ、エヌ、イー。ＮＩＮＥ。

「ナインじゃないか」

「それが本名」

　口の端を吊つり上げて二葉が言った。何がそんなに嬉うれしいのだ。

「ウ、ウチの故郷ではそう書いてニーナと読むんや」

「そんな故郷はないだろ」

「もう！　ヨシローはアホやから黙っとけば一生バレへんかったのに！」

　……まあ、いい。

　長年悩まされた名前の謎なぞが判明したのだ。これでようやくスッキリ……するか！

「じゃあ、四郎でよくない？　与はいらないだろ、与は！」

「私に言われても……」

　そうだな。くそ、いつの日か問い詰めてやる。

「その条件を元にまず全校生徒を調べる。私たちと接する機会が多いから」

　でも名前に数字のつく人はそこそこいるだろう。イチローやら二郎やら。

「男は省く」

　そうか。でも女子限定だとしても。

「私たちみたいに他の地域から来た人に絞る」

　なるほど。でもね。学校内とは限らないのでは？

「じゃあ、市内」

　いや、それでも。

「うるせぇな！　特定はできないって言ってんだろ！」

「ごめんなさい」

「ダメだった時のことを考えても始まらないでしょ。とにかく、今は学校に行って調べましょう」

　そうしましょう、と俺おれが答える前に、

「その必要はないです」

　一人の女性が部屋に入ってきた。

　アンタは賢いからな、とっくにわかっていたんだろ？

　数学の柊ひいらぎ先生だった。



　自分の部屋に教師がいるのは家庭訪問のような感じがして、妙に落ち着かない気分だ。悪いことはしていないのに申し訳ないような、ちょっと泣きそうになる。

　実際に泣いたのは柊先生だった。それはもう、わんわん泣いた。泣き終わったかと思ったらまた泣いて、もう泣き終わっただろうと思ったら――を何度も繰り返した。小さな体を丸めて、額ひたいを床につけながら震え泣くその姿は、まさしく生まれたての仔こ鹿じかそのものに見えたのだが、ネーミングセンス溢あふれる木き元もと師匠は、

「ダンゴ虫」

　と、命名した。うまいけど、却下ね。

　ようやく本当に泣きやんだバンビ柊ちゃんは事情を話してくれた。泣きながら。

　つまり、こうゆうことだ――。

　柊先生も超能力者だ。フルネームは柊一ひと美み。ヒトミ、と読む。先生の能力は、

「念写です」

　情報や思念をフィルムに写す、だそうだ。案の定というか、お約束というか、大した力ではないらしい。一枚念写するだけで数時間かかるし、成功率も低いし、成功といってもかなりぼやけた写真にしかならない。そして、副作用もキツイ。

　というわけで、先生の狙ねらいも俺。全国放送での羽パタパタダンスだ。俺の入学に合わせて赴ふ任にんしてきたらしい。若い女教師が県立の高校に狙って入れるのか疑問だが、

「強引にねじ込みました」

　と、背後に大きな力の存在を匂におわせた。あまり深くは追及しないでおこう。

　赴ふ任にんしたまではよかったが、バンビは他にも同じ目的のライバルがいることを知った。しかも彼女たちは随分と積極的で、奥手で引っ込み思案の先生は陰かげながら念写するしかなかったそうな。その行動もよくわからないけど、スルーして。

　その写真の出来がもの凄すごくよかったらしい。鮮明で本物の写真にも引けを取らないそうだ。

「佐さ々さ木きくんの想像力に共鳴したんだと思います」

　これまたよくわからんが、とにかく先生は俺おれをイメージして念写しまくった。ある意味では誰だれよりも強烈なアプローチだね。ちょっとサイコ気味だよね。

　そうしてできた一枚が、例の俺とニーナのハレンチ写真。

　動揺したのだろう。また念写をしようとして、暴走した。

「念写の媒体がフィルムではなく、対象者の脳内になったんだと思います」

　だそうだ。まーったくわからん。媒体って何だ？

「お前のイメージをお前の脳内に念写したんだ」

　なに偉そうに解説してるんだ、二ふた葉ば。それで俺がわかると思うか？

「ヨシローくんが考えたことや想像したことを写真にしようとして、でも暴走して、ヨシローくんの頭の中に『念写』したの。つまり、夢よ。全部、夢。私たちもその中に入った。夢オチってやつね。わかった？　これでわからなきゃ本当にバカよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　と、ナナさん。やっとわかった、というのは嘘うそだが、わかったフリをしておこう。同じように頷うなずいているニーナもわかってないだろうし。

　ともかく、俺おれは夢の中を彷徨さまよった。その間、先生も昏こん睡すい状態にあったらしい。

　で、無事に現実世界へ戻ってきた俺に、先生は事情を説明しようとしたのだが、上手に話せず（話の途中で俺が走り去って）、翌日また説明しようと思っていたら、俺を含めた超能力者全員が欠席していることを知り、慌てて俺の家に向かった。

　それはちょうど女性陣が別の超能力者先生の存在に気づき、俺が結婚相手を発表しようとしていた時だ。

　玄関越しに話を聞いていた先生は大パニックになって、また暴走して――

　今に至る、ということだ。ご静聴感謝。

「それで、どうする？」

　ナナさんが悪魔モードで俺に言った。この悪魔の顔は俺に向けられたものではない。

　威圧感はないがニーナも「む」と、唸うなっている。

　二ふた葉ばは……まあ、いつも通りか。

　当然の怒りだ。仮想空間とはいえ死の恐怖を味わったのだ。それは紛れもない事実だ。故意ではないにしても、すんなりと許せるものではない。

「殴ってやるとか言ってなかった？」

　言った。俺は死の恐怖よりも許せないことがある。彼女のことだ。あれだけはどうしても許せない。

　俺は立ち上がり、先生の前に立った。

「か、覚悟はできています！」

　先生が歯を食いしばる。

　俺は拳こぶしを振り上げる。

　先生がギュッと目をつぶる。

　そして、力いっぱい殴った！



　自分の頬ほおを。



「ああああああ！」

　と、雄叫びもあげてやった。

　全員がポカンと口を開けて俺を見た。そりゃそうだ。いきなり自分を殴って奇声を発したのだからな。頭が変になったとしか思えないだろ？

　その通りだ。頭がおかしくなりそうだ。俺おれは本当にバカだからな、自分で自分のことがさっぱりわからん。

　さあ、過去最長の脳内会議いくぞ。ついてこいよ。



　俺は先生を許せない。

《どうして？》

　彼女がもう二度と戻らないからだ。

《そんなに楽しかった？》

　ああ。夢だか何だか知らんが、あの日曜日は人生最良の日だ。

《でも帰ってきたじゃないか？》

　事故だ。不慮の事故。

《本当に？》

　本当に。

《帰りたいって思っただろ？》

　ほんの一瞬だ。

《一瞬でも思ったのはどうして？》

　つまらなかったからだ。彼女との時間以外はつまらなかった。

《自分で願った世界じゃないか》

　そうだ。あれこそが俺の望んだ高校ライフ。

《なのにツマラナイ？》

　楽しかった。全てが新鮮で、初体験ばかりで、毎日がキラキラしていた。だけど、そのうち、なんていうの、マンネリというかさ、張り合いがなくなってさ……。

《それは誰だれの責任？》

　………。

《ねえ、誰の責任なの？》

　知らん。うるさい。黙れ。

《そんなツマラナイ世界から帰ってきたのにまた不満だったの？》

　当たり前だ。超能力者に追いかけられて、白い目で見られて、ひどいモンだ。

《だから、夢の世界に行ったんでしょ？》

　自分で行ったのではない。

《でも行った。そして、帰ってきた》

　堂々巡りはやめろ。

《その後はジャングルに行って、宇宙人なんかとも戦ったね。楽しかった？》

　おちょくってるのか？

《ねえ、どこに行けば気が済むの？》

　………。

《明日が必ず来るって、どうして言いきれるの？》

　何が言いたい？

《今、現実だと思っているこの世界も夢かもしれないよ？》

　かもな。

《また別の世界に期待してみる？》

　いいかもしれん。

《そこがまたツマラナイ世界だったら？》

　それは……。

《全部の世界から逃げる？》

　要するにアレか、明日死んでもいいように今日を悔いなく生きろ、とか言いたいのか？　ありふれた説教だな。

《違うよ》

　じゃあ、世界を変えるには自分を変えることだ、とかだな？　ご立派だ。ご立派すぎて聞き流しちゃうね。お偉いさんの演説と同じだ。

《それも違う》

　何なんだ！

《この世界に帰ってきた》

　何度も言うな。

《別の世界、それこそあの彼女がいる世界でもよかったのに》

　必死だったからだ。余裕がなかったんだ。無意識のうちに、だ。

《違うでしょ？》

　………。

《どうしてこの世界に帰ってきたの？》

　それは、あの三人が傷つくなど耐えられないからだ。俺おれは三人が死ぬような世界だけは望まない。だから、俺が犯人じゃないとわかった。

《三人が好き？》

　まさか！

《ウフフ》

　気持ち悪い。

《好きじゃなくて憧あこがれかな？》

　……そうかもな。

《それはどうして？》

　……ヤツらは自分勝手で迷惑極まりない理不尽の固まりだが、なんというか、行動的だからかな。

《それだよ！》

　どれ？

《もう！　ホンットにバカ！》

　………。

《何のために生まれたのか、とか言ってなかった？》

　言ったぞ。悪いか。

《僕は孤独だ、とも言ってた》

　バカにしてるのか？

《人類の進化のために生まれてきた孤独な男。それが佐さ々さ木き与よ四し郎ろう》

　ふざけるな！

《いいじゃないか、それで》

　よくない。

《また不満？》

　大ありだ。

《どうゆう人間だったら満足なの？》

　それは、つまり、その………

《どうなりたいの？》

　陽気で気さくで……

《さっさとそうゆう人間になればいい。誰だれも止めないよ》

　なろうとした。生まれ変わろうとした。

《生まれ変わる？　バカのくせに難しい言葉を使うんだね》

　この野郎……っ。

《生まれ変わるも何も、元々あるじゃないか？》

　どこに？

《ここに》

　いつから？

《最初から》

　マジで？

《マジ》

　………あ、ホントだ。



　反対側の頬ほおも殴ってやった。

　皆、可哀想かわいそうなものを見る目だ。

　なるほど。

　結局はスタート地点か。



　たとえば。

「自分は超能力者だ」

　と、言うヤツがいたとして、アンタは信じるか？

　信じないだろう？

　でもな、目の前にいる四人は信じるのだ。何の疑いもなく。なぜなら、四人も超能力者だから。

　何だそれ。アニメやゲームじゃないんだから。そう思うだろ？　俺おれだって思うさ。そのままこうも思う。

　――この世界も夢なんじゃないか、と。

　その方が納得できる。こんなデタラメな世界もそれだと説明がつく。

　だが、それじゃ困る。こんな嘘うそみたいな世界が夢でも現実でもどちらでもいい。

　俺はここに帰ってきた。この世界にいたい。

　生まれつき何の役にも立たない能力を備えていて、自分は孤独だとか思春期全開の痛い悩みを抱えていて、妄想癖が強くて、思い立ったら即行動がモットーとか言うくせに逃げてばかりで、ど―――しようもなくバカで、まゆ毛で、変な名前の男。

　それがこの世界の俺。

　そんな俺を――どうゆう理由であれ――必要としてくれる人がいる。

　目の前にいる四人は迷惑極まりない女どもだが、俺を信じてくれる初めての人間だ。

　だったら、俺も信じるべきだろ？

　結婚？

　信じよう。足りない脳みそでウダウダ考えるよりもパクッと丸飲みした方が早い。

　結婚？

　してやろうじゃないか。十八歳になったその日にここにいる誰だれかと、もしくはまだ見ぬエスパーさんと結婚しちゃいましょう！

　それが結果的に人類の進化のためになるならば、歯車にでも何でもなってやる。

「そのかわり、こっちにも一つ条件があるぞ」

「なぁに？」

「なんや？」

「な、なんでしょうか……？」

「早く言え」

　二ふた葉ばの解説にもナナさんの説明にも足りない部分がある。なぜ彼女たちも俺おれの夢の中に入ったのか、という箇所。それは俺とアンタにしかわからない。

　この物語の一番最初の質問さ。

　俺が無人島に持っていきたいものだ。だから、彼女たちは俺の夢の中へ持っていかれたのだと思う。俺がいつの間にか彼女たちを「それ」だと思っていたから。そうだとすればやはり俺も共犯のような気もするが、この秘密は墓場まで持っていこう。

　でも「それ」の部分は黙っててはいけない。

　ちゃんと言葉にしなければ伝わらない。

　そう。俺は最初からこれが言いたかっただけなのだ。これはそうゆう物語だ。

　ここまで言えばもうわかるよな？

「全然わからん」

「ご、ごめんなさい……」

「わかんねぇよ」

「さっさと言え」

　やっぱり言わなきゃダメ？

　もうガキじゃないんだからさ、わざわざ言葉にしなくても雰囲気とかニュアンスで伝わらないかな？　……ダメ？

　わかったよ。いい加減、逃げるのにも飽きたしな。

　だから、要するに、つまり、俺の言いたいことは――



「俺と友達になってくれ！」



　あれ？

　どうしてこんな簡単なことが言えなかったのだろう。



    

  
    
      




　エピローグ





　あれから。

　柊ひいらぎ先生は俺おれが十八歳になるのを待たずに結婚した。お相手はなんと谷たに山やま先生。

「あの後すぐにお付き合いしたの。ゴメンね」

　校長に言うよりも先に俺に教えてくれた。少し寂しい気もしたが、谷山先生は立派な方なので幸せにしてくれるだろう。

　ナナさんは芸能スカウトの目に留まり、そのままデビューして、あっという間に人気者になった。今じゃ雑誌やテレビで彼女の姿を見ない日はない。高校は中退した。グラビアの水着姿は、心なしか胸が大きく見えた。それが本物なのかどうかは、わからない。

　ニーナは高校卒業後すぐに故郷へ帰った。その後も各地を転々としながらボランティア活動をしているらしい。あの笑顔と明るさで多くの人に勇気と元気を与えているだろう。

「会いたくなったらテレポートするから」と言っていたが、まだ会っていない。

　二ふた葉ばは大学の獣医学部に進学した。まさに天職だ。近い将来、ゴッドハンドと呼ばれるのかも。二年になってからはクラスも別々になり、元々会話も少なかったから、いつしか何も話さなくなっていた。だけど、卒業式の日に、あの不機嫌な顔で、

「色々悪かった」

　と、言ってくれた。それだけで満足だった。

　山やま田だは就職した。

　俺は一浪してどうにか入れる大学に滑り込んだ。将来は作家になろう、なんて夢を見ているが、単位の取得だけで悪あく戦せん苦く闘とう。卒業までに何年かかることやら。

　春が来る度に高一の出来事を思い出す。

　結局、誰だれとも結婚することにはならなかったけど、忘れられない青春の一ページだ。



　というのは、嘘うそだ。

　本当は――



　僕は四人全員と結婚して毎日が幸せいっぱいです。

　山田がどうなったのかは知りません。



　うん。嘘だよ。嘘を考えるのも面倒になったね。変なことを考えたら、また変なことになってしまいそうだしな。

　じゃあ、何でわざわざ？

　いやまあ、それはつまり、取りたてて変わってないからだ。



　あれから数日後、山やま田だが話しかけてきた。

「突然こんなこと言うと変だと思われるかもしれないけど、時々、変な夢を見るんだ」

　興味あるな、と訊きくと、山田は嬉き々きとして語りだした。

「最初はね、佐さ々さ木きくんと管かん崎ざきさんと木き元もとさんがミス研の部室にいる夢。不思議だな、と思っていたら実際にあったでしょ？　その次は佐々木くんが学校を休む夢。佐々木くんは何があっても学校には来てたから、これはないな、と思ったけどあったでしょ？」

「ほ、他には？」

「……これだけなんだ。でも本当だよ。不思議だと思わない？」

　どうせ勧誘のための作り話だろうが、一応、聞いておこう。フルネームを。

「えっ……」

　二じ郎ろうか？　三さぶ郎ろうか？　五右衛門ごえもんってのもあるぞ？

「山田…………五十六いそろく」

　大爆笑。

「わ、笑わないでよ！　父さんが軍事マニアなんだ。もう、自己紹介の時も苗字だけで誤魔化したのに。大体、佐々木くんだって――」

「すまん。人の名前を笑うなんて失礼だよな」

「そうだよ」

　それにしても、だ。山田もひょっとしてひょっとするのか？

　となると、コイツも急にモテたりするのか？

　……なんだか気に食わん。永遠に黙っておこう。

　山田の目的はやっぱり勧誘だったが、俺おれは誘いに乗ることにした。

「え？　ホント？」

　ついでに二ふた葉ばとナナさんとニーナも勧誘し、それから顧問教師を探すことまで約束してやった。これは山田のためではなく、自分のためだ。

　ヤツらはできるだけ一か所に集めておいた方がいい。勝手にいがみ合って俺への攻撃が減るからな。

　俺も意外と賢いだろ？

「ありがとう！」

　山田は手を取って喜んだ。

「そのかわり――」

　山やま田だは快く教えてくれた。

　フフフ。まずは一人。



　柊ひいらぎちゃんに会うため職員室へ。

「ミ、ミス研の顧問、ですか……？」

「そうです」

「ええっと、うーん、それは……」

　相変わらず庇ひ護ご欲よくとマニア心をそそられる。もしかして、計算か？

「写真部との兼任ならいいですよ……その、佐さ々さ木きくんの頼みは断れないし……」

「別に脅迫ではないですよ」

「あ、うん、私もそんなつもりじゃ……」

　と、体をモジモジさせる。

　うーむ。計算ならナナさんを超える逸材だな。

　それはいいとして、一つ疑問がある。

「先生の副作用とやらは何ですか？」

　すると先生はゆでダコのように全身を真っ赤にして、

「そ、それは、その……高校生には言えません」

　と、人差し指を唇にあてた。

　まったく、末恐ろしい新人だ。

「ところで――」

　教師に訊きくのはどうかと思ったが、意外にもあっさり教えてくれた。

「で、でも、あんまりプライベートなのは……一応、教師と生徒だから……」

「了解です」

　これで二人。



　次にナナさん。通学路にて待ち、合流する。

「ミス研？　嫌よ。そんなのつまんないぃ」

　天使モードでダダをこねる。恐ろしいほど可愛かわいいが、挫くじけてはいけない。

　では放課後は別行動ということになりますが、と脅しをかけてみる。

　ナナさんが、フッ、と髪をかき上げて悪魔モードに移行。

「へぇ、ヨシローくんの分際で私に駆け引きするつもり？」

「そうなりますね」

　また天使モードに変身。プラス猫なで声。

「私ぃ、サッカー部の主将にデート誘われたんだけどぉ、凄すごいカッコよくてぇ、男らしくてぇ、どうしようかなぁって思ってるんだけどぉ、どう思うぅ？」

「どうもこうも、それはナナさんの自由ですから」

「本当にそう思ってるのぉ？」

　………何だ？　下っ腹がモヤモヤするぞ。

「ヨシローくんが『ナナさん、行かないで』って言ってくれたらぁ、デートも断るしぃ、ミス研に入ってあげてもいいけどぉ？」

「うぅ……」

「どうするぅ？」

　………言ったよ。大声で五回も言わされたよ。

「その言葉に免じて入部してあげる」

　駆け引きってこうやるものよ、と言いたげな悪魔の顔だった。敵かなわん。

「ところで――」

　ナナさんはあっさり教えてくれた。

「これで二十四時間一緒ね」

　ちょっと後悔したが、三人目だ。

　というか、ナナさんは本当に俺おれのことが好きなのではないだろうか？

　それはないか。



　次、ニーナ。教室か登校中に話すつもりだったが――。

「ミス研？　ええよ。楽しそうやん！」

　話が早いのは助かるが、その前に。

「ここ俺の部屋だぞ？」

「知ってる」

「なぜいるのか、と訊きいている」

「言わんでもわかるやろ？」

「わかる。あえて訊いているのだ」

「ヨシローに会いたいからに決まってるやん」

「じゃあ、玄関から入ってこい」

「じゃあ、合い鍵かぎちょうだい」

「出て行け」

　いくら俺でもしょっちゅう下着姿で部屋をうろつかれては理性が崩壊する。

　と、その前に――。

　あっさり教えてくれると思ったのだが、

「合い鍵と交換やね」

「それはできん」

「ほな、さいなら」

　と、部屋を出て行くニーナの右手に鍵かぎがあるのを見逃さなかった。

「待て。逃げるな」

「あ～ばよ～とっつぁ～ん」

　おい。それから、それは本鍵だぞ。

　その夜、ニーナは約束を守った。

　高い買い物のような気もするが、ともあれ四人目。



　最後に、二ふた葉ば。

　教室の前の席。相変わらず背中から殺気じみたオーラを放っている。回りくどい言い方は通じないので直球勝負に出ることにする。

「ミス研に入ろうぜ」

「イヤ」

「じゃあ、携帯番号を教えてくれ。あとメールアドレスも」

「絶対イヤ」

　ったく、コイツだけは。

「ここは『イヤ』と言いながらもこっそり教えるのがツンデレのセオリーだろ」

「はあ？　何言ってんだ。気持ち悪い。吐き気がする。死ね。キモまゆ毛」

　……ふぅ。コイツはデレの部分が欠落しているな。ツンツンだな。

　ところで、一つ疑問がある。

「お前にも副作用とやらはあるのか？」

「………」

　眉まゆを寄せ、口を結ぶ。言いたくない時の表情だ。あるのだな。まあ、いい。別に聞きたいとは思わん。それよりも。

　俺おれにもあるのだろうか？　身に覚えはないが理屈でいえばあっても不思議ではない。

　二葉は得意の小こ馬ば鹿かにする言い方ではなく、完全な真顔で言いやがった。

「バカになる、だろ」

　……あれ？　どうしてだろう？　反論が出てこないや。

「くそ。やっぱり言え。お前のは何なんだ？」

　二葉はまた言いたくない時の表情をしたが、珍しく素直に答えた。

「少しの間、人間の言語を使えなくなる」

「……あは」

「わ、笑うな、バカまゆ毛！」

「うはははは」

　その後、二ふた葉ばは思いつく限りの罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせてきたが、笑いが止まらなかった。

　コイツの無愛想仏ぶつ頂ちよう面づらにも理由があるとわかって、なぜだか安心した。

　その日、二葉は二度と振り向かなかった。

（それからな）

　小さな背中に心の中で話しかける。

　もう一つ、疑問がある。

　二葉だけがパタパタダンスを見る前に俺おれと出会っている。

　あの日、オーディション会場で。

　あれって偶然なのか？

　真相は闇やみの中だ。

　俺もそれ以上は深く考えないようにする。もし、偶然以上に確率の低い出会い方だったのなら、いずれ答えはわかるだろう。

　その夜、携帯電話にメールが届いた。送り主のアドレスに見覚えはなかったが、誰だれかすぐにわかった。

　メールは一枚の写真が添付されてあるだけという無愛想な内容。

　写っていたのは、真っ白なワンピース。

　これじゃデレにはほど遠いぞ、と思いつつ、保護ボタンを押した。



　とまあ、長々と話してきたが、今度こそ本当にエンドマークをつける時が来たようだ。



　たとえば。

「自分は超能力者だ」

　と、言うヤツがいたとして。

　たとえばそれがアンタ自身でもいい。

　そうゆうヤツには可哀想かわいそうな目をする前に、俺の話をしてやってくれ。

　俺が何を言いたいか、もうわかるだろ？

　だから、要するに、つまり、俺が言いたいのは――



　携帯電話のアドレス帳はまだまだ空いているからな。
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あとがき





　はじめまして、樋ひ口ぐち司つかさと申します。



　執筆中、よく喋しやべります。ブツブツと。独ひとり言ごとではありません。ちゃんとした会話です。部屋には一人ですが、会話です。話し相手は登場人物たちです。だから、独り言ではないのです。大丈夫です。心身ともに健康です。

　この作品の執筆中は特によく話しました。会話、弾はずみました。ま、キャラたちの言葉は基本的に辛しん辣らつで八割以上がダメだしなのですが、口は悪くても元気があればいいんです。彼らと語らい、笑い、悩み、なじられ、罵ば倒とうされ、落ち込み、怒って、怒られて、謝って、許してもらって、またなじられて……でも、喧けん嘩かするほどなんとやらです。

　そんな風に物語を書き終えて、郵便局で彼らを見送った日はとても寂しかったことを覚えています。なので、受賞の連絡を頂いた時は、そのこと自体を喜ぶよりも「彼らにまた会える！」という感激の方が大きかったように思います。

　しかし、再会の感動も束つかの間ま、今度は担当様というリアルな話し相手も加わって喧けん噪そうの日々がまた始まり、会話中のダメだし成分が限りなく百％に近づき、喧けん々けん囂ごう々ごうの悪あく戦せん苦く闘とうの紆う余よ曲きよく折せつの末、本当の意味での旅立ちを迎えることと相成りました。

　ちょっと口が悪くて騒々しくて出来損ないな奴らですが、読者の皆様の部屋でも大いに暴れ回ってくれることを友として願わずにはいられません。



　ここで簡単に謝しや辞じを。

　イラストレーターのタカハルさん、素敵すぎるイラスト本当にありがとうございます。キャラたちに素晴らしい血肉が宿ったことによって、私の独り言……ではなく、会話量が増えたことは言うまでもありません。

　担当さん、これからも宜しくお願いします。

　そして、新人賞の選考に携わって下さった諸先生方、編集部の皆様、出版にあらゆる形で尽じん力りよく頂いた全ての方に、この場を借りて深く御礼申し上げます。

　そしてそして、この『ぴにおん！』を手に取って読んでくれた読者の皆々様へ、言葉では伝えきれないほどの感謝を。読了までの時間がほんの少しでも楽しいひとときであったなら幸いです。いや、それ以上の幸せはありません。



　それでは、また近いうちに会いましょう。

樋口　司



    

  
    
      

　著者

　樋口司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。さそり座のＢ型。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　愛犬ゴエモンと戯れつつ、執筆に勤しむ毎日。

　　好きな映画は「シャロウ・グレイブ」



　イラスト

　タカハル

　　２月23日生まれ。兵庫県出身、東京在住。

　　千里の道も一歩からということで色々なことに手を染めつつ日々楽しくイラストを描いてます。



　　ＷＥＢサイト「黒錦」

　　http://kuronisiki.sakura.ne.jp/



    

  
    
      

ぴにおん！
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